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■未曾有の災害から１年、意味深い一文字として「絆」とい

う言葉が、日本国中これほどまでに響き渡った年はありませ

ん。同様に「命」「家族」「津波」「防災」「放射能」等の

言葉についても、改めて自分のこととして強く胸に受け止め

ました。そして、再来してはならない事態を想定して行動す

る年ともなりました。横須賀市においても、防災教育や地域

防災の重視等について、焦眉の問題として捉え、具体的に取

り組み始めています。 

■学校教育においては、最重点課題である防災教育への対応

や学力向上を目指す取組をはじめ、引き続き様々な動向が全

国的に見られました。新学習指導要領は、小学校においては

今年度から、中学校では次年度から完全実施されます。この

改訂に伴い、授業時数の増加が図られました。また、低学年

教育の充実を図るために今年度より小学校１年生から 35人学

級が制度化され、次年度以降には学年の拡張がなされる見通

しです。この他にも、いじめや不登校対策、小中及び中高一

貫教育の取組、小学校５，６年生の外国語活動の必修化、食

教育の推進、ICT 活用能力の育成、さらに土曜日授業を復活す

る動き等々、新聞に教育情報が掲載されない日はない状況で

した。まさに教育激動の年と言っても過言ではありません。 

■本市においても学校教育に特化すべく教育委員会の組織改

編が行われたことは、画期的な動向でした。更なる学校支援

に取り組み、学校力向上、教師力向上、学力向上を目指すこ

ととなりました。 

■本研究所において特筆すべきは、校務支援システムの本稼

働の初年を迎えたことです。運用上の様々な課題を克服しな

がら、各学校にも熱心に取り組んでいただいたことにより、

この一年で校務の効率化、情報保有の精度を上げることが出

来ました。 

■以上、縷々述べて参りましたことは、「生きる力」を育む

という新学習指導要領の理念を具現化するための方策ばかり

です。知識基盤社会の到来とともに、それらは今後益々重要

性を増してきています。そのためには、「生きる力」の育成

の土台となる教育における『基礎基本』を子どもたちに確実

に身に付けさせることが必要になってきます。これは、防災

教育の理念『危険回避能力の育成』とも繋がります。周りの

状況に応じ、自らの命を守り抜くため主体的に行動する態度

を育成していくには、防災教育の基礎的基本的な知識の育成

が大きな鍵となってきます。教師それぞれが受け持つ期間に

学ぶべき内容を責任と自信を持って子どもたちに教えなけれ

ばなりません。子どもたちは、しっかりと築かれた土台の上

にこそ、自ら学び考え、また、実体験、追体験を通して、今

後の実生活で生きて働く学力を形成していくことができま

す。東日本大震災の教訓から多くを学びながら、『てんでん

こ』でも生きていける子どもたちの育成にこそ努力を傾注し

ていく時です。 
 

確

実

な

基

礎

基

本

の

習

得 

 

横

須

賀

市

教

育

研

究

所

長

  

新

 

倉

 

邦

 

子 

〈巻頭言〉 

～ 

『
て
ん
で
ん
こ
』
で
も
生
き
て
い
け
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て 

～ 



- 2 -

巻頭言 1

目次 2

日本の教育 3

横須賀の教育 －子ども－ 4

－教師－ 5

－教育行政－ 6

教育研究所概観 8

教育研究所

調査研究概要 10

調査研究事業 10

資料情報提供事業 12

理科教育事業 14

研修概要 17

指定研修 18

選択研修 22

よこすか教師塾 26

学校学級経営相談事業 27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育の情報化概要 28

研修事業 28

校務の情報化推進事業 29

横須賀市教育情報センター事業 29

教育情報化支援員事業 31

コンピュータ等のＩＣＴ機器の保守運用事業 31

関連機関との連携 32

人事と予算 33

学校教育部他                                    

指導の目標と重点 34

　　 教科指導 35

  教科外指導 43

特別支援教育 47

人権教育 48

  　　　　　　　　　　　　　移管事業 49

指定研究概要 56

小中一貫教育指定研究概要 63

資料

教育行事 65

教育年表 68



- 3 - 

 日本の教育  平成 23（2011）年度 
 

平成 23 年 3 月 11 日、東北地方太平洋沿岸を

中心に、地震と津波による甚大な人的･物的被害

をもたらした東日本大震災。この震災の影響を

受けて今年度の学校教育はスタートした。 

新学習指導要領において、今年度より完全実

施の小学校では、移行措置期間の準備が着々と

進められ、指導要領の趣旨に沿った教育が行わ

れている。来年度より完全実施の中学校では、

来年度から使用する教科書選定が行われた。さ

らに文部科学省は、７月に全国説明会を開催す

ると共に、各学校に対して、新学習指導要領に

即した学習評価の在り方を検討し、具体的な指

導要録を作成することを要請した。また昨年度

には､国立教育政策研究所より小学校･中学校に

おける「評価規準の作成のための参考資料」が

示され、これらを基にして、教育委員会指導の

下で、各学校では新しい教育を進める準備を

着々と進めている。 

平成 25 年度から指導要領完全実施の高校で

は、移行期間中の教育を推し進めている。 

以下、本年度の教育界の主要な動きを記す。 

 

■東日本大震災 

深刻な被害を受けた学校における教育の正

常化に向けての取り組みは、復旧・支援を中心

に、全国的な規模で進められた。また、被災児

童への住居・衣類・文房具類の提供、保護者不

在児童への物心両面での支援なども、国を挙げ

一丸となり難局に立ち向かっている。さらに、

東京電力福島第一原子力発電所事故により、東

北地方から関東一円まで及んだ校庭等の除染の

問題、学校給食の食材の安全確保など諸々の課

題にも対応している.しかし、依然として本格的

な復旧までには至っていないのが現状である。 

文部科学省は、今回の事故を受け、10 月 14

日、小･中･高校向けの放射線に関する副読本を

作成し、全国の学校に配布した。 

 

■平成 23 年度全国学力・学習状況調査 

文部科学省は東日本大震災を受け､４月 19 日 

に予定していた小学校６年生と中学校３年生を 

対象にした全国学力・学習状況調査（全国学力 

テスト）を当面延期した。その後､被災地の学校 

再開には時間がかかることを考慮した結果、5 

月 26 日、平成 23 年度全国学力･学習状況調査の 

 

中止を決定した。 

■本年度より小学１年生は、35 人学級に 

今年度から､公立小学校 1 年生で 35 人学級を 

制度化する改正義務教育標準法が､4 月 15 日参

議院本会議で全会一致により成立し､31 年ぶり

に学級定員の引き下げが行われた｡12月 16日に

は､平成 24年度から小 2の｢35人学級｣は法改正

による制度化を行わず､加配定数などの活用で

実施することを､予算折衝で文科省と財務省が

合意し、制度化は今後の検討課題となった。 
 

■教職員の資質向上と教員免許更新制 

 昭和 46 年６月中教審答申「今後における学校 

教育の総合的な拡充整備のための基本的施策に 

ついて」の中で、教員の資質向上と処遇の改善 

が初めて打ち出され、数々の教育法令の答申・ 

改廃等を経て、平成 21 年度から完全実施された 

教員免許更新制。昨年 11 月には、文部科学省よ

り教員免許更新で約 5,100 人が免許失効のおそ

れがあるとの推計結果を公表され、その後更新

講習を受けるようにとの通達が何回も出された。

今年８月５日、文部科学省は、教員免許更新制

度で初の対象となった教員の 0.15％に当たる

98 人が免許を失効したと発表した。 
 

■教育基本条例案 

地域政党「大阪維新の会」が大阪府議会に提

出した、首長による教育目標の設定や教育委員

の罷免、公立学校長の公募制導入、「君が代」斉

唱時不起立者の懲戒処分の明確化などの案に、

世論は賛否両論が噴出している。今後の教育の

あり方を問う一石を投じた形となっている。 
 
■秋季入学構想 

 1 月 20 日、東京大学学長は 5 年後をめどに全

面的に秋季入学に移行するとの構想を発表し

た。さらに、この件で京都大学など主要 11 大学

と経済界との協議会設置の方針も明らかにし

た。 
明治 5 年の学制発布以来、桜の花の下で入学

式を行ってきた日本の学校。9 月の入学となる

と、心情面、異校種間との調整、またグローバ

ル化した社会との関連などと、教育や社会の有

り様について、大学・政財界を問わず多くの人

から賛否両論の意見が渦巻いている。 
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 横須賀の教育    平成 23 年度   

子ども 

■児童生徒数 

 本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数

は、幼稚園 110 人、小学校 21,627 人、中学校

10,500 人、特別支援学校 69 人、高等学校 1,183

人で、減少傾向が続いている。（平成 23 年５月

１日調査） 

東日本大震災の被災地から本市に避難されて

きた児童・生徒については、簡易な事務手続きで

就学 できるようにし、平成 24 年３月５日まで

に小学生 14 人、中学生６人を受け入れた。 

 

■子どもの体力 

「平成 23年度神奈川県児童生徒体力・運動能

力調査」へ、小学校８校、中学校９校が抽出され

た。そのうち小学校５年生 250 人、中学校２年生

318 人の結果から、次のような傾向がみられた。 

【小学校５年生】平成 22年度全国平均値と比較

して、体格は男女とも上回っている。体力につい

て、男子は「長座体前屈」「50m 走」「20m シャ

トルラン」「立ち幅とび」は上回っている。女子

は「長座体前屈」以外の種目は下回っている。 

【中学校２年生】平成 22年度全国平均値と比較

して、体格は女子の身長以外は下回っている。体

力について、男女ともに「上体おこし」以外の種

目は下回っている。 

小中学生とも、「ボール投げ」や「反復横とび」

については全国平均値との差が大きく、本市の課

題と言える。 

「反復横とび」（点） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 42.68 40.15 52.90 46.24 

横須賀 39.68 35.41 48.22 45.14 

 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 25.97 15.00 21.93 13.89 

横須賀 24.58 13.75 19.98 11.93 

 

■朝食アンケート 

小学校３校の５年生各１学級を抽出し、107 人

を対象に実施した調査では、朝食を「必ず毎日 

 

食べる」と答えた児童は、全体で 88.8％、男子 

87.9％、女子 89.8％であり、男子よりも女子の

割合が高かった。「ほとんど食べない」と答え

た児童は、全体で 0.9％、男子 1.7％、女子は

いなかった。 

朝食を食べない理由は、全体では「食欲がな

い」「時間がない」が、ともに 41.7％で多く、

男女別で見ると、男子は「食欲がない」が 57.1

％、女子は「時間がない」が 60.0％で最も多く、

「太りたくない」「いつも食べない」と回答し

た児童はいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■読書実態調査 

 中央図書館が「児童生徒の読書実態調査」を実

施した。対象は、抽出で小学校 11 校４～６年生

の各 1 学級 1,030 人、中学校 10 校１～３年生の

各 1 学級 960 人、市立総合高等学校全日制各学年

3学級及び定時制の各学年 1 学級 415人である。 

 「本を読むのが好きですか」の問に、「とても

好き」「好き」と答えた割合は、小学生79.6％、

中学生73.7％、高校生81.5％であった。月間の読

書冊数（12月）は、「１冊も読まなかった」割合

が、小学生17.1％、中学生35.9％、高校生44.1

％で、学年が進むに従って割合が高くなる傾向が

ある。その理由として、小学生は「本は面白くな

い（面白かったことがない）」が27.8％と最も多

く、中学生、高校生は「本を読む時間がない」が

最も多い。「本を読む時間がない」と答えた割合

は、小学生22.2％、中学生30.1％、高校生45.9

％と、やはり学年が進むに従って割合が高くな

る。「その他」の理由として、小学生では「興味

がない」「ゲームやマンガの方が面白い」「読み

たい本がない」等の回答があり、中学生・高校生

では「勉強が忙しい」「受験があるから」「イン

ターネットの方が面白い」等の回答があった。 

「小：ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ 中：ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ」（ｍ） 
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 横須賀の教育    平成 23 年度 

 

   教 師 

 

《表１》市立小・中学校の教職員数の推移（人） 

年 小 学 校 中 学 校 

H19 1,079 675 

H20 1,084 667 

H21 1,101 676 

H22 1,094 682 

H23 1,097 678 

 

《表２》 退職教職員数の推移（人） 

 

 

《表３》 初任者研修対象教員数の推移（人） 

（教諭、養護教諭） 

 

■教職員数の推移状況 

《表１》は、各年度の５月１日現在の市立小・

中学校の教職員数（校長・教頭・総括教諭・教

諭・養護教諭・栄養教諭）の推移である｡小学校

・中学校ともに、特別支援学級の数が増加して

おり、その他若干の要因を含め、教職員数に増

加がみられた。また、中学校教職員数の中には、

任期付常勤講師として配置された、外国人英語

教諭（FLT）の人数（5名）も含まれている。 

平成 20 年度より、退職者数が大幅に増加して

おり《表２》、いわゆる団塊の世代の大量退職

が始まってきた現象だと思われる。 

大量の退職者に応じて増加するのが、新採用

教員である。 

《表３》は、本市の県費負担教員の初任者研

修の対象となる新採用者数の推移である。平成

20 年度より 100 人規模の大量採用が続いてい

る。この他に、教職経験のある新採用者（初任

者研修対象外、平成 23年度は８名）も増えてい

る。 

本年度の初任者研修対象者の教諭は、小学校

では、32校に配置されている。うち初任者２人

配置の学校が 15 校、３人配置の学校が２校あ

る。中学校では、19校に配置されている。うち

２人配置の学校が 11 校、３人配置の学校が３

校、４人配置の学校も２校ある。今後も小規模

校以外の学校においては、初任者の複数配置が

続くと予想される。 

今、本市の教職員の年齢バランスは、中間層

がとても少なく、年齢の高い層と若い層が非常

に多いワイングラス型の状態になってきてお

り、各学校とも学校運営の充実のためにも、校

内での人材育成の推進が重要と思われる。 

年 小学校 中学校 
高等学校 
特別支援学校 

合計 

H19 53 15 5 73 

H20 70 28 2 100 

H21 60 34 6 100 

H22 60 32 5 97 

H23 68 39 8 115 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

H19 61 21  82 

H20 60 36 １ 97 

H21 59 39  98 

H22 68 32 3 103 

H23 49 35  84 
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横須賀の教育   平成 23 年度 

 

■教育行政 
 平成 23 年度の教育費当初予算総額は、142億 8

千 413 万 5千円、一般会計に占める割合は 9.9％。

前年度比で 12.6％、16 億 550 万 2 千円の増額。 

教育委員会は森武洋（委員長）、三塚勉（委員

長職務代理者）、齋藤道子（委員）、三浦溥太郎

（委員）、永妻和子（教育長）で組織された。12

月 25 日付けで、委員長に三塚勉委員、委員長職務

代理者に三浦溥太郎委員が選任された。 

 

■教育政策 

 本市における教育の振興のための施策に関する

基本的な計画として「横須賀市教育振興基本計画」

を平成 23 年３月に策定し、それに基づいて教育政

策を掲げた。 

 この計画では、「『生きる力』の育成」を目指

した学校教育編、「いつでも、どこでも、だれで

も学べる社会の実現」を目指した社会教育編、「豊

かなスポーツライフの実現」目指したスポーツ編

の３つに区分し、施策・事業を位置付けた。 

また、子どもの教育を重点的に捉えることとし、

子どもの教育に関する考え方を「横須賀の子ども

像」と「目指す子どもの教育の姿」により示し、

学校・家庭・地域での教育を充実させるとともに、

共通の意識を持って、相互に連携を図っていくこ

とを目指している。なお、このことの実現に向け

ては、「学校・家庭・地域の連携推進」「学力・

体力の向上」「いじめ・暴力・不登校の未然防止

と早期解決」「学校の教育力向上」を重点課題と

して位置付け、取り組む。 

 

■教育指導課関連 

引き続き、国際コミュニケーション能力育成事

業には重点をおき、日本語指導員の派遣、英語活

動や英語教育に小学校英語活動アドバイザーの派

遣や ALT の配置等を行った。 

また、学力向上事業、キャリア教育推進事業に

おいて事業の拡充を図った。学力向上事業では、

市内 31 校の小学校へ小学校放課後学習ルールサ

ポートティーチャーを派遣するとともに、保護

者・地域の方々参加のもと学力向上シンポジウム

を開催した。 

小学校芸術鑑賞会（６/13～14、７/12～13、）、

子どものための音楽会（８/21）、児童生徒書写展 

 

（１/20～24）、読書感想画展（１/５～10）、児 

童生徒造形作品展（１/14～30）等の行事の他、作

詞･作曲募集、学校文集等の作品募集も行った。 

 今年度の研究委託は、市関係は、幼・小・中・

高等学校並びにろう学校・養護学校 75 校園及び教

科・教科外の 36 研究会。 

その他の研究活動としては、幼稚園教育課程研

究会を 10 月 18 日に、小学校教育課程研究会を６

月 17 日、６月 22 日、８月４日、11 月９日に、中

学校教育課程研究会を６月 17日、６月 22日６月

23 日、８月５日、11 月 16日に、高等学校教育課

程研究会を 11 月 7 日に開催した。 

 

■支援教育課関連  

 今年度、支援教育課が新設された。「スポット

からエリアへ」「つなぐ指導・ひろがる連携」を

テーマに、支援教育推進事業・不登校対策事業を

実施した。また、今年度は、特別支援学級の市立

小中学校全校への設置が実現した。 

 研修では、支援教育研修講座、特別支援学級新

担任者研修講座、児童指導担当者研修講座、生徒

指導担当者研修講座を担当した。 

 主催行事として、不登校児童生徒及びその保護

者を支援するための、「ハートフルフォーラム」

（6/25）・「進路情報説明会・不登校相談会」（10/15）

を開催した。特別支援教育としての、「中学校合

同交歓会」（7/13）・「児童生徒ふれあい作品展」

（12/2～12/5）を開催した。 

また、「すべての子どもに対する支援教育の推

進及び充実を図るための具体的な方策について総

合的に検討を行う」ことをねらいとした「横須賀

市支援教育推進委員会」が条例設置された。 

 

■学校保健課関連 

 今年度も、インフルエンザの流行拡大により、

403 学級の児童生徒が学級（学年）閉鎖となった。 

学校保健関係行事としては、よい歯の図画・ポ

スターコンクール及び標語コンクール、学校保健

大会、学校保健研修講座などを開催した。 

学校給食関係では、小学校 47校・ろう学校で、

全市統一献立により米飯給食２回を含んだ週５回

の給食を実施した。(養護学校は独自献立） 地産

地消においては、横須賀市内産の 11 品目を提供し

た。今後も継続していきたい。また、食育、安全
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性の観点から、昨年度より脂製 PEN（ポリエチレ

ンナフタレート）食器の試行を 2 校で実施したが、

本年度は新たに 10 校で導入し今後も順次導入す

る予定である。 

 

■スポーツ課関連 

昨年に引き続きよこすかドリーム・スポーツプ

ロジェクト推進事業を実施した。第 60 回中学校総

合体育大会開会式が４月 16 日、横須賀アリーナで

行われた。第 36 回小学校児童相撲大会は５月 7

日、第 43 回小学校児童陸上記録大会は 10 月 15

日、第 62 回中学校男子・第 28 回女子駅伝競走大

会は 10月 22 日、第 29 回表現運動・ダンス発表会

は 11 月 12日に、第 45 回小学校児童ボール大会は

12 月７日に、それぞれ開催された。 

 

■学校施設の整備 

今年度の学校教育施設整備は、諏訪小学校の建

て替え工事の他、武道場の建設（久里浜中）、平

成 25 年度の統合に伴う池上小の施設整備、大塚台

小学校と高坂小学校の校庭の一部芝生化を実施し

た。また、引き続き小学校の空調設備整備（15校）

を実施した。 

 

■学校再編の推進 

平成 22 年度に設置された平作地区協議会にお

ける検討結果を受け、平作小学校と池上小学校は

平成 25年４月 1 日に統合し、統合後は、池上小学

校の校舎を使用することになった。来年度の統合

に向け、学校、地域、保護者代表の委員で構成さ

れる平作小学校・池上小学校統合推進連絡協議会

を昨年度２回、今年度３回開催し準備を進めてい

く。 

また、中央地区協議会については、今年度も昨

年度に引き続き協議を進めていく。 
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研 

究 

所 

概 

観 
 

本年度から小学校で新学習指導要領が完全実

施となった。また、中学校では次年度完全実施

を迎える。授業時数の増加に伴い、各学校では

教育課程の様々な工夫が行われている。小学校

中学校共に、教科書の厚みが増したことが、学

習内容の増加の象徴とも言える。 

全市的に学力向上を喫緊の教育課題とし、授

業づくりを中心に校内研究の充実が図られた。

そのため、校内研究を支援する訪問研修の回数

が増え、教育指導課をはじめとする他課との連

携がますます必要となってきた。 

 今年度、校務の効率化・安全な情報管理を目

的に校務支援システムを本稼働させたことは、

教育研究所の特筆すべき業務となった。運用上

の様々な課題を抱えながらも、学校の理解と協

力を得て、前期後期の通信簿・中学校の調査書

・指導要録の作成に小中学校全校で取り組むこ

とが出来た。また、卒業生台帳・修了者通知書

においても、システムを活用して作成すること

が出来るようになった。今後も導入の目的を果

たすべく、教育委員会全体で取り組むことが重

要と考えている。また、全市に約 8,000 台配備

している PC や様々な ICT 機器の維持管理更改、

教育情報化支援員による教員の ICT 機器の効果

的な活用の支援、校務支援システム運用・活用

の教員へのサポート等、教育の情報化推進事業

に具体的に取り組むことが出来た。教員の育成

については、教育公務員としての意識の啓発を

重視し、研修内容を構築した。教育史の基礎資

料となる各学校の沿革史の作業も充実し、今後

も滞ることなく粛々と取り組む業務となる。さ

らに、今年度教育委員会の組織改編に伴い、学

校図書館・学校教育賞・研究員会は他課へ業務

移管した。教育情報担当課長、教育情報担当主

査指導主事、研修指導主事の人員削減の中、職

務遂行のために全職員で努力を重ねた｡ 

 

■平成 23 年度予算 

教育研究所費の平成 23 年度一般会計予算額

は、542,095 千円（前年度比▲77,897千円）で

あった。このうち、情報システムの運用や情報

教育の推進に係る情報関連予算は 328,826 千円

で、全体の約６割を占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、

特別支援学校、高等学校における教育用パソコ

ン等の整備・運用に関する予算（361,219千円）

も所管しており、これらを合わせた情報関連予

算は、690,045 千円となる。（所管予算全体で

は、903,314 千円） 

平成 23 年度は、ふるさと雇用再生特別基金に

よる交付金を活用し、各小中学校、特別支援学

校に延べ 3,600 回、教育情報化支援員を派遣し

た。 

 

■調査研究 

調査・研究の充実と成果の発信をテーマに、

より機能的な事業運営を目指した。特に今年度

は、長期研修員の研究において、地域の環境素

材を調査し、理科教育、環境教育に活用するた

めの教材開発を行った。また、薬品管理マニュ

アル作成、薬品管理ソフト作成、薬品調査、小

学校への理科支援員事業を通じて、理科教育の

推進、理科センター機能の充実を図った。その

他、各教科領域の研究会との連携、図書・資料

室の機能整備と有効利用の促進、理科教材の展

示、コンテンツの有効活用に関する情報提供な

どに努めた。 

 

■教員研修 

 中核市として県費負担教職員の研修を実施す

るようになってから、10年を過ぎる。近年、価

値観の多様化に伴い、教員には複雑化かつ高度

化する課題への対応力が求められている。 

また、新規教員の大量採用とベテランの退職

によって、様々な問題も生じている。そこで、

学校力を高め、人材育成を促進するよう、「研

修内容の充実」をテーマに取り組んできた。 

具体的な目標と方針として①学校組織の活性

化を図る、②授業力の向上、授業研究の充実を

図る、③教職員の協働性を向上させることを掲

げてきた。 
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研修のねらいや研究協議をより深めるため

に、多様な研修スタイルを取り入れたり、異な

る経験者同士がつながり合い、研鑽を重ねる場

を設けたりした。 

管理職や学校運営に携わる教諭を対象に、学

校マネジメントや人材育成を促進する研修内容

を充実したり、経験年数の少ない教員を対象に

した指導スキルのアップを図る研修を拡充した

り、それぞれのキャリアや職能に応じて、自ら

の資質を向上する研修体系を構築してきた。ま

た、学校での協働性を発揮して、ともに協議を

深める場づくりを支援するために、教育研究所

指導主事が学校で研修を開く訪問支援研修も展

開してきた。 

様々な研修が校内において活用され、学校に

おいても OJT（On-the-Job Training）が促進さ

れるような支援を行っている。 

 

■教育の情報化推進 

 平成 20年度から手掛けたICT活用教育推進事

業による「全市立学校の校内 LAN 工事・普通教

室にパソコン１台と２教室に１台の割合でのプ

ロジェクタ整備」、校務用パソコンの１人１台

体制の確立、校務支援システムの導入、中学校

PC 教室機器の更改が 22 年度中に完了した。本

年度は、整備した ICT 環境を教育の情報化に有

効に活用するために、教科指導における ICT活

用研修、授業力向上のための ICT 活用研修、経

験年数に応じた各研修でも教育の情報化につい

て研修を行った。 

今年度より本格稼働の校務支援システムを活

用した通信簿の作成、中学校調査票の作成、要

録作成のための研修等、学校訪問の機会を増や

し、丁寧な周知に力を入れた。５月の情報セキ

ュリティ月間にはＡＢ文書の持ち出し申請及び

電話による各校への聞き取り、２月には情報セ

キュリティヒアリングを行うなど、各校での情

報セキュリティ意識の強化に努めた。今後の課

題は、引き続き、学習用データベースの充実と

その活用、PC 教室と普通教室における ICT 機器

の有効活用、教育の情報化支援員事業の充実、

職員と児童生徒の情報モラルの育成などであ

る。 
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調査研究関係 

 

 

調査研究概要 

 調査研究では、教育に関する情報・資料の収集・

発信を充実させることを重点目標として取り組ん

だ。 

第１に、長期研修では地域の環境資料の調査と

教材化を課題として研究を行った。 

 第２に、理科センター機能を充実させることに

努めた。理科研修講座を開講し、それらの内容や

資料を収集し公開した。また、理科教材や情報を

提供した。 

 第３に、資料・情報提供事業と兼ねて、教育研

究所３階図書資料室の機能を充実させることに努

めた。新指導要領に対応する各教科の書籍を中心

に購入した。今後も 100人近くの採用が続く見通

しがあることから、経験年数が浅い教員に参考と

なる書籍を多く揃えた。また、カリキュラムセン

ターとしての機能を充実させるように、市内の学

校で作成した指導案を収集している。 

 調査研究事業 

１ 長期研修 

坂本中学校の太田泰義 教諭が、長期研修員とし

て、「地域の環境をいかした教材開発と活用～地

域教材の活用と共有化により思考を深める～」を

テーマに、１年間研修を行った。 

生徒が思考を深めていくためには、関心を持

ち、自ら課題を見つけ、情報を収集・選択し、思

考や判断を通して自己表現を行う主体的な学習

が重要である。そこで、中学校３学年理科「自然

と人間」の単元において、これらの学習過程に寄

与する地域の自然環境資料の教材化とそれらを

有効に活用する学習過程について研究を行った。

開発した地域の自然環境教材は、市内の中学校で

広く利用できること、生徒たちの観察結果を反映

させることができること、資料の追加、変更、蓄

積ができることなどから、横須賀市教育情報セン

ターイントラネット上に掲載した。 

成果として、次の２点が挙げられる。１点目は、

本研究で開発した地域の環境教材を授業で活用

することで、生徒の思考の深まりが見られたこと

である。２点目は、単元の学習過程を通じて持続

的な社会の構築に向けて行動する素地を養うこ

とができたことである。今後、本研究を広く還元

する場を持つ予定である。 

 

２ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

 10月７日(金)、神奈川県教育研究所連盟の主催

する教育研究発表大会が、神奈川県立総合教育セ

ンターで実施された。58回を迎えた大会では、加

盟する県内 25 の教育研究所が調査研究した内容

について、12 分科会 43 テーマに分かれて発表及

び報告があった。 

本年度、横須賀市からは、平成 22年度横須賀市

教育研究所長期研修員の瀬崎正和総括教諭と教育

研究所｢地域コンテンツ開発｣研究員会の堀井 真

教諭が研究発表を行った。 

 

◆第１分科会：瀬崎正和（馬堀小学校） 

《発表テーマ》 

主体的な学びを充実させる学習 

～「学習情報センター機能」の活用を通して～ 

《研究の概要》 

「主体的に学ぼうとする意欲を高めるには、学

習情報センター機能を活用した授業展開を行う

ことが有効であろう」という仮説に基づき、パス

ファインダー（道標）を利用することで児童の興

味関心は高まり、あふれる情報メディアの中から

児童が探究するテーマに効率的に迫ることがで

きると考えた。 

《授業展開の工夫》 

(1)並行読書の設定 

単元に関連する書籍をあらかじめ選書しておき、

朝タイムなどに並行読書を行った。 

(2)リソースリストの活用 

蔵書やビデオ、DVD、関連するウェブサイトな

どを集約したものを活用した。 

(3)パスファインダーの活用 

児童が主体的に学習テーマに迫り、学習の効率

化を図ることができるように、パスファインダー

を活用した。 

(4)モデル提示 

課題を明確につかみ、先を見通すことができる

ようにモデル提示を行った。 

(5)情報交換の場の設定 

情報を収集し、考えを加え伝えていくというま

とめとして情報交換する場を設定した。 

(6)発展学習の設定 

新たな課題が発見できるよう、もの作り教室や

見学を行い、主体的な学びをさらに深めた。 
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《授業実践の成果》 

 ３年生で前期に国語、後期に社会で検証授業

を行い、次のような成果があった。 

(1)並行読書の効果 

単元に入る前に学びのテーマが分かり、予備知

識を蓄える、意欲的に授業に臨むことができた。 

(2)モデル提示の効果 

モデル提示を行うことで、学びに対する理解と

安心感が生まれ、意欲的な学習につながった。 

(3)リソースリストの効果 

リソースリストを活用することによって、容易

に、自分が調べたい課題を設定することができた。 

(4)パスファインダーの効果 

望む情報を短時間で確実に手に入れることが

でき、学習意欲を持続させながら高められた。 

(5)情報交換の成果 

自分の考えが受け入れられたことに安心感を持

ち、友達が調べた話題に興味を抱くことができた。 

(6)発展学習の効果 

目の前で起こる現象と本で調べた内容を結び

つけることで学習内を実感できた。 

《研究のまとめと今後の課題》 

「学習情報センター機能」を活用した授業展開

を行うことが、主体的に学ぼうとする意欲を高め

ることに有効であった。情報メディア利用指導計

画と情報更新が今後の課題である。 

 

◆第７分科会：堀井 真（馬堀小学校） 

《発表テーマ》 

「地域素材の教材化と授業づくり」 

《研究の概要》 

地域コンテンツ（地域の素材）の持つ、 

①子どもたちが問題意識を持つような仕掛け

をつくりやすい 

②子どもたちが学習課題に気付きやすい 

③問題や課題を追究しやすい 

④生活（経験）と関連付けやすい 

⑤人に出会いやすい 

といった特性を教師が理解・検討し、教材化して

いくことで、子どもたちの主体的・能動的な学習

の展開が実践できると考えた。 

《研究内容》 

(1)５年生 社会科 

単元名「自然のめぐみをいかして」 

「人と自然がともにいきる国土」 

地域の「海」を教材とした実践。通年同じコン

テンツを扱い、常に地域の海を意識させた。特に

水産業と公害の単元では、地域の水産業として海

苔を扱うことで子どもと海との距離と縮め、身近

な事象から考えられるように計画・実施した。 

(2)３年生 総合的な学習の時間 

単元名「みんな仲間だ！友だちだ！パート２」 

総合的な学習の時間で、地域の養護施設との交流

を行った実践。地域の施設であることを生かし、

養護施設の子どもとたびたび交流し、反省と次の

課題を考えることを繰り返しながら、様々な人と

の関わり方を考えさせていった。 

(3)４年生 社会科 

単元名「地域の防災」 

地域で昔に起きた「高潮」の被害の状況とその

後の地域の様子や人々の努力・苦労について学習

していく。身近な事象であることや地域の人から

直に当時の様子を聞くことで、子どもの切実な問

題として地域の防災を考えさせていった。 

(4)５年生 総合的な学習の時間 家庭科 

単元名「つくっておいしく食べよう」 

米作りを通し、米農家の方と出会い、こだわり

や思いを学んでいく。そこから実際の生活につな

がる家庭科の実習を通してお米の良さ・大切さを

実感していった。 

(5)中学３年生 社会科 

単元名「消費者の思いと生産者の思い」 

「消費者は価格・産地・鮮度などを重視する」

「生産者は利益を重視する」という生徒の既存の

知識に対し、生産者の生の声として「消費者の感

想を聞くことが生産者の楽しみである」という思

いにふれ、地域・経済活動を考えさせていった。 

《実践の成果》 

実践の中で、次の点を重視したことで、子ども

が主体的に学習に向かうことや、通常の授業では

得られない視点や深まりを得ることができた。 

(1)「人」の活用 

地域コンテンツを扱う上で、「人」の活用は欠

かせない。「人」の「思い」や「専門性」と子ど

もが出会うことで、新たな知識や視点が得られた

り、より学習が深まったりする。 

(2)子どもの「地域社会」への意識をいかすこと 

子どもが普段の生活で積み重ねてきた知識や

経験など、元々持っているもの揺さぶることで、

問題意識へとつながっていく。 

(3)見たり、触れたりできることのよさ 

授業の中で出てきた疑問に対し、直接見に行っ

たり、触れたりすることで、「問い」を確かめる

ことができる。それにより多くの子どもが主体的

に授業に関わり、学習への当事者意識へとつなが

っていった。 
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 資料･情報提供事業 

 

【図書・資料】 

１ 図書資料 

 図書購入の予算は、平成 23年度は 50万円である。

この予算で、合計 208冊の図書を購入した。小学校

は今年度から実施、中学校は来年度から完全実施の

新学習指導要領へ対応し、各教科等を中心に、支援

教育、児童生徒指導、学校経営に関する図書を購入

した。 

 蔵書数点検により確認した数は、本は 25，298点、

教育ビデオは 24点、DVD35点であった。  

また保管している市内各学校や各地の研究機関・ 

大学･学校・出版社等から寄贈された紀要及び研究発

表資料等は、平成 24年２月 25日現在において昨年

度より、645点増え 22，957点になった。 

本年度閲覧提供した雑誌等は次のとおりである。 

（定期購入したもの） 

①文部科学時報  ②初等教育資料  

③中等教育資料  ④教育委員会月報  

⑤総合教育技術  ⑥現代教育科学  

⑦児童心理 ⑧教育 ⑨高校教育   

⑩解放教育  ⑪日経 PC22  ⑫内外教育  

⑬学校図書館 ⑭教育展望 

(その他)  

①指導と評価 ②政府刊行物 ③部落解放 

④人権と部落問題 ⑤人権のとも 

⑥語る・かたる・トーク 

これらは、３階第２研修室の前にある雑誌専用

書架に配架してあり、貸し出しはしていないが、

いつでも利用することができる。 

なお、購入している新聞は、次の２紙である。 

①日本教育新聞 ②神奈川新聞  

 

２ 図書室・資料室の環境整備 

平成 21 年度、図書室に整備したデスクトップ型

PCの利用内容は、インターネットでの情報検索、イ

ントラネットでの利用（閲覧･メール等）である。SAB

資産の処理作業は禁止し、読み込みや保存には、SA

サーバの各個人フォルダを利用してもらうようにし

た。 

 

また、図書室の各コーナー(新学習指導要領、学 

校づくり、辞書･辞典、国語、社会、算数･数学、理

科、音楽、図画工作･美術、体育･保健体育、幼稚園

教育・家庭･技術家庭、生活・総合的な学習の時間、

道徳、特別活動・情報教育・学校図書館、特別支援

教育・生徒指導、授業づくり、各学校の研究紀要、

研究会の紀要・学校教育賞、研究員会の紀要)に加え、 

地域資料と自殺予防のコーナーを充実したり、図書

室前の書棚では、寄贈された「柳田国男全集全 41

巻」や「旅と伝説全 33巻」を紹介している。 

  

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

 ①開館時間 平日９時 30分～17時 30分 

 ②図書室での閲覧は自由 

③貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター 

・集団読書絵本「からすたろう」 

・オーストラリアングッズ 

・紙芝居台 

 ④貸出期間 

原則として、本は１ヵ月以内、ビデオは 2 週

間、その他は 1ヶ月以内としている。 

 ⑤利用対象者  横須賀市立学校の教職員 

 

本年度の貸出実績（平成 24年２月 25日現在）は、

次のとおりである。    

 ・図書       485点 

  ・ビデオ       3点 

 

４ 新刊本の情報提供 

 図書資料の活用充実を図るため、図書室内の本の

掲示方法を工夫し、研究所に研修に来た教職員が手

軽に見ることができるように配慮した。 

また、エプロンシアターなど、貸し出しできる教

材用具を見やすい場所に移動し、手にとって見れる

ように紹介したため、学校図書館ボランティアの方

たちからも借りたいという申し出があり、大いに活

用されている。要望により、エプロンシアターを新

たに購入した。 
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５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センター」 

を兼ねており、日常的な教科用図書閲覧や問い合わ

せに対応している。今年度は、６月 17 日から６月

30日までの２週間、教科書センターとして教科書展

示会を行った。保管してある教科書は 18,528冊。 

 

６ レファレンス・サービス 

本研究所の図書室・資料室の保持している情報・ 

資料をより広く活用してもらうために、電話による

教育資料情報に関する問い合わせにも応じている。

問い合わせには、即時性を求めるものが多いので、優

先的な対応を心がけた。著作権に関わる質問も含め、

本年度の件数は 122件（平成 24年２月 25日現在）

であった。 

インターネット上には「写真で見る横須賀教育

史」「教具的民族資料」のデータを公開しているた

め、教育図書・資料の利用者は、市内の教職員にと

どまらず、市外の教員や教育関係の大学院生、研究

者及びライフワークとして横須賀の教育に関心を持

っている方々と多方面に広がっている。 

昔を懐古し、覚えている情報をもとにして調べた

り、学校文集など自分の作品が掲載されていること

を確かめたりした方もいた。 

今年度は、大学に内地留学している方から、「実

業補修学校の研究をしているが、当時の教育課程が

わかる資料を閲覧したい」という申し出や、障害児

教育史を研究している大学教授からは「横須賀市ろ

う学校前身である馬淵聾唖学校を創設した『馬淵曜

先生小伝』と『横須賀市立ろう学校 50周年記念誌』

を見せて欲しい」などの依頼を受け、対応した。 

 また、東日本大災害で津波被害に遭った子どもた

ちを考慮して代替教材が用意された 5年国語『稲む

らの火』や、落語「ぞろぞろ」が国語教科書に掲載

されていると報道され、教科書閲覧の申し出が一般

市民から多数あり、対応にあたった。 

 さらに、県内の小学校からは、「『横須賀の学童

疎開』の本を参考にして、郷土学習を進めたい。本

の中にある写真の原本を欲しい」などの依頼があ

り、 

写真をスキャナーでパソコンに読み込み、CDに落と

して渡した。 

 

 教育研究所が保管している多くの貴重な資料は、

紙類が多く、劣化も始まっている。今後は、保管方

法や CD 化などの保存方法についての検討を早急に

始め、対応を進めていきたい。 

 

７ 教育情報センターイントラネットでの情報提供 

教育情報センターイントラネット上には、次の資

料を提供している。 

① 写真で見る横須賀教育史 

② 購入図書の紹介 

③ 教具的民俗資料 

 

８ 民俗資料 

 現在、教具として使用できる民俗資料を、115 点

所蔵し、「教具的民俗資料」と題してインターネッ

ト上に公開している。 

今年度は、フジテレビ「絶景日本健康歩き ウォ

ーキングプラス」の番組内で、「都内赤坂にある薬

研坂の由来となる『薬研』の写真を使用したい」と

いう依頼があり、画像データーを送付した。   

また、日本テレビ「世界一受けたい授業」の番組で、

「江戸時代のアイロンということで『火のし』の紹

介と使用のために貸して欲しい」との依頼を受け、

「火のし」と「実家高等女学校の裁縫教科書」の貸

し出しを行った。これらの民俗資料はテレビ番組内

で紹介され、広く一般に広められた。 

さらに今年度は、市立横須賀総合高等学校の部屋

を借用して保管している資料の整理を進め、データ

ーベース化を図っている。今後は、インターネット

上にも公開予定である。 

 

９ 研究所刊行物  

 本年度は、次の刊行物を発行した。 

《定期刊行物》 

・教育研究所所報 73号 

・教育研究所要覧（平成 23年度版） 

・小学校児童 中学校生徒 研究集録 50号 
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  理科教育事業 

 

文部科学省による TIMSS2007 の報告では、｢日

本の理科問題の平均得点は小学校４年生、中学

校２年生とも上位グループに位置しているとい

える。｣こうした点から、前回調査で指摘された

学力の低下傾向については歯止めがかかったと

考えられている。しかし、「理科の勉強に対す

る自信」についての回答では高いレベルの割合

は小学校、中学校共に国際平均値より下回って

いる。さらに、「理科を勉強すると日常生活に

役立つ」を肯定的に答えた中学生は 53 パーセン

トで国際平均値より 31 ポイント下回っている。

このような現状をふまえ、今後も理科教育の力

量を高めるために教員研修の充実が求められる

と考える。 

教育研究所の理科教育事業では教員が学び、

探究する場、そして科学への関心を高める場と

して、研修講座を中心に、授業の支援や情報の

提供を行ってきた。 

研修講座の内容としては、理科指導に必要な

基礎的な技術を身に付けるもの、指導が難しい

実験・観察を含む単元の内容、野外での自然観

察の際の留意事項や環境問題にかかわる内容な

どを取り上げた。 

さらに、科学の最新情報を提供し、関心を高

めることもこれからの理科教育で大事な要素と

なると考え、こうした内容の講座も盛り込んだ。 

研修講座以外の事業としては、理科学習に必

要な教材生物の配布や斡旋、観察実験用具の貸

し出し、研究のための理科施設の開放、様々な

問合せ・相談に応じることなども行ってきた。 

なお、事業を進めるにあたり、教育指導課指

導主事や小学校理科研究会、中学校理科研究会、

他の研究機関と連絡をとりながら、内容の充実

と活動の円滑化を図ってきている。 

 

１ 理科教育研修講座 

平成 23 年度は下記の４コースを設定した。 

ア．理科基礎技術講座 

イ．小学校・中学校理科教材研究講座 

ウ．科学教養講座 

エ．理科夜間教材勉強会 

 

（１）理科基礎技術講座   

主に校務分掌における理科担当の教師と

理科の授業を担当している教師を対象に、理

科指導に当たって必要な基礎的な技術を身

に付ける内容として＜表１＞（P.16）のよう

な 10 講座を実施した。 

希望調査を参考に、理科を指導するにあた

って身に付けておきたい基礎的な内容を中

心に実施した。実験、観察基礎技術、自然観

察の際の基礎知識、地域資源の生かし方等に

ついて研修した。この 10 回のうち、フィー

ルドワークによる研修が７回含まれる。 

 

（２）小学校・中学校理科教材研究講座  

小学校・中学校の学習内容で、学習効果を

高めるための教材開発や学習展開の工夫を

研修するため＜表２＞（P.16）のように４講

座を実施した。 

第１、２回は横浜国大の平島由美子准教授

に、100 円ショップなどで購入した身近な材

料を使った自作の教材で物理実験を行い、そ

れぞれの現象について分かりやすく説明を

していただいた。第１回は小学校の内容で、

新しい内容の電気の発電、蓄電、発熱等の実

験を行った。第２回は中学校の内容で、音の

単元の実験を主に行った。スピーカー等の教

材製作も行った。 

第３、４回は教材開発販売会社のスタッフ

による様々な実験を学んだ。第３回は生命・

地球領域、第４回は物質・エネルギー領域の

内容を行った。新学習指導要領に対応する実

験器具や材料が多く紹介され、それらを実際

に使って実験をすることで原理を理解する

ことができた。 

 

（３）科学教養講座 

理科指導に当たる教師にとって役立つ技

術や最新情報を得るための講座として＜表

３＞（P.16）のような１講座を実施した。 

防衛大学校 大内和夫教授にインターネッ

トで配信されている様々な人口衛星からの

観測情報を紹介していただき、これらの資料
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をもとに地球環境の変化を読み取っていっ

た。 

 

（４）理科夜間教材勉強会 

初任者と教職１年経験者を主な対象とし、

教材研究をする講座として＜表４＞（P.16）

のような 10 講座を実施した。 

 

２ 理科実験観察教材の斡旋・配布・維持管理 

教材生物、実験素材などの育成・管理・保

存と必要に応じて配布、斡旋を行った。 

種ジャガイモ、サツマイモ苗、カイコ卵、

カブトムシの幼虫やそのえさとなる木材チ

ップ、花壇・畑用の堆肥についてはほとんど

の小学校で要望があるが、総合的な学習の時

間や選択理科に関連してか、中学校からの申

込みも増えつつある。 

水中の微小な生物についてもほとんどの

中学校に配布することができた。県総合教育

センターから提供されたものが、教育研究所

において年間維持管理され、春以外の要求に

も応える体制ができた。 

メダカ、オオカナダモ等の希望も毎年あ

り、理科教材園の整備が十分でない小学校、

中学校にとって研究所の果す役割は大きい。 

 

３ 理科資料のデータベース化 

教育情報センターのイントラネットサイ

トに「横須賀から見た星空」、「三浦半島海

辺の生物ウォッチング」、「校庭の植物」、

同インターネットサイト上にある「三浦半島

の植物」・「久里浜の気象」・「三浦半島の

地層・地質」「三浦半島の野鳥」の配信とデ

ータ蓄積、「植物歳時記」のデータ追加を行

った。 

 

４ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

各学校で選ばれた子どもの研究の代表作

品１点ずつを研究集録として CD にまとめ、

２月に発行した。また、教育情報センターの

イントラネットサイトに掲載した。この研究

集録には小学校 27 点、中学校８点が掲載さ

れ、主に夏季休業中に取り組んだ自由研究が

多い。資料としてグラフや写真を使用してい

る作品が多く、CD に収録することでこれら

のデータを生かすことができた。また、作品

をプリントしたものを 12 月に児童図書館に

展示した。 

 

５ 授業支援 

理科の授業を展開していく上で必要な資

料・情報の提供として、理科や総合的な学習

の時間、選択理科、薬品処理などの様々な問

合せや相談に応じると共に、これまでに蓄積

されている理科関係資料の提供、理科施設や

器具の貸出し等を行った。また、今年度新た

に、気体採集器（ガステック）、三球儀、非

接触赤外線温度計、クルックス管などの備品

を購入し、貸し出しや研修に活用できる環境

を整えている。 

理科実験室の施設や機器等の利用につい

ては、各学校の要望にできる限り応じ、今年

度は液体ガス容器、天体望遠鏡、フィールド

スコープ、堆積実験器、骨と筋肉の動きモデ

ル、クルックス管、空気の温まり方実験器な

どを貸し出した。 

 

６ 理科支援員配置 

今年度の取組で、市内全小学校に理科支援

員を配置した。外部人材を活用することによ

り、理科授業における観察・実験活動の活性

化、教員の資質向上、小学校における理科授

業の充実を図った。理科支援員は理科の授業

において、観察・実験の支援、観察・実験の

準備・後片付け、理科室の環境整備などを行

った。 

 

７ 理科教育事業への協力 

理科教育研修やその他の事業について、市

小学校理科研究会、市中学校理科研究会をは

じめ、多くの方々との連携・協力を行った。

ご協力いただいた主な方々は次のとおりで

ある。 

小学校理科研究会長 小田部忠仁（明浜小） 

副会長 志村 和彦（鷹取小） 

副会長 平野 邦好（北下浦小） 
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中学校理科研究会長  鈴木 眞人（岩戸中） 

            副会長  山下 実 （長沢中） 

副会長  清水 充治（大矢部中） 

副会長  成田 明良（岩戸中） 

副会長  守谷  賢二（神明中） 

 

HP「植物歳時記」作成   八田羽榮一 

HP「三浦半島の野鳥」作成 泉  和幸 

 

「理科指導における安全指導」作成委員 

                    内田 千春（田浦小） 

                    一ツ谷宙生（小原台小） 

                    市下 啓嗣（望洋小） 

                    山下 千秋（久里浜中） 

                    松井 直樹（武山中） 

                    名和田周介（大楠中） 

                                 （敬称略） 

＜表１＞ 理科基礎技術講座                         （10回 229 名） 

  月  日 講      座      名 指     導     者 場  所 参加 

 ６．４ 

 ７．21～26 

 ７．21～26 

 ７．27 

 ７．28 

 ７. 29 

８．19 

９．５ 

10．８ 

12．24 

自然観察会～初夏の植物～ 

はじめての理科実験ホップ 

はじめての理科実験ステップ 

身近な自然の教材化（講義編） 

自然観察会～観音崎の地層～ 

自然観察会～海の生き物～ 

浦賀ドック科学教室 

自然観察会～月・秋の星～ 

身近な自然の教材化（実技編） 

自然観察会～冬の野鳥～ 

八田羽 榮一 （植物研究家） 

白井 宏一  （教育研究所） 

白井 宏一  （教育研究所） 

高橋 良寿（五感教育研究所） 

柴田健一郎（自然人文博物館） 

萩原 清司（自然人文博物館） 

市街地整備景観課 

白井 宏一  （教育研究所） 

高橋 良寿（五感教育研究所） 

泉   和幸 （日本野鳥の会） 

観音崎公園 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

観音崎公園 

天神島 

浦賀ドック 

理科実験室 

大楠山 

長井・轡関 

 ２ 

 64 

 62 

 28 

 29 

 19 

 13 

 １ 

 ６ 

 ５ 

 

＜表２＞ 小学校・中学校理科教材研究講座                  （４回 125 名） 

  月  日  講     座     名 ・ 学 年 指     導     者 場 所 参加 

 ８．１  

８．１ 

８．３ 

８. 10 

楽しい物理実験～小学校編～ 

楽しい物理実験～中学校編～ 

おもしろ実験ゼミナール 

なるほど実験教室 

平島由美子 （横浜国立大学） 

平島由美子 （横浜国立大学） 

ナリカスタッフ 

ケニススタッフ 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

 19 

19 

 54 

 33 

 

＜表３＞ 科学教養講座                            （１回 37 名） 

  月  日 講      座      名 指    導    者 場  所 参加 

 ８．９ 宇宙から地球環境を探る 大内 和夫（防衛大学校） 第１研修室  37 

 

＜表４＞ 理科夜間教材勉強会                         （10 回 72 名） 

  月  日 内   容 場  所 参加 

 ５．13 

５．17 

６．21 

７．５ 

８．２ 

８．24 

12．13 

１．６ 

１．17 

２．14 

カイコの観察（小３） 

チョウのそだち方（小３）・メダカのたんじょう（小５） 

とじこめた空気や水（小４）・植物の成長と日光や水（小６） 

星や月（小４）・自由研究 

風やゴムのはたらき（小３）・わたしたちの体と運動（小４） 

温度ともののかさ（小４）・土地のつくりと変化（小６） 

ものの重さをしらべよう（小３）・星や月（小４） 

もののとけ方（小５）・電気の性質とはたらき（６年） 

豆電球にあかりをつけよう（小３）・ふりこの動き（小５） 

すがたをかえる水（小４）・生物と地球の環境（小６） 

理科実験室 

理科実験室 

諏訪小学校 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

 19 

 13 

 ３ 

 ５ 

 ８ 

 ４ 

 ２ 

 ７ 

 ５ 

 ６ 
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概 要 

平成 23年度は教職員の専門的資質向上や、学校

としての組織力向上を図るための研修の充実を

図った。また、目標と方針として、 

１ 学校組織の活性化を図る 

２ 授業力の向上、授業研究の充実を図る 

３ 教職員の協働性を向上させる 

の３つを掲げた。 

１については、 

（１）学校が組織としての力をより発揮できるよ

うに、組織マネジメントに関する研修講座を

増やして実施した。また、人材育成の視点を

より一層明確にして内容を構成した。 

（２）教職員一人一人が組織としての自覚を高め

ることを目指し、教職員としての服務や人材

育成などの内容を充実させた。 

（３）管理職研修、総括教諭等学校運営推進者研修では、

学校が組織としての力を発揮できるようにするこ

と、また教員一人一人が組織の一員として自覚を高

めることを目的とした研修を工夫して実施した。 

（４）新任副校長教頭を対象として、小中の連携

を深め、自校のマネジメントを改善するため

の異校種研修を実施した。 

２については、 

（１）特に「経験年数に応じた研修」において子

ども理解に基づく授業づくりを推進するた

めの研修を実施した。 

（２）「経験年数に応じた研修」の校内研修で、

授業研究を実施し、授業力の向上を図った。

研究授業を実施するにあたっては、校内の他

の教職員とペアまたはグループを組み、互い

に交流しながら研修を進めていくことに留

意した。経験年数や教科が異なる教員同士が

互いに学びあうことで、校内の人材育成を活

性化させることも狙っている。 

（３）新規に「スキルアップ研修講座」を開講し

て、学級集団づくりや、学習の基本技術に関

する研修を充実させた。 

（４）新規に「教育課題研修講座」を開講して、

教育課程編成や授業改善に役立つ視点につ

いて工夫充実を図った。 

（５）「訪問支援研修」として、授業研究協議会

の活性化を目指し、教育研究所指導主事が学

校を訪問して研修を実施した。手法としてワ

ークショップ型授業研究協議会を展開し、授

業研究の充実及び、３の目標にもある、学校

職員の協働性発揮を目指した。 

３については、 

（１）学校運営能力、学校経営能力の向上を図る

ため、管理職研修講座、総括教諭等学校運営

推進者研修講座等で学校マネジメントに関

する研修を実施した。 

（２）教員のコミュニケーションスキルを向上させるため、

「コミュニケーション研修講座」を充実させた。 

（３）各研修でも、協議やワークショップを実施

し、教員同士が互いに話し合う場面を多く設

定した。 

このように、各目的が達成されるように様々な

研修を実施したが、本年度は特に、学校における

人材育成の重要性を意識して事業を展開した。 

例えば、横須賀市教諭の二極化した経験年数別

グラフを基に、若手育成が急務であることや、多

様な教育問題に対して学校としての組織的な対

応力が強く求められていることを説明してきた。

研修受講者自身が自己の資質向上を図ることは

もちろん、若手育成に力を注いだり、学校マネジ

メントへの参画意識を高めたりするように研修

内容を整理した。 

具体的には、経験者研修におけるペアやグルー

プによる授業研究の実施や、異なる経験者研修の

機会に先輩の教諭がアドバイザーとして参加す

る等、人材育成の取組を具現化する方策を行って

いる。 

学校力向上のため、校外研修の内容が研修受講

者によって各学校に還元されたり、教育研究所指

導主事による訪問支援研修のような学校支援を

行ったりすることで、各学校における人材育成の

充実をより一層図ることを期待している。 

 
研修 
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指定研修 

経験年数に応じた研修 

教職員のライフステージに沿って、教職経験

に応じた体系的・総合的な研修を行い、教育専門

職としての資質の向上を図る研修である。 

本年度より、養護教諭研修も授業づくりの内容

を新規に加え、連携して実施した。 

 

 

◎初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の向

上を図るとともに、豊かな人間性と指導力に富む

教員の育成を目指した研修を行った。受講者は 83

名。研修は郊外研修年間 25日以上と校内研修年間

300 時間以上を実施した。 

 

＜校外指定研修＞  16 日 

回  日 時 内 容 講 師 

１ 

 

 

４月12日 

 

 

開講式 

教育長講話 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

教育長 

教育研究所指導主事 

 

２ 

 

５月17日 

 

学級経営と子ども理解 

教職員の服務について 

教育研究所指導主事 

教職員課指導主事 

３ 

 

 

 

６月７日 

中学校教諭 

６月21日 

小学校教諭 

授業づくりⅠ 

講義・演習 

指導主事による模擬授

業から、授業の基本的な

技術を学ぶ 

教育研究所指導主事 

 

４ 

 

７月５日 

 

横須賀市の支援教育 

模擬授業づくり 

支援教育課指導主事 

教育研究所指導主事 

５

６ 

 

８月２日 授業づくりⅡ 

講義・演習 

研究所長講話 

小林宏己 

（早稲田大学教授） 

教育研究所指導主事 

７

８

９ 

10 

８月17日 

～18日 

ﾏﾎﾛﾊﾞﾏｲﾝ

ｽﾞ三浦 

授業づくりⅢ 

講義・演習 

演習（Microteaching）  

小林宏己 

（早稲田大学教授） 

教育研究所指導主事 

11 

 

10月25日 

11月１日 

11月８日 

校外授業研究Ⅰ 

（中学校） 

教育研究所指導主事 

 

12 11月15日 

11月22日 

11月29日 

校外授業研究Ⅱ 

（小学校） 

教育研究所指導主事 

 

13 12月13日 道徳教育 

集団ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

講義・演習 

教育指導課指導主事 

 

教育指導課指導主事 

14 １月17日 

 

人権教育 

子ども理解 

 

教育指導課主査指導

主事 

教育研究所指導主事 

15 

 

２月14日 実践報告会 

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽについて 

閉講式 

教育研究所長 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

16 

５月10日 

５月24日 

６月７日 

６月21日 

６月28日 

７月19日 

教育情報化 教育研究所指導主事 

 

選

択 

研

修 

 異校種研修（1日） 勤務校以外の 

学校の教職員 

 

 

 

校外課題研修（9日） 

支援教育研修講座1回・

小学校教諭は理科基礎

技術講座を1回受講 

外部講師 

教育研究所指導主事 

 

＜校外課題研修＞ 9日 

・市主催の選択研修等より選択とした。 

 

＜異校種研修＞ 1日 

・子どもの成長の段階を見通した上で、適切な指

導力を身に付け、教職員としての幅広い教育観を

形成するために実施した。 
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＜校外授業研究＞ （敬称略） 

・初任者による提案授業と研究協議 

◆10月 25日（火） 

東谷 洵（岩戸中） 

◆11月 1日（火） 

出納一輝（大津中）、村田真友子（馬堀中） 

◆11月８日（火） 

坂田俊之（追浜中）、窪田成晃（久里浜中） 

大鶴牧子（長井中）、櫻井辰也（鴨居中） 

◆11月 15日（火） 

本間俊介（衣笠小）、神村美花（船越小） 

◆11月 22日（火） 

伊藤 綾（鶴久保小）、笹沼達也（大塚台小） 

◆11月 29日（火） 

佐々木 優（長浦小）、大森茉莉（浦賀小） 

清水和紀（豊島小） 

＜校内研修＞  年間 300時間以上 

・所属校において行う研修。拠点校指導教員方式

においては、拠点校指導教員による研修を週７時

間程度、年間 210時間以上、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる研修

を週 3時間程度、年間 90時間以上実施した。校内

指導教員方式においては、校内指導教員による研

修、校内指導教員が割り振る研修を年間 300時間

以上実施した。受講者 83名。 

◎教職１年経験者研修講座 

児童生徒理解に基づいた教育実践について理解

を深め、指導力の向上を目指すための研修を実施し

た。校外研修４回、校内研修５回。受講者 103名。 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 

 

 

５月13日 

 

 

オリエンテーション 

２年目の教師生活に

ついて考える 

教育研究所指導主事 

 

２ 

 

８月24日 

 

教職員の服務につい

て 

授業づくりで大切に

したいこと 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

３ ８月24日 授業づくりで大切に

したいこと 

青山浩之（横浜国立大

学准教授） 

４ １月６日 

 

実践の交流と振り返

り 

教育研究所指導主事 

 

 

＜校内研修＞ 

５月～12月 

 

勤務校における授業

研究と研究協議５回 

教育研究所指導主事 

校内でのペアまたは

グループ 

 

◎教職５年経験者研修講座 

 児童生徒理解に基づいた教科指導の充実を図り

指導力の向上を目指すための研修を実施。校外研

修４回、校内研修５回。受講者 71名。 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 

  

５月18日 

 

６年目の教師とし

ての役割について 

教育研究所指導主事 

２ 

 

８月25日 

 

子ども同士の学び合

いをもとにした授業

づくり 

教育研究所指導主事 

３ ８月25日 

 

子ども同士の学び合

いをもとにした授業

づくり 

教育研究所指導主事 

４ １月６日 

 

授業実践の交流と振

り返り 

教育研究所指導主事 

 

＜校内研修＞ 

５月～12月 

 

勤務校における授業

研究と研究協議５回 

校内でのペアまたは

グループ 

 

◎教職 10年経験者研修講座 

教職経験 10年を経過した教員が対象。教育公務

員特例法第 24条及び第 25条の規定に基づき、個

々の適正を伸長し、教科指導、生徒指導等に関す

る指導力の向上を図るとともに、学年及び学校運
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営における企画調整力を身に付ける研修を実施し

た。 

本年度の受講者は 12 名。研修日数は校外研修

15日、校内研修 12日の合計 27日間。 

 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内 容 講 師 

1   ４月27日 開講式「これからの教員

に求めるもの」 

キャリアの振り返り 

教育研究所長 

 

教育研究所指導主事 

2 ８月１日 

 

 

教職員の服務について講

義演習「授業づくりにお

ける自己課題と改善の手

だてⅠ」 

教職員課指導主事 

吉崎静夫 

（日本女子大学教授） 

3 

 

 

８月１日 

 

 

講義演習「授業研究と校

内研修の活性化に向けて

」 

吉崎静夫 

（日本女子大学教授） 

4 

 

 

８月25日 

 

 

講義演習「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

向上の手だて」 

三好良子 

（人材育成コンサルタ

ント） 

5 

 

１月５日 

 

講義演習「社会体験研修

のまとめと中堅教員の役

割」 

教育研究所指導主事 

6 

 

１月５日 講義演習「授業づくりに

おける自己課題と改善の

手だてⅡ」 

閉講式 

教育研究所指導主事 

7 12月２日 提案授業と研究協議 教育研究所指導主事 

選択研修は、受講者の研修テーマに応じて１日

選択した。 

 社会体験研修は、外部機関における業務の体験

を通して、教員としての資質向上を目指すため、

主に市内の事業所等で実施した。日数は、事前訪

問１日、体験研修３日の計４日。体験研修先は以

下の通りである。 

市立児童図書館、市立中央図書館、ソレイユの

丘、横須賀美術館、聖心第一幼稚園、朝日新聞社、

横浜市立金沢自然動物園、JTB 法人東京、オーシ

ャンビュー湘南荒崎、東京湾フェリー、鎌倉パブ

リックゴルフ場 

 

＜校内研修＞ 

４月～３月 

 

「授業に関する研修」 

「児童生徒指導に関す

る研修」 

「学年・学校運営におけ

る研修」（12日間） 

各校指導担当 

教育研究所指導主事 

校内でのペアまたはグル

ープ 

 

◎ 教職 20年経験者研修講座 

学校運営・学校経営に関する知識や技能を習得

するとともに、学校業務全般に関して中心的な役

割を果たす資質能力を身に付ける研修を実施し

た。校外研修４回、校内研修５回。受講者 30名。 

 

＜校外研修＞ 

回 日 時  内 容 講 師 

１ 

 

 

５月11日 

 

 

教職20年経験者の責任

と役割 

キャリアの振り返り 

１年間の目標設定 

教育研究所指導主事 

 

２ ８月22日 教職員の服務について 

授業づくりと組織づく

り１ 

教職員課指導主事 

吉崎静夫 

（日本女子大学教授） 

３ 

 

 

８月22日 

 

 

授業づくりと組織づく

り２ 

吉崎静夫 

（日本女子大学教授） 

４ 

 

１月18日 

 

実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

 

＜校内研修＞ 

５月～12月 

 

勤務校における授業

研究と研究協議５回 

教育研究所指導主事 

校内でのペアまた

はグループ 
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職務等に応じた研修 

 

 

◎管理職研修講座（指定） 

学校経営に関することや、今日的な教育課題に

ついての理解を深め、円滑な学校経営に必要な資

質の向上を図るために研修を実施した。 

 

■校長・園長研修講座（対象者 75名） 

５月 10日（火）９：30～11：30 

  講 義「校長・園長としてのマネジメント」 

  ～東京ディズニーランドのホスピタリティ 

             の理念から学ぶ～             

  講 師 松本 浩一 

    （オリエンタルランド営業四部長） 

                   

 

■副校長・教頭研修講座（対象者 75名） 

 ５月 20日(金）９：30～11：30 

  講 義「校長・園長としてのマネジメント」 

  ～東京ディズニーランドのホスピタリティ 

             の理念から学ぶ～         

  講 師 松本 浩一         

     （オリエンタルランド営業四部長） 

                   

 

◎総括教諭等学校運営推進者研修講座 

学校を組織的･機能的に運営するためにグルー

プリーダーとして必要な資質・力量の向上を図る

ことを目的としている。 

今年度は、学校におけるマネジメントやコンプ

ライアンスの視点を柱に研修を実施した。 

（対象者 298 名） 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月27日 

カリキュラム 

マネジメント 

教育調査研究所

研究部長 

寺崎 千秋 

２ ７月29日 

カリキュラム 

マネジメント 

 

館山市立 

北条小学校 

主幹教諭 

羽鳥 真史 

３ ８月１日 

教育の情報化の推進 相模原市立 

上溝中学校 

教頭 

佐藤 修 

４ ８月８日 

学校マネジメント 東京福祉大学 

教授 

池田 芳和 

５ ８月10日 

学校評価 玉川大学 

教授 

小松 郁夫 

６ ８月24日 

スクール 

コンプライアンス 

市内小学校 

教頭 

小磯 敦子 

進藤 眞由美 

７ ８月25日 

教育法規 日本女子大学 

教授 

坂田 仰 

 

 

◎初任者研修拠点校指導教員研修講座 

 年間を通して初任者の指導を専門に担当する

拠点校指導教員を対象に、拠点校指導教員自身の

コーチング技法を高める研修と、初任者の校外課

題研修に参加し研究協議を行った。研修日数は 5

日。受講者は 28 名。一部を初任者研修校内指導

教員研修と合同で実施した。 

第１回 ４月６日（水）15:00～16:45 

初任者研修について 

拠点校指導教員の実務と役割 

第２回 ５月 10日（火）15:30～16:45 

研究協議「初任者研修の現状とその対応」 

第３回 ７月 27日（水）9：30～12：00 

講義・演習「初任者の授業づくりについて」 

第４回 10月 25日 

    11月１日、8日、15日、22日、29日 

の中から 1日初任者の提案授業を参観し、 

研究協議に参加した。 

第５回 12月６日（火）15：30～16：45 

講義・演習「指導に生かすコーチング技法」 

 千葉 理恵子（株）ﾃｨｰ･ｴﾑ･ｼｰ専務取締役 
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◎初任者研修校内指導教員研修講座 

初任者指導の担当となる校内指導教員の資質

を向上させ、初任者研修の効果を高めるための研

修講座である。本年度は特に初任者の授業づくり

に向けた研修を実施した。研修日数は 2日。受講

者は 16 名。初任者研修拠点校指導教員研修と合

同で実施した。 

第１回 ４月６日（水）15:00～16:45 

初任者研修について校内指導教員の実務

と役割 

第２回 ７月 27日（水）9：30～12：00 

講義・演習「初任者の授業づくりについて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択研修 

◎コミュニケーション研修講座 
本講座は子どもと教師、教師と保護者とのコ

ミュニケーションを円滑にするための技術と理

論を身に付けることをねらいとした。 

社会全体において、コミュニケーション能力

の重要性が指摘されている中で、子ども・保護

者の姿は多様化しており、過去の「教師と子ど

も」、「教師と保護者」の関係性を支えとした

指導は困難な状況にある。さらに、このような

状況の中では、子どもとのコミュニケーション

や、保護者対応を起因としたトラブルに教師が

長時間にわたり関わることも多く、このことを

起因として心身に不調をきたす教員の数も全国

的に増加している。 

これらのことに対応するには、これまで以上

に、子ども・保護者の内面を理解し、それぞれ

に合ったコミュニケーションスキルを用いた教

育を実践していかなければならないと考え本講

座を開講した。 

 

 

 回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月25日 基礎コミュニケーション研

修講座 

受講者19名 

TMC 

千葉理恵子 

２ ８月19日 

 

身に付けたい社会人として

のマナー講座 

受講者41名 

TMC 

千葉理恵子 

３-① 

 

８月９日 教師のためのコミュニケー

ションスキル研修講座① 

受講者27名 

帝京大学 

講師 

滝本 祥子 

３-② 

 

８月10日 教師のためのコミュニケー

ションスキル研修講座① 

受講者27名 

帝京大学 

講師 

滝本 祥子 

４-① 

 

８月11日 教師のためのコミュニケー

ションスキル研修講座② 

受講者23名 

東海大学 

教授 

芳川 玲子 

４-② 

 

８月11日 教師のためのコミュニケー

ションスキル研修講座② 

受講者23名 

東海大学 

教授 

芳川 玲子 
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◎学校マネジメント研修講座 
 管理職として求められる資質向上を図り、組織

的な学校運営を行うための研修を実施した。本年

度、夏季休業期間中において、選択研修として新

規開講した。 

第１回 ８月 11日（木）9:30～12:00 

   講 義「校内研修を基盤とした学校経営」 

   講 師 小林 宏己（早稲田大学教授） 

第２回 ８月 22日（月）13:30～16:00 

   講 義「ＩＣＴを活用した学校づくり」 

   講 師 赤堀 侃司（白鷗大学教授) 

第３回 ８月 24日（水）13:30～16:00 

   講 義「スクールコンプライアンス」 

   講 師 坂田 仰（日本女子大学教授） 

第４回 ８月 25日（木）13:30～16:00 

   講 義「人材育成を推進するための 

コミュニケーション」 

   講 師 三好 良子 

      （人材育成コンサルタント） 

 

◎学校づくり研修講座 

様々な課題に対して、学校としての組織的な対

応が求められている。教育問題に関する理解を深

め、学校組織力を高めるための研修を、本年度新

規に実施した。 

第１回 ７月 27日（水）9:30～12:00 

   講 義「職員会議の進め方について考える」 

   講 師 澤井 美香 

 （キャリアリンクプロジェクトマネージャー）  

第２回 ８月３日（水）9:30～12:00 

   講 義「活発な授業研究会にするには」 

   講 師 藤本 和久(慶應義塾大学准教授) 

第３回 ８月８日（月）9:30～12:00 

   講 義「活力ある学校をつくる」 

   講 師 三浦 修一         

      （横浜国立大学非常勤講師）  

第４回 ８月９日（火）13:30～16:00 

     講 義「教職員のメンタルヘルス」 

      講 師 藤原 修一郎   

      （金沢文庫エールクリニック） 

 

 

 

◎授業力向上アカデミー 

学力向上支援事業の一環として平成 16 年度よ

り開催していた「授業力パワーアップ講座」と、

平成 17 年度より開催の「授業力錬成講座」とを

統合して開講した講座である。 

授業力とは、児童生徒理解、子どもへの愛情、

教育への使命感・熱意・感性、統率力を基盤とし

て、それらの上に教材研究の力や授業を構成・展

開する力が築かれる。この考えに基づき講座を構

築した。 

広く小・中・高等学校に受講者を募り、受講者

が意欲的に授業力向上に取り組むことができる

よう、少人数による定員制の講座とした。また、

市内のベテラン教員の授業を参観する「示範授

業」も各教科で開催した。 

受講者 13名のうち 11名が、経験年数８年以下

の若手教員であった。 

＜対象教科＞ 

○開講講座：「社会、音楽、技術・家庭、体育 

外国語活動・英語」 

○受講者数と内訳：全体の受講者 13名 

・社会２名（小学校２名） 

・音楽２名（小学校２名） 

・技術・家庭１名（小学校１名） 

・体育５名（小学校５名） 

・外国語活動・英語３名（小学校３名） 

＜研修日程と内容＞ 

○６月 10日(金) 

「オリエンテーション」担当指導主事 

○６～７月 

「授業研究Ⅰ」 

・各自の授業研究（課題の発見） 

○７月 29日(金) 

「授業研究Ⅱ」早稲田大学教授 小林 宏己 

・講義と教科ごとの研究協議 

○８月中 

「授業研究Ⅲ」担当指導主事 

・教科ごとの研究協議等 

○９～１月 

「授業研究Ⅳ」示範授業者 

 ・教科ごとの示範授業と研究協議 
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 ◇社会   ：12 月 20日(火) 

野比小学校 総括教諭 伊藤規子 

  ◇音楽   ：２月 20日(月) 

      浦賀中学校 総括教諭 古敷谷博明 

  ◇技術・家庭：12 月１日(木) 

      津久井小学校 総括教諭 長塚正子 

  ◇体育   ：９月 28日(水) 

      平作小学校 教諭 伊東誠司 

  ◇外国語活動：10 月 19日（水） 

      野比小学校 教諭 長沼久美子 

○10月～１月 

「授業研究Ⅵ」 

 ・受講者による授業研究 

○12月 16日(金) 

 「授業研究Ⅴ」 

  ・受講者の代表による授業研究会 

○２月 21 日(火) 

「実践報告」担当指導主事 

・グループごとの実践報告会 

 

示範授業では、中堅、ベテラン教師の素晴らし

い授業を参観することを通して、その裏付けとな

る様々な授業技術を研究協議で学ぶことができ

た。受講者にとっては、その後の自己実践につな

がる貴重な時間であった。 

受講者は、「子どもからの授業評価」「学校長

による評価」「講座専用のシートによる授業自己

診断」「授業の VTRによる振り返り」をもとに詳

細なレポートを作成し、最終回の協議において実

践交流を行った。 

12月の全受講者の代表による授業研究は、昨年

度より取り入れた。子どもを観ることによって子

ども理解力を向上させること、それぞれが観た子

どもの具体的事実を手がかりに考え合い学び合

う協議会を行うことの大切さを学ぶことができ

た。 

本事業は今年度を持って廃止し、次年度につい

ては、若手の人材育成の視点から、スキルアップ

研修講座等の事業拡大につなげていく。 

 

 

 

 

 

◎スキルアップ研修講座 

 授業づくりの基本的な知識及び技能に関する

実践的な研修講座。教員としての資質や指導力の

向上を図る目的として、本年度から新たに開講し

た。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ６月25日 

授業づくり 

図画工作・美術 

県立近代美術 

学芸員 

松尾 子水樹 

２-① 

 

 

７月９日 

学校掃除セミナー 

 

 

株式会社   

ダスキン 

暮らしの快適化

生活研究所員 

３ ７月25日 

学級集団の形成 

教育ファシリテー

ションを通して  

 

日本体験学習 

研究所 

杉山 郁子 

４ ７月26日 

子どもの「なぜ」を

引き出す教師の発

問 

株式会社 

キャリアリンク 

 

５-① 

 
８月２日 

授業づくり 音楽 

指揮法 

日本指揮者協会

指揮者 

田久保 裕一 

５-② ８月３日 

授業づくり 音楽 

指揮法 

日本指揮者協会

指揮者 

田久保 裕一 

６-① 

   ② 

 

 

８月３日 

授業づくり 国語 

書写指導 

横浜国立大学 

准教授 

青山 浩之 
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 平成23年度 夏季休業期間中実施 研修講座

研修名 内　容 所　属 講師名 日 時間 場　所
参加
者数

国語科研修 言語活動の充実　～国語科の授業づくり～ 横浜国立大学 准教授 青山　浩之 8月11日 9:30 生涯学習ｾﾝﾀｰ 112

社会科研修 楽しい地図の世界 オフィス地図豆 店主 山岡　光治 7月26日 13:30 教育研究所 91

算数科/数学科研修 今求められる学力を身につけさせる算数・数学の授業 筑波大学附属小学校 副校長 細水　保宏 8月10日 9:30 生涯学習ｾﾝﾀｰ 155

音楽科研修 鑑賞の指導方法について 川越市立寺尾小学校 教諭 粟飯原　喜男 7月25日 9:30 ｳﾞｪﾙｸよこすか 122
図画工作科/
美術科研修

新しい学習指導要領とこれからの図画工
作、美術科指導

横浜国立大学 准教授 大泉　義一 8月8日 13:30 生涯学習ｾﾝﾀｰ 42

家庭科/ 家庭科：家庭分野の授業の充実に向けて 横浜国立大学 教授 杉山　久仁子 8月22日 9:30 ｳﾞｪﾙｸよこすか 23
技術・家庭科研修 技術・家庭科：技術分野の授業の充実に向けて 広島工業大学　教授 竹野　英敏 8月9日 13:30 市役所 18
生活科研修 生活科の授業の充実に向けて 文部科学省 教科調査官 田村　学 8月8日 9:30 ｳﾞｪﾙｸよこすか 56

英語を好きにさせる指導の工夫 駒沢女子大学 准教授 太田　洋 7月25日 9:30 31

外国語教育の小中連携を考える 文部科学省 教科調査官 直山　木綿子 7月27日 13:30 20

高等学校におけるこれからの英語教育 文教大学 准教授 阿野　幸一 8月1日 9:30 15
４技能の育成 8月2日 13:30 ｳﾞｪﾙｸよこすか 12
はじめての理科実験ホップ 9:00

はじめての理科実験ステップ 13:30

身近な自然の教材化１ 五感教育研究所 髙橋　良寿 7月27日 13:30 28
自然観察会～観音崎の地層～ 柴田　健一郎 7月28日 9:00 29
自然観察会～海の生き物～ 萩原　清司 7月29日 9:00 19
浦賀ドック科学教室 市街地整備景観課 8月19日 13:30 13

科学教養 宇宙から地球環境を探る 防衛大学 教授 大内　和夫 8月9日 13:30 教育研究所 37
楽しい物理実験～小学校編～ 9:30 19
楽しい物理実験～中学校編～ 13:30 19
おもしろ実験ゼミナール 9:30 28
おもしろ実験ゼミナール（上段と同じ内容です） 13:30 26
なるほど実験教室 9:30 16
なるほど実験教室（上段と同じ内容です） 13:30 17
水泳指導法講習会（低学年の指導法） 7月21日 9:00 17
水泳指導法講習会（中・高学年の指導法） 7月22日 9:00 26
小学校体育科夏季研修（体つくり運動） 9:00 55
小学校体育科夏季研修（器械運動） 13:00 54
小学校体育科夏季研修（ボール運動） 9:00 65
小学校体育科夏季研修（ボール運動・審判法） 13:00 63
新学習指導要領による指導法 国分寺市立第七小学校 校長 長津　芳 8月2日 9:00 27
保健体育科講座 市内中学校 教諭 8月17日 9:00 10
新学習指導要領実施向けての取組 鹿屋体育大学 教授 佐藤　豊 8月17日 14:30 教育研究所 22

総合的な学習の時
間研修

今、求められる力を高める総合的な学習の
時間の展開

文部科学省 教科調査官
 田村　学 8月8日 13:30 54

特別活動研修 特別活動で学校が変わる！ 文部科学省 調査官 杉田　洋 8月3日 9:30 56
道徳研修 新教育課程における道徳教育のあり方 文部科学省 教科調査官 赤堀　博行 8月24日 13:30 42
外国語活動研修 指導者の特性を生かした活動作り③ 鳴門教育大学 准教授 兼重　昇 7月25日 13:30 教育研究所 18

集団づくり・児童生徒理解 大草心理臨床・教育相談室 主宰 大草　正信 7月27日 9:30 153

発達障害の児童生徒への理解と支援
横浜市立大学附属病院
児童精神科部長

竹内　直樹 8月2日 13:30 188

コーディネーター概論Ⅰ 支援教育課 指導主事 8月22日 9:30 38
コーディネーター概論Ⅱ 支援教育課 指導主事 8月22日 13:30 35
スポーツ栄養学と食育 県立保健福祉大学 教授 鈴木　志保子 7月22日 13:30 108

薬物乱用防止教育
国立精神神経医療研究ｾﾝ
ﾀｰ 心理社会研究室研究員

嶋根　卓也 7月25日 14:00 ｳﾞｪﾙｸよこすか 71

食物アレルギーの基礎知識と緊急時エピペンの対応 相模原病院 小児科医長 今井　孝成 7月26日 14:30 71
教育における著作権 横浜国立大学 准教授 山本　光 7月26日 13:30 12
目標を達成するための心理的スキル 東海大学 教授 高妻　容一 7月28日 9:30 46
言語活動の充実　～算数・数学の授業より～ 山梨大学 教授 中村　享史 8月3日 9:30 37
地域教材を生かした授業づくり 早稲田大学 教授 小林　宏己 8月11日 13:30 生涯学習ｾﾝﾀｰ 74

お客様の声を商品・企業活動に役立てる
花王株式会社
生活者ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部 部長

大島　昌子 7月27日 13:30 186

授業づくりの新しい課題 國士館大学 教授 北　俊夫 7月28日 13:30 57
落語から学ぶコミュニケーションと教師の役割 落語家 三遊亭　圓窓 7月29日 13:30 304
なぜ教師は授業を研究すべきなのか 早稲田大学　教授 浅田　匡 8月3日 13:30 46
子どもたちが主体的に学ぶ授業づくり 文部科学省 教育課程調査官 西辻　正副 8月10日 13:30 ｳﾞｪﾙｸよこすか 88

国際教育研修 外国につながりを持つ子どもへの支援
ｺﾚｰｼﾞｵ・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ・ｼﾞｬﾊﾟ　ﾝ
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ/日本語教師

秋間　恵美子 7月26日 13:30 ｳﾞｪﾙｸよこすか 32

幼児教育研修 幼児教育における豊かな「表現」とは 聖徳大学 教授 奥村　高明 7月29日 13:30 教育研究所 47
就学前教育と小学
校教育の連携研修

情報交換「互いの教育内容を知る」 県教育委員会　指導主事 山口　由美子 8月1日 13:30 市役所 60

ｳﾞｪﾙｸよこす
か

学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、教
職員の指導力の向上を図ることを目的としている。講座は｢夏季大学｣と｢選択研修｣として63講座実施した。延べ参加人数3,172人。

教育研究所ナリカ スタッフ 8月3日

ケニス スタッフ 8月10日

62

自然・人文博物館 学芸員
観音崎公園
天神島臨海自然
教育園

浦賀ドック

夏季大学
横須賀
総合高校

学校保健研修

教育課題研修
教育研究所

支援教育研修

横須賀
総合高校

教育研究所

体育科/
保健体育科研修

市内小学校 教諭

久里浜小学
校

7月26日

南体育会館7月27日

小学校・中学校
理科教材研究

横浜国立大学 准教授 平島　由美子 8月1日

外国語科研修
教育研究所

千代田区立九段中等教育学校 主任教諭　本多　敏幸

理科基礎技術

教育研究所 指導主事
7月21･22
･25･26日 教育研究所



 

- 26 - 

 

◎訪問支援研修 

 教育研究所指導主事が学校を訪問し、初任者の

授業づくりを支援する「初任者サポート研修」と、

校内研究を支援する「校内研修ファシリテート」

を実施した。 

 「初任者サポート研修」では、本年度希望のあ

った対象校１校に対し、授業参観及び指導、教材

研究、授業に関する講義・演習等、指導主事が延

べ 30 回訪問した。 

「校内研修ファシリテート」では、校内研究協

議の充実を図るために、教育研究所指導主事が研

究協議の持ち方について指導したり、研究協議会

の進行を務めたりした。小中学校８校の校内研究

に関わり、52 回学校を訪問した。 

※ファシリテート：促進するという意味を持ち、

校内研究協議において発言や参加を促すことや、

話の流れを整理したり、参加者の認識の一致を確

認したりする行為で介入し、合意形成 や相互理解

をサポートする。 

 

◎ よこすか教師塾 

本年度より、横須賀市立学校で教師になるという

強い志と情熱をもった人材に本市が目指す教師像、

教育理念、実践的指導力を伝授し、教職に対する強

い使命感をもつ教師を育成することを目的として

開講した。その対象に合わせて、それぞれ 1期生と

して 2つの講座を開設した。「よこすか教師未来塾」

は大学 4年生、大学院生、短期大学 2年生と社会人

を対象に 36名で編成した。また、「よこすか教師

希望塾」は現在、臨時的任用職員または非常勤講師

として勤務している者を対象として 31名で編成し

た。原則毎月 1回、全 13回の開催となった。金曜

日の 17:30～19:30までの２時間の講義・演習の中

で、授業づくりや学級づくり、子ども理解や指導、

地域教材の活用等、実践的な講座を展開した。現職

教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、指導主事

等による講義、演習を通して、即戦力となる人材の

育成を行った。 

 

 

 

 

よこすか教師塾担当  

      非常勤講師 

         大久保静香  鈴木安則 

 

第１、２回  

    ５月 13日（金）、27日（金）両塾合同 

「入塾式」「現職教師より学ぶ」 

講師  

淺見 恵（森崎小）、内村恵仁（津久井小） 

第３．４回  

    ６月 10日（金）、24日（金）両塾合同    

「教師という職業を選んで」 

講師  

木幡美保（馬堀小）、板越秀介（武山中） 

澤田博司（馬堀中）、小林 光（高坂小） 

第５回 ７月８日（金）､22日（金） 

「コミュニケーションの大切さ」 

第６回 ８月 19日（金）、26日（金） 

「児童生徒指導におけるポイント」 

「子どもを育てる学級通信」 

第７回 ９月９日（金）、22日（木） 

「新学習指導要領が求める授業」 

「体験型環境教材」 

第８回 10月 14日（金）、28日（金） 

「集団活動、学習指導案、評価について」 

「わかる授業のための ICT活用」 

第９回 11月 11日（金）、25日（金） 

「総合的な学習の単元づくりを通して」 

「特別支援の視点を生かした授業づくり」 

講師 小谷亜弓指導主事（支援教育課） 

   井上達雄指導主事（支援教育課） 

第 10回 12月９日（金）、22日（木） 

「集団マネジメント」 

「小中高における学級経営」 

第 11回 １月 13日（金）、27日（金） 

「教師のためのプレゼンテーション」 

「学級通信をどう作るか」 

第 12回 ２月 10日（金）、24日（金） 

「教師という仕事の魅力」 

「横須賀の魅力を語れる教師目指して」 

講師 瀬崎正和（馬堀小） 

第 13回 ３月９日（金）、23日（金） 

「一年間の振り返り」「卒塾式」 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%88%E6%84%8F%E5%BD%A2%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%9B%B8%E4%BA%92%E7%90%86%E8%A7%A3&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%9B%B8%E4%BA%92%E7%90%86%E8%A7%A3&action=edit&redlink=1
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学校・学級経営相談事業 

 学校・学級経営相談の業務内容は、①学校経営

上の諸問題・管理職に関すること ②学級経営上

の諸問題・教職員に関すること ③学校・家庭・

地域に関すること ④その他に関することであ

る。 

 相談に臨む基本姿勢は、管理職の主体性を尊重

しながら学校の活性化を図る、学校現場の事情を

考え慎重に対処する、機密情報の扱いを特に気を

付けるの３点である。 

 相談の形態は、学校訪問、来所での相談、電話

・メールによる相談である。 

①学校経営に関するもの 

主として校長からの相談で、人事、教職員のメ

ンタルケア、児童生徒指導、保護者からの学校や

担任への苦情・要望に関すること等がある。 

学校において万一問題が発生した場合は、当該

校長及び教職員とどう連携し、その教職員にどん

な支援ができるかを探った。 

②教職員に関するもの 

児童や保護者から不信感を持たれ苦悩する教

師への支援、学級指導・学習指導等の好ましい指

導や経営のあり方と視点、諸事情で不登校になっ

てしまった児童への支援のあり方、児童生徒の発

達障害等に関する適切な指導及び保護者との連

携の取り方について等である。 

③学校と家庭・地域との関わり 

保護者・地域の方からは、児童生徒の諸問題に

対する学校対応、学級担任の指導、特に担任の心

ない言語行動でショックを受けた等の苦情があ

る。何れも管理職や担任との対話不足からくるも

のが多い。お互いの誤解を解消し、よりよい信頼

関係構築の模索を切に依頼した。 

就学時の指定変更については、通学路上の危険
性や本人の友人関係等で不安を抱える保護者が
頼って来所される。事情を十分に聴き、支援教育
課学事担当に教育的配慮を願い出る。 

 

平成 23年度内容別相談件数 （年度末統計） 

相 談 内 容 件数（人数） 

学校経営・管理職に関するもの 47 

学級経営・教職員に関するもの 14 

学校と家庭・地域に関するもの 21 

合  計 82 
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 教育の情報化 

 

 

 

 

教育の情報化概要 

 「情報教育」「教科指導における ICT 活用」及

び「校務の情報化」の一層の推進・充実のため

に、各種の取り組みを行った。 

（１）情報モラルと情報安全について、教科での

学習活動を通じて、情報に対する態度や知識を

身につけるための方法論について検討し、授業

実践を通じての検証を行った。 

（２）平成 22年度で全ての小中学校、特別支援学

校の普通教室、特別教室等への校内 LAN の敷設

と ICT 機器の整備が完了したことに伴い、各 

種の ICT 機器を、児童生徒・教職員が有効に活

用することを目的とした各種研修を実施した。 

（３）平成 23 年度から校務支援システムの運用を

開始したことに伴い、システムを使っての成績

データの入力や通信簿、指導要録などの帳票出

力について、各学校への訪問研修や教育研究所

内での集合研修を実施した。なお、校務用 PC

については、平成 22 年度までに教職員一人一台

の整備を完了している。 

（４）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキ

ュリティに対する意識の醸成については、教職 

員一人に 1冊ずつガイドラインの冊子を配付す

るとともに、各学校を訪問して実態に関するヒ

アリングを行うなど、情報の取り扱いに関する

ルールの周知と啓発を行った。 

（５）各学校に派遣した教育情報化支援員（民間

委託）により、教育の情報化全般（授業、校務）

にわたって各学校への支援を行った。 

 

１ 研修事業 

研修成果の向上をめざし、開催目的や対象者を

明確にして取り組んだ。本年度、年次研修でも教

育の情報化について計画的に研修をおこなった。

研修班が催した各種の研修には、教育研究所に集

合する方式、教育研究所職員が出向いていく方式

の両方あわせ、延べ 824 名(H24 年１月時点)が参

加した。 

 

 

(１)情報教育研修 

 普通教室用校内 LAN及び ICT 機器整備の完了を

機に、従来の操作研修の他、ICT 機器や既存ソフ

トウェアを利用した授業活用研修を実施した。 

 ①CMS を用いた学校ホームページの操作と活用 

②パワーポイントを活用したスライド作成と授 

業づくり（初級編・中級編） 

 ③教科指導における ICT活用（算数・数学） 

 ④教科指導における ICT活用（理科） 

 ⑤情報モラル教育 

⑥授業力向上と ICT 活用 

富山大学准教授：高橋純氏を講師に迎え、わか

る授業のための ICT 活用、ICT の効果的な活用は

授業力の向上につながることをワークショップ形

式で学習した。 

(２)初任者対象研修 

市内及び校内ネットワークの理解とともに、ICT

を活用した授業について研修を実施した。 

(３)１年経験者対象研修・５年経験者対象研修情  

報教育（子どもたちの情報活用能力の育成）、教

科指導における ICT 活用（各教科等の目標を達成

するための効果的な ICT 機器の活用）、校務の情

報化（教員の事務負担の軽減と子どもと向き合う

時間の確保）について、これらを通して教育の質

の向上を目指すための研修をした。教科指導にお

ける ICT 活用では、具体的に横須賀市立学校に整

備された ICT 環境を活用しての市内の授業実践例

からその効果を学習した。 

(４)ICT 活用推進委員対象研修   

各校における「教育の情報化」推進をするリー

ダーの育成を目指し、３回の研修が行われた。 

(５)校内授業研究 

 各校からの「ICT を活用した授業づくり」につ

いて、指導主事が個々に相談に応じる方法で実施
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した。校内研究のための指導案作りや校内研修に

おける助言等の要望があった。 

(６)ICT 活用相談 

 ICT 機器の操作方法について、指導主事がワー

クショップ形式で研修を行った。 

(７)情報教育研究員会の運営 

 教科指導において指導すべき情報モラルについ 

て検討、授業実践を通して検証を行った。小学校

の図工では、作者の工夫やアイディアを尊重する

ことで著作物に対する意識を高める学習、中学校

の理科では、情報の信頼性を吟味する学習を行っ

た。また、小学校の総合的な学習の時間では正し

く安全にインターネットを使う力の育成、中学校

技術家庭科では、情報通信ネットワーク上のルー

ルやマナーの遵守、危険の回避、人権侵害の防止

等、情報の利用場面に応じた適正な行動について

学習した。 
(８)情報教育研究会との関わり 

 情報教育研究会主催で「情報の主体的な活用を

めざした学習活動」をテーマとした ICT 機器の活

用に関する学習会が開催された。 

 (９)情報セキュリティの向上 

管理職対象情報セキュリティ・ヒアリングを行

い、各学校から聞き取りを行った。情報セキュリ

ティへの意識の高まりとともに、情報の取り扱い

について管理が徹底されてきている様子がうかが

えた。 

 今後も、児童生徒・教職員が ICT 機器やコン 

ピュータネットワークを安全かつ有効に活用する 

ように周知していく必要がある。 

 

２ 校務の情報化推進事業 

 昨年度より引き続き校務の情報化を進め、教職

員が子どもに向き合う時間を作り出すための環境

整備を行った。特に、教職員１人１台体制が整っ

たことを受け、本年度より校務支援システムの本

格稼働・運用をしている。 

 この仕様・運用については、現場における情報

化の望ましい形を模索するため、以下の学校情報

化推進部会の各分科会を設置し、ここでの意見要

望をもとに各部署と連携を取りながら施策を展開

した。 

 第１分科会（名簿管理・ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱについて） 

 第２分科会（成績管理について） 

 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（ICT 活用、情報教育推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 

 今年度校務支援システムで作成することとした

帳票は、指導要録・通信簿・調査書である。これ

らについてはもちろんのこと、他の帳票出力や各

機能を活用するための業務を行った。その一つと

して、教職員向けの集合研修・訪問研修を実施し、

運用上必要な伝達事項の徹底と、スムーズな活用

につなげた。開設した研修は次のとおりである。 

【集合悉皆】 

 ・調査書作成研修  （10/12） 

 ・管理職(教頭)対象（2/20～ 2/24） 

 ・教務等対象研修 （2/20～ 2/29） 

【集合選択】 

 ・校務支援操作研修（5/25,6/1,8,15） 

【訪問研修】 

 ・校内研修        （随時） 

 ・基本操作研修  （ 6/22～ 7/15） 

 ・通信簿作成研修 （ 7/21～ 

 ・調査書作成研修 （10/18～11/30） 

 ・指導要録作成研修（ 1/23～ 3/27） 

取り組みにより、指導要録、通信簿、調査書の作

成を行い、作成作業負荷軽減のきっかけを作った。 

３ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

平成 22 年度から導入している CMS（コンテンツ

マネジメントシステム）の効果により、各学校の

ホームページの更新件数が昨年の倍に増加した。  

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

「久里浜の気象」「三浦半島の植物」「三浦

半島の地層･地質」「三浦半島の野鳥」「教具的

民俗資料」などがある。 

②よこすかスクールネット(各学校のホームペ 

ージ集。PC 版と携帯版の２種がある。) 
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定期的な更新や全面リニューアルなど、各学校 

において、積極的な取組が進みつつある。 

・パソコンを介したホームページの更新状況 

平成 23 年（H23 年１月～12 月）＝3,392 件 

・携帯電話を介したホームページの更新状況 

平成 23 年（H23 年１月～12 月）＝1,282 件 

月ごとの結果は次の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③横須賀市教育情報センターサイト訪問件数 

平成 23 年（平成 23 年 1 月～12 月）＝898,074 件 

平成 22 年（平成 22 年 1 月～12 月）＝901,364 件 

 

(２）よこすかスクール携帯ネット 

コンピュータネットワークの有効活用と各方

面への情報提供の機会拡大を目的に、平成 16年６

月１日、携帯電話から閲覧できる「よこすかスク

ール携帯ネット」を開設した。 

東日本大震災の影響により、携帯ネットからの

情報利用者が増えたことで、平成 23 年３月の利用

者が突出した。その他の月は、前年とほぼ同様の

推移を示している。利用回数(訪問者数)は次の通

りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 23 年（平成 23 年 1 月～12 月）＝152,441 件 

平成 22 年（平成 22 年 1 月～12 月）＝155,084 件 

(３)教職員用電子メール・掲示板の活用 

校務支援システムの導入により、メールや掲示

板を有効に活用することで、校務処理の効率化を

図ることができた。 

(４)三浦半島地区教育ネットワーク 

横須賀市・三浦市・葉山町の情報教育関係の担

当者が集まり、「教育の情報化推進」という視点

から交流を積み重ねた。 

①三浦半島地区教育ネットワーク協議会 

本年度は、２回開催された。その他に、専門

委員会が３回、事務局会が２回開催された。 

② 当該ネットワーク設置の経緯（資料） 

「先進的教育用ネットワークモデル地域事業

（文部省・郵政省、平成 10 年）」と「教育情報通

信基盤整備事業（総務省、平成 13 年）」によって、

平成 14 年１月に三浦半島地区教育ネットワーク

内の全ての学校（横須賀市、葉山町、三浦市）が、

よこすか教育ネットワークセンター経由 100Mbps

でインターネットへ接続する環境が確立し、大容

量情報の高速化と低コスト化を実現したことが発

足の端緒である。 

（５）第８回よこすかスクールデジタルコンテスト

児童生徒のより主体的な ICT 活用をすすめ、ネ 

ットワークを含めた ICT 活用の理解や能力をさら 

に伸ばすことを目的に、子どもたちの自由な発想 

・表現によるデジタル作品の発表・交流の場とし

て開催した。 

①日 程･･平成 23年９月１日～11 月 30 日 

②概 要･･ホームページ部門とデジタル作品部

門「テーマ：未来のわたしたちのまち」を設定。

ホームページ部門は 14 作品、デジタル部門は

52作品、小学校４年生から高校２年生までの応

募があった。入賞作品は、次の Web サイトに公

開されている。 

 

http：//www.edu.city.yokosuka.kanagawa.jp 

 

 

http://www.edu.city.yokosuka.kanagawa.jp
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４ 教育情報化支援員派遣事業 

学校における ICTを活用した授業づくりと校務

全般での支援を目的に、平成 20 年度までの ICT

学習サポーター事業に代わる事業として、平成 21

年度から取り組んでいる。一定レベルの技能を持

った支援員を幅広く確保するため、雇用から派遣

まで、外部委託で行った。総派遣回数は 3,600回。

１校あたりの平均派遣回数は 50 回で、学校希望に

応じた派遣となった。 

支援内容は、小学校と中学校で大きく異なっ

た。小学校ではパソコン教室における授業支援が

多く、キーボード入力などの基本的な操作から調

べ学習の補助と、多岐にわたる支援が求められた。 

中学校では、職員室における校務での支援が多

く、各種通信や会議資料の作成、表計算ソフトや

ワープロソフト活用などの場面で、幅広く活用さ

れた。 

 また、支援員を講師にして、教員向け研修を実施し

た学校もあり、機器操作やソフト活用の技術を高める

ことにつながった。 

 

５ コンピュータ等の ICT 機器の保守運用事業 

本市では、「学校の ICT 保有する情報の取扱い

に関する基準」を定めており、その中で、学校の

児童生徒、教職員が学習・指導や校務において使

用するパソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そ

のうち、教職員が専ら校務処理に用いるパソコン

を「校務用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習

・指導に用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んで

いる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全なインターネッ

ト環境を提供する。 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT 環境を提供する。 

・Web を通した積極的な情報公開 

・ネットワークの構築と保守・管理 

 (２)教育用ＰＣ整備関連 

①コンピュータ教室機器 

教育用コンピュータとして、小、中、ろう、

養護の各学校にパソコン教室を整備している。 

平成 23 年度更改はなかったが、次年度更改予定

の小学校コンピュータ教室機器等の検討を行っ

た。 

②普通教室用校内 LAN及び ICT 機器 

小、中、ろう、養護の全ての普通教室用校内

LAN と各学級１台のパソコンのほか、各学年２

学級に１台のプロジェクタ整備が平成 22 年９

月に完了した。 

平成 23 年度は、小学校 1 年生の 35 人学級対

応等のため学級数が増えた学校に、パソコン 5

台の追加整備を行った。 

(３)校務用 PC整備関連 

①校務用 PC 

平成 22 年 12 月に教職員一人１台体制となる

整備が完了した。教育研究所と市内各学校の間

に結ばれた 100 メガバイトの光ファイバーを介

して、よこすか教育ネットワークを形成してい

る。 

平成 23 年度は、古くなった校務用パソコン

350 台を更改し、各学校に新しいパソコンを整

備した。 

また、校務支援システムが本格稼働したこと

にともない、市役所本庁の教育委員会事務局指

導主事にも校務用パソコンを一人 1 台整備し

た。 

②校務支援システム 

平成 21 年度の「文部科学省：学校情報通信技

術環境整備事業費補助金」により、小、中、ろ

う、養護学校に校務支援システムの導入を進め

ており、平成 22 年度に導入の周知及び運用研修

を行い、平成 23 年４月から本格運用を開始し

た。 

平成 23 年度は、e メールを校務支援システム

メールに切り替え、指導要録や通信簿の作成も

校務支援システムを活用して行った。 
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  関係機関との連携 

 

 

■ 神奈川県教育研究所連盟  

本年度は、新倉邦子所長が副委員長として、平成 23

年５月 20日(金)の総会、平成 24年３月 14日(水)の役

員会に出席した。 

（１）指導主事研修講座 

平成 23年７月 13日(水)、県立総合教育センターで

実施され、横浜国立大学教育人間科学部附属教育デザ

インセンター長 高木展郎教授の講演（「授業改善とこ

れからの指導主事の役割」）があった。高橋日出夫主

査･指導主事、白井宏一指導主事、増田喜明指導主事、

伊藤英幸指導主事、高橋直樹指導主事、長谷川貴子指

導主事、原口尚延指導主事が参加した。 

（２）第58回県教育研究所連盟教育研究発表大会 

平成 23年 10月７日(金)、県教育研究所連盟創立 60

周年記念式典と併せて県立総合教育センターで開催さ

れた。神戸女学院大学 内田 樹名誉教授による記念講

演（「教える力と学ぶ力」）と、12 分科会 41 テーマ

の発表及び報告があった。 

本研究所からは、平成 22年度横須賀市教育研究所長

期研修員の瀬崎正和総括教諭と教育研究所｢地域コン

テンツ開発｣研究員会の堀井 真教諭が研究発表を行っ

た。新倉邦子所長、高橋日出夫主査･指導主事、白井宏

一指導主事、増田喜明指導主事、伊藤英幸指導主事、

高橋直樹指導主事、長谷川貴子指導主事、原口尚延指

導主事、太田泰義長期員が参加し、新倉所長が副委員

長として、記念式典の開会の言葉を述べた。 

（３）教科等教育部会 

平成 24 年１月 20 日(金)、相模原市立総合学習セン

ター主催により実施された。相模原市指導主事より「新

学習指導要領に基づく授業づくり～図画工作・美術科

の鑑賞をとおして～」の発表があり、青山学院大学教

育人間科学部小森 茂教授の講演(「言語活動の充実に

向けて～思考力・表現力・表現力等の育成を考える～」)

が行われた。白井宏一指導主事、高橋直樹指導主事、

田島信幸指導主事、原口尚延指導主事が参加した。 

（４）情報教育部会 

平成 24年１月 13日(金)、葉山町教育研究所の主催

で実施した。葉山町教育研究会研究員より「情報教育

学年別計画を通して見えてきた課題」というテーマで

の研究報告と葉山町立上山口小学校教員より「自律型

ロボットを使い学ぶ楽しさを実感する授業づくり」の

実践報告があった。また、横須賀市立鴨居小学校村松 

雅 校長の講演（「教育の情報化と学校の変化」）が行

われた。新倉邦子所長、伊藤英幸指導主事、長谷川貴 

 

子指導主事、田島信幸指導主事、重田 太 指導主事が

参加した。 

（５）教育相談・特別支援教育部会 

平成 24年１月 26日（木）、座間市教育研究所の主

催でハーモニーホール座間にて実施された。「学校・

学級で苦戦している子どもたちのために」のテーマで

研究報告があり、東海大学 芳川玲子教授による講演

（「教室外登校している子どもたちの理解と支援」）

が行われた。高橋日出夫主査･指導主事が参加した。 

（６）教育調査・資料部会 

平成 24 年２月 10 日（金）、茅ヶ崎市教育センター

の主催により茅ヶ崎市青少年会館にて実施された。研

究員から「学びの連続性を求めて～子どもの学習意識

を視点として～」と「茅ヶ崎市立小中学校児童生徒意

識調査の結果から」の２つの報告があり、文教大学国

際学部 赤坂雅裕 准教授の講演（「『学びあい響きあ

う授業』を展開するために」）が行われた。白井宏一

指導主事が参加した。 

■ 全国教育研究所連盟 

（１）平成 23 年度全国教育研究所連盟カリキュラム

研究協議会（埼玉大会） 

平成 23年９月８日(木)、９日(金)、ホテルブリラン

テ武蔵野で、埼玉県総合教育センターの主管により実

施された。徳永 保 委員長（国立政策研究所長）によ

り基調講演（「グローバル人材を育成する新しい学び

と新しい学校」）があり、文部科学省 梶山正司 教育

課程企画室長の講演（「児童生徒の学習評価の在り方」）

が行われた。また、２日目は「教育センター指導主事

の指導力の向上について」と「新学習指導要領への取

組」の２つの分科会で協議が行われた。高橋日出夫主

査･指導主事が参加した。 

（２）全国教育研究所連盟第 20 期共同研究第２回全

国研究集会（石川大会） 

平成 23年 11月 10日(木)、11日(金)、金沢国際ホ

テルで、石川県教育センターの主管により実施された。

東京大学大学院 秋田喜代美教授により基調講演（「授

業研究と学校文化～持続可能な研修のために～」）が

行われた後、２日間にわたり「実践的な指導力向上を

図るこれからの教員研修の在り方」をテーマに３つの

分科会で協議が行われた。新倉邦子所長が参加した。 

■ 県内教育センター、教育研究所等との連携  

県内４つの教育センターと、行政枠を超えて研修受

講者を受け入れるための調整を行った。また、横浜国

大教育人間科学部附属教育デザインセンターの客員教

授を高橋直樹指導主事が務め、連携を深めた。 

■ 他機関からの視察 

平成23年９月30日(金)富士市からの視察があった。

（研修、校務支援システム等） 
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人事と予算 

◆平成 23 年度の教育研究所は、所長および職員の

16人で組織した。主査・指導主事として高橋日出夫

が北下浦中学校から、主査として若山信之が総務課

から、指導主事として重田太が馬堀小学校から、原

口尚延が大津小学校から着任した。 
 所長の阿部優子が平作小学校長に、担当課長の野

間俊行が教育政策担当課長に、主査・指導主事の髙

木尚が大塚台小学校教頭に、主査の堀井龍司が博物

館運営課へ、指導主事の吉川知彦が岩戸中学校総括

教諭に、指導主事の梅谷尚子が教育指導課へ異動し

た。 
非常勤職員は、研修事務として赤池由記子が、学

校・学級経営相談員として鈴木安則が着任した。 
長期研修員として坂本中学校教諭太田泰義が着

任した。 
 

◆人的構成  
所  長   新倉邦子（管理運営全般） 
主査・指導主事  高橋日出夫 
            （指導主事統括・連絡調整） 
主 査 草野純也（校務支援運用・推進） 
 〃   若山信之（総務・ICT基盤運用） 
指導主事  増田喜明（研修・研究・情報教育） 
 〃   伊藤英幸（研修・研究・情報教育） 
      （９月より校務支援運用・推進へ） 
 〃   高橋直樹（研修・研究・情報教育） 
 〃   長谷川貴子（研修・研究・情報教育） 
 〃   原口尚延（研修・研究・情報教育） 
 〃   白井宏一（理科教育） 
 〃   田島信幸（校務支援運用・推進） 
 〃   重田 太（校務支援運用・推進） 
主 任 本石篤志（総務・ICT基盤運用） 
 〃   濱田広治（総務・ICT基盤運用） 
 〃   神崎智子（総務・ICT基盤運用） 
 〃   林 聡久（校務支援運用・推進） 
非常勤職員 赤池由記子（研修事務） 
 〃   五ノ井文男（理科教育） 
  〃 大久保静香（教育史・よこすか 

          教師塾） 
〃 鈴木安則（学校・学級経営相談・ 
         よこすか教師塾） 

 〃   柏木崇子（教育情報化支援） 
〃 千葉和恵（教育情報化支援） 

非常勤職員 渋谷 香（情報教育・研修補助） 
 
臨時職員 猪股友洋 
 〃   鈴木美和 （８月で退職） 
 〃   加藤美由紀 
   〃  雑賀奈津子 
 〃   河合陽子 
 
◆教育研究所運営委員 

＜委員長＞小幡和章（浦郷小学校長） 
＜副委員長＞伊藤順子（浦賀中学校長） 
＜委員＞外川昌宏（横須賀総合高等学校長） 
＜ 〃 ＞山田進一（富士見小学校長） 
＜ 〃 ＞丹澤芳明（神明中学校長） 
＜ 〃 ＞斎藤辰二（教職員代表） 
＜ 〃 ＞渡辺 文（教育指導課長） 
 
◆予算 （平成 23年度当初予算） 
合計  542,095 

・給与費  169,387     

・教育調査研究事業費  532  

・資料情報提供事業費  1,937   

・理科教育研修費  1,004 

・理科教育推進事業費  3,064 

・情報教育研修費  3,406 

・よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 227,304  

・ICT活用教育推進事業費  97,616  

・教員研修事業費  7,803  

・学校・学級経営相談事業費  78  

・教育研究所管理運営費  29,964  

           （単位千円） 
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指導の目標と重点 

学校には、子どもの「生きる力」を育成すること 

が求められている。また、本市では、平成 22年度に

「横須賀市教育振興基本計画」を策定し、育てたい

「横須賀の子ども像」として新たに【人間性豊かな

子ども】を掲げ、学校・家庭・地域で連携して子ど

もを育むことを目指している。 

 
【人間性豊かな子ども】 
○自ら進んで学び、問題解決する力を身に付けてい
る 

○生命や人権を尊重し、他者との豊かな関わりを持
っている 

○心と体の健康を意識し、健やかな体を持っている 
○自らの可能性を信じ、夢や目標に向かって努力し
ている 

○社会の一員としてルールを守り、主体的に社会に

貢献している 
○郷土を愛し、豊かな国際性を身に付けている 

【指導の目標】 

横須賀市教育振興基本計画「学校教育編」の４つ
の目標を基に、学校としての「指導の目標」を掲げ
るとともに、これらの目標を実現するための取組も

示した。 
 
１ 子どもの学びを豊かにする 

(1)学校教育目標の実現に向けて、創意工夫を 

生かした教育課程を編成する 

(2)教科等の指導内容の確実な定着を図る 

(3)健康の保持増進と体力の向上を図る 

(4)学び合い、互いに高め合う集団を育成する 

(5)一人一人の教育的ニーズに応じた支援教育 

を充実させる 

２ 学校の組織力や教職員の力を高める      

(1)教育活動が有効に機能する組織づくりに努 

める    

(2)組織的な校内研究・研修、自己研修を充実 

させる 

３ 学校・家庭・地域で連携して子どもを育む  

(1)家庭・地域との信頼関係や協力体制を構築する  

(2)地域の教育資源や学習環境を一層活用する 

(3)学校間や関係諸機関との連携を図る 

４ 教育環境を整備し、充実させる  
(1)安心して生活できる安全な環境を整備する 

(2)学習環境を整備し、効果的に活用する 

                              
【指導の重点】 

「指導の目標」や横須賀市教育振興基本計画で示し

た重点課題、また本市の学校や子どもの実態を踏まえ、

学校と教育委員会が重点化して取り組むべきことを、

本年度の「指導の重点」として次の２点に設定した。 

 

重点１ 

【組織的な取組により、学力の向上を図る】 
 
平成 21年度より、「学力向上に向けた組織的な取組

を推進する」を重点として位置付け、取組の推進を図
ってきた。各学校では、計画的・継続的に取組を進め
てきている。今後も共通理解のもと、各学校、市全体
として組織的に取り組むことで成果が期待できる。 
そこで、引き続き今年度においては、子どもに「確

かな学力」を育むために、基礎的・基本的な知識・技
能の定着、思考力・判断力・表現力の育成、学習意欲
の向上、学習習慣の確立を目指し、次のような取組を
行う。 
 
○子どもの実態把握と分析による課題を踏まえた計画 
及び実践、検証、改善 

○全校体制による組織的な取組の推進と取組の構造化 
○学びの系統性・連続性を意識した取組 
○家庭・地域と連携した取組 
 

重点２ 

【人との関わり合いを大切にして、認め合い高め合う
関係を築く力を育てる】 
 
学校では、子ども一人一人が、自立して自信をもっ

て社会で生きていくことができるように様々な教育活
動に取り組んでいる。しかしながら、社会の変化、価
値観の多様化等を背景に、子どもの現状として、人間
関係を形成する力の低下、自分自身をコントロールす
る力や自分に対する自信の欠如、規範意識の希薄化等
が指摘されている。 
 このような状況においては、今まで以上に学校教育
では、子どもが自分自身に関することのみならず、他
者や集団、社会との関わりに意欲と関心を持つことが
できるような実践が求められている。 
 そこで、学校教育における「生きる力」の育成の基
盤となる学級、学年をはじめとする集団に改めて目を
向け、教職員の共通理解を図り、子どもの実態に応じ
て次のような指導を充実させる。 
 
○子どもが人と関わるよさ、集団で活動する価値を実 
感することができる指導 

○集団や社会と関わることを通して、子どもに規範意 
識や社会性を身に付けさせる指導 

○一人一人が他者の考えや思いを理解し、集団の一員 
として自分の力を発揮することができる指導 

学

校

教

育 
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 教  科  

 平成 23 年度、本市は「組織的な取組により、学力の向上を図る」「人との関わ

り合いを大切にして、認め合い高め合う関係を築く力を育てる」の２点を指導の

重点に掲げ、人間性豊かな子どもの育成をめざしてきた。 

各校は、自らが作成した学力向上プランのもと、組織的に学力向上に向けての

取組を推進し、また、学校関係者評価を取り入れた学校評価の積極的な取組やキ

ャリア教育への取組、さらに学校教育支援ボランティアを活用した取組など、創

意ある教育課程の編成と魅力ある教育活動の実践を進めてきている。 

また、研究委託の具体的な内容として、「教科等研究」「言語活動の充実」「指

導と評価」「支援教育」「学力向上」「登校支援」「習得・活用・探求」等の取

組が各学校で積極的に進められ、多くの学校で研究発表会が開催された。 

 

 

 

国    語 

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、「読むこと」における『自分の考え

の形成及び交流』に関する指導事項について授業

提案を行った。２日目は、「書くこと」における

『交流』に関する指導事項について文書提案を行

った。 

〔中学校〕 

１日目は、「書くこと」における『交流』に関

する指導事項について授業提案を行った。２日目

は、「読むこと」における『文章の解釈』に関す

る指導事項について文書提案を行った。 

◎夏季研修講座 

８月 11 日に、横浜国立大学准教授青山浩之先生

に「言語活動の充実～国語科の授業づくり～」を

テーマに、これからの国語科指導の在り方につい

て多くの示唆をいただいた。 

◎小学校国語研究会 

研究テーマは次のとおりである。 

「適切に表現する力、正確に理解する力の育成

～言語活動を重視した授業づくりを通して～」 

「話すこと・聞くこと」：目的や意図に応じて、 

的確に話したり、聞いたりする力を育成する。 

 

 

「書くこと」： 自分の考えが的確に伝わるよう、 

目的や意図、相手に応じて適切に書く力を育成 

する。 

「読むこと」：目的に応じて、内容や要旨をとら

えながら読む力を育成する。 

「言語活動」：日常生活や学習活動に生かすこと

ができる書写能力を育成する。伝統的な言語文化

に親しむ態度を育成する。 

領域別の研究組織を構成して、例年行っている

夏のワークショップに加えて、前年度に引き続き

本年度も領域別基礎講座や研究授業、実践交流等

を通して、数多くの成果をあげた。 

◎中学校国語研究会 

『「伝え合う力」を育む国語科教育の創造 

―社会生活の基盤となる言語能力の育成―』 

このテーマに基づき、授業研究部（「話すこと・

聞くこと」領域・「書くこと」領域・「読むこと」

領域）、伝統的な言語文化研究部の組織的な活動

の中で研究授業や提案発表に取り組んだ。 

また、本年度も小中学校の研究会が合同で年度

末研究発表会をもち、横浜国立大学高木まさき教

授を講師に「話すこと聞くこと」領域における求

められる力・実践研究について学習会を行った。 
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社    会 

◎研究テーマ 

〔小学校〕 

前年度に引き続き、「社会とのかかわりを実感

し、自分自身を考えていく社会科学習」である。

社会的事象を自分の生活とのかかわりで考え、社

会的な見方・考え方を広げ、将来かわりについて

考えられるようにすることを大切にした研究を行

った。 

〔中学校〕 

『生徒を主人公とする授業の創造～「興味」か

ら「関心・意欲へ（知的コミュニケーションの充

実）」～』である。「興味」から意欲を引き出し、

思考へとつなげていく過程で有効な「知的コミュ

ニケーション」ついて研究を行った。 

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、城北小学校の若林啓之教諭の、６年

「武士による政治の始まり」の授業公開をもとに

した研究協議会が行われた。２日目は、第１部と

して、大楠小学校の宮崎法隆教諭から、５年「水

産業のさかんな地域をたずねて」が、大塚台小学

校の嘉山雅人教諭から、３年「見直そう！わたし

たちの買い物」の実践提案が行われ、最後に市教

委から評価についての報告を行った。 

〔中学校〕 

１日目は、衣笠中学校の岩崎千絵美教諭の、２

年地理的分野「人口の特色をとらえよう」の授業

公開をもとにした研究協議会が行われた。２日目

は、歴史的分野の「知的コミュニケーションから

思考力・判断力・表現力の育成へ」の文書提案と、

歴史部会の教諭による、歴史的分野の授業実践例

の紹介があった。最後に市教委から新学習指導要

領に向けての報告があった。 

◎夏季研修講座 

７月 26 日に元国土交通省地図技官の山岡光治

先生に地図の活用についてのご講演をいただい

た。 

 

 

 

 

算数・数学 

◎研究テーマ 
〔小学校〕 
「学ぶ楽しさと充実感のある授業づくりをめざして」 
・基礎・基本の確かな定着を図る。 
・算数的活動を通して、自らが課題をもち、見方  

考え方を育てる。 
・目標の明確化とそれに応じた指導と評価をする。  

・効果的な少人数指導の実践と検証をする。 
・確かな学力の定着の検証をする。 

＜23 年度重点目標＞ 
 「算数的表現を用いて、自分の考えを整理し、 

互いに学び合う力を育成する」 
〔中学校〕 
「学び合いを通して、数学的な見方や考え方の育成」 
 ～学び合う喜びを感じとれる授業の創造～ 
 ＜育てたい姿＞ 

・数学を学ぶ楽しさを実感し、自分の学習して

きたことを振り返ろうとする態度を育成する。 

・自ら課題を見つけ、その課題を解決しようと

粘り強く取り組む態度を育成する。 

・学び合いの中で、はぐくまれた数学的な見方

や考え方を深めようとする態度を育成する。 
・数学的な見方や考え方を活用して問題解決し

ていこうとする態度を育成する。 

・数学的な方法によって、伝えようとする態度 
を育成する。 

◎教育課程研究会 
 小学校は研究員会より「新しい学習指導要領で求

められる教育活動や指導の具現化を目指して｣、中学

校は、公郷中学校より「数学科指導におけるユニ

バーサルデザイン～ユニバーサルデザインの数学

科としての活用～」、研究部（「関数」領域）よ

り｢関数領域における数学的活動の楽しさを実感

させる～身近にある教材の研究を通して～｣の文

書提案を基に研究協議を行った。 

◎夏季研修講座 
 筑波大学附属小学校副校長 細水保宏先生の講

演会を実施した。 

◎第 60 回神数連大会 
 中学校の授業で参加した。 
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理  科 

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

 「子どもの思考を大切にする問題解決の学習～

言語活動の充実と確かな見取り～」を研究テーマ

に、１日目は夏島小学校の宮井教諭による授業研

究、２日目は馬堀小学校の堀井教諭と諏訪小学校

の村澤教諭による文書提案が行われた。 
１日目は、問題解決の学習で重要な「学習問題

づくり」について提案する研究授業であった。 
２日目は、言語活動の充実を通して、実感を伴

った理解を図る授業についての提案が行われた。 
 両日共に、平成 23 年度から全面実施となった学

習指導要領の改訂のポイントにあげられている内

容を扱った提案であり、研究協議も実りの多いも

のとなった。 

〔中学校〕 

「響き合い深め合う 学びを拓く授業の創造」

を研究テーマに、１日目は大楠中学校の名和田教

諭と柴﨑教諭による授業研究、２日目は追浜中学

校の佐藤教諭と武山中学校の佐久間教諭による文

書提案が行われた。 
１日目は、生徒の追究意欲を育みながら「言語

活動を授業の中でどのように充実していくか」に

ついて工夫した授業提案が行われた。 

２日目は、言語活動を充実させるための具体的

な手立て、実験・観察を充実させるための教材の

工夫などについて扱った提案が行われた。 

両日共に「言語活動の充実」という、新学習指

導要領のポイントについて、具現化を図る内容の

提案であった。 
◎小学校理科研究会 

「共に新たな知を創り出す理科学習～言語活動

の充実と確かな見とり～」を研究主題に、中・高

各学年ブロック別に研究が進められ、研究授業が

実施された。 
◎中学校理科研究会 

研究会主催の授業研究会や研修会を実施し、授

業力の向上を図る取組が行われた。また「神中理

東部地区大会」「神中理横須賀大会」に向けて、

提案の検討、学習内容の研究などが行われた。 
 

生 活 科 

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

「新たな学びをめざす生活科」 

＜１日目＞ 

大矢部小学校、第１学年「ぼく・わたしのみち」

の授業を通して研究を深めた。ねらいは、通学路

の様子やその安全を守っている人々に興味をも

ち、調べたり観察したりする活動を通して、通学

路における危険な個所、安全を守っている施設や

人々に気付き、安心して安全な登下校ができるよ

うにすることである。この研究単元では、内容（１）

「学校と生活」を中心に構成している。 

今回の学習指導要領の改訂では「安全で適切な

行動」・「その安全を守っている人々」という文

言が加えられ、地域や登下校に関する安全教育の

充実が求められている。学校の中の生活だけでな

く登下校も含めて、安全に行動し安心して生活が

できる児童をめざしたい。そこで、学校の探検か

ら広げて学校の周りへと視野を広げ、保護者やボ

ランティアの方の協力を得ながら、どのような歩

き方がよいのか考えるように単元を構成した。 

協議では、日頃から聞かされている交通安全に

ついて、児童にどのように意識させるかというこ

とについて多く議論された。児童に自分たちの様

子を理解させるために、学校の回りを歩いた時の

写真を見せたり、学校の前で見守ってくれる交通

ボランティアの方に話を聞いたりした。これらの

方法は有効であったが、自分を反省的にとらえる

のは、1 年生の児童にとって難しいのではという

意見が出された。安全に行動するにはどうしたら

いいのかということを、自分のこととしてとらえ

られるように工夫していくことの大切さを確認し

た。 

＜２日目＞ 

２本の文書提案がなされた。 

一つ目は、野比小学校第２学年「野比の町探検～

自ら考えをもち、表現する子の育成～」である。こ

の研究単元では、内容（３）「地域と生活」を中心

にして構成しているが、特に安全教育を重点的に取

り扱った。「自分の考えをもち、自ら表現する子の

育成」のために興味を持ったことに対して、「うま 
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くいかない。」「どうしてだろう。」と悩んだり、 

迷ったり不安に感じたりして願いへ高めていき、子

どもが主体的に動きだす姿をめざした。そのために

は、願いを作る場面において、児童が今まであまり

気に留めなかったであろう『子ども 110 番の家』の

マークを取り上げた。そして、「どうしてマークを

付けてくれているのか。」ということについて、様

々な考えを出し合い「どうしても調べてみたい。」

という願いをもたせるようにした。こうすることで、

主体的にインタビューをして、マークを付けている

人の思いに触れ、自分たちの身の回りには自分たち

を守ってくれる人たちがいることに気付かせ、地域

への愛着新を育てることができた。これらのことか

ら、願いを明確にもつことで、児童が主体的に学習

できることが分かった。さらに、自分自身も安全に

行動しようとする姿勢へも広げていくことが重要で

あることを確認した。 

 二つ目は、公郷小学校第２学年「町たんけん・ゆ

りかご公郷３～体験から生まれる感動を伝え合うこ

とにより、地域に愛着をもつ児童を育てる～」であ

る。 

 この単元は「町たんけん」を中心とした大単元に

なっていて、「ゆりかご公郷１」「ゆりかご公郷２」

「ゆりかご公郷３」と構成している。「ゆりかご公

郷１」は主に内容（３）「地域と生活」を、「ゆり

かご公郷２」は主に内容（４）「公共物や公共施設

の利用」を、「ゆりかご公郷３」は主に内容（８）

「生活や出来事の交流」を学習するようにした。こ

の提案では、主に三つ目の単元を中心にしているが、

「ゆりかご公郷１」「ゆりかご公郷２」での町探検

の豊かな体験があることで、児童の町の良さを伝え

たいという願いをもたせることができた。また、全

校児童に伝えるという相手意識をもたせることで、

より伝わりやすい表現方法を模索する児童の姿が見

られた。これらのことから、児童の伝えたいという

願いは、豊かな体験に支えられた気付きがあること

と、伝える対象の存在が重要であることが分かった。

さらに、伝えることだけではなく、本当に相手に伝

わったのかということも考えられるように授業を展

開させていくことで交流を生むだろうという意見も

出された。 

 

 

音  楽 

◎教科テーマ 

〔小学校〕 

「音をつなぐ、心をつむぐ」 

―音楽的な高まりをめざし、 

生涯にわたり音楽を楽しめる子を育成する― 

〔中学校〕 

「幅広い音楽活動を通して、 

生涯にわたって音楽を愛好する心情を育てる」 

―３年間を見通した指導と評価の工夫・改善― 

◎教育課程研究会 

＜１日目＞ 

〔小学校〕 

「言葉のイメージから音楽をつくろう」 

（北下浦小学校） 

今回の学習指導要領で重要視されている「音楽

づくり」の授業実践の提案。学習指導要領では、

各学年の内容に、様々な発想をもって即興的に表

現すること、音を音楽に構成する過程を大切にし

ながら思いや意図、見通しを持って音楽をつくる

ことが位置付けられている。本提案では草野心平

の「ゆき」という詩に表情をつけて音読したり、

短い旋律をつけて歌ったりするなどの活動を通し

て、表現の仕方を工夫しながら即興的な音楽づく

りを行う授業実践を提案した。 

〔中学校〕 

「沖縄音楽の創作に挑戦」（大津中学校） 

個人で創作した沖縄風旋律を生かし、音や旋

律の組み合わせや、音と音とのかかわり合いを

工夫しながらグループ創作するという提案を行

った。 

生徒の発想を大切にさせるため、創作のパタ

ーンを限定せずに取り組み、作品を生み出すた

めに試行錯誤させる活動を行った。 

グループで創作した各自の旋律を聴き合い、

組み合わせ方を考える際、いろいろと取り入れ

させたくなるが、今回は「つなぐ・繰り返す・

重ねる」ことにポイントをしぼることにより、

学習を深めた。 

＜２日目＞ 

〔小学校〕 

「思いや意図をもった音楽づくりの充実をめざ
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して」（長井小学校） 

新学習指導要領の改善の基本方針で重視され

ている「思いや意図をもって表現すること」「味

わって聴く力を育成すること」「生涯にわたり

音楽に親しむ」に着目した提案を行った。子ど

もが主体的に思いや意図をもち、音楽活動を試

みる音楽づくりの充実をめざした、授業実践の

提案である。 

〔中学校〕 

「沖縄音楽の創作に挑戦」６月の授業とその後

の実践について 

（大津中学校での実践） 

６月の授業では、まず、「沖縄音楽」の特徴

を知るために沖縄音階について学習し、特徴を

捉えた上で、音階を使った創作を行い、５音音

階という制約がある中で、自分にもできた、と

いう感覚をもつことができたという成果を発表

した。 

（浦賀中学校での実践） 

６月の授業提案を受けて、３時間扱いで取り

組むこととし、創作のハードルを低くするため

に、新たな条件をいくつか付加した実践を行っ

た。 

①楽器は鍵盤楽器から選ぶ。→音色の観点をい

れる。 

②拍子とイメージを班で決め、各自２小節を創

作する。（記譜と演奏は人に頼んでも良い） 

③楽譜カードの裏に自分が出したアイデアを記

入する→評価の資料とする。 

◎小学校音楽教育研究会 

歌唱部会、器楽部会、音楽づくり部会、鑑賞部

会で、研修研究。また、今年度は、音楽づくりに

ついての研修会も開催した。県連合音楽会には、

平作小学校、馬堀小学校が参加した。 

◎中学校音楽教育研究会 

歌唱部会では「民謡を楽しもう」というテーマ

による木下美江教諭（大津中）の伝統的な歌唱の

授業研究会が実施された。８月 21 日に「子どもの

ための音楽会」、８月 27 日に「中学校音楽研究会

音楽会」、10 月 10 日に「スクールバンドフェス

ティバル」が行われた。県連合音楽会には、神明

中・鴨居中学校が参加した。 

図画工作・美術 
◎研究テーマ 

前々年度に変更したテーマ「豊かな心を育てる

造形教育―子どもによりそい、おもいをかたちに

―～であう・あじわう・つくりだす～」に基づき

研究を進めた。 

◎教育課程研究会 

〔小学校図画工作〕 

第１日目は、迫田麻衣教諭（根岸小学校）が「な

にぬのワールド―布を使った造形遊び―」という

テーマで授業提案を行った。２日目は、島津 宏子

教諭（桜小学校）が、「想像したことを表す“と

びらの向こうは”を題材として～新学習指導要領

で示された課題を踏まえた実践報告～」というテ

ーマで文書提案を行った。 

〔中学校美術〕 

１日目は、佐々木仁子教諭（田浦中学校）が「フ

ォントと文字組みを生かして伝えよう～デザイン

の発想・構想力を高める指導～」というテーマで、

授業提案を行った。２日目は古内 久総括教諭（長

沢中学校）が「美術科における“思考力、判断力

等の育成”～“文字のもつイメージ”を題材に、

説明し合い批評し合う授業を通して」というテー

マで、文書提案を行った。 

いずれも、新学習指導要領のねらいを踏まえつ

つ、特に発達の段階に合わせた指導のあり方や〔共

通事項〕の視点、言語活動の充実を重視した指導

について扱ったものだった。 

◎夏季研修講座 

横浜国立大学の大泉義一先生をお招きし、「新

しい指導要領とこれからの図工美術教育指導」と

いうテーマで実技を交えたご講演をいただいた。 
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体育・保健体育 
◎研究テーマ 
新学習指導要領の改訂の趣旨を理解しながら運

動領域、体育分野の要点であるア 指導内容の体系

化、イ 指導内容の明確化、ウ 体つくり運動の充

実、エ 運動の取り上げ方の弾力化、オ 知識に関

する領域の改善、保健領域、保健分野の改訂の要

点を踏まえ、指導計画・指導方法・評価の工夫・

改善についての研究・実践を行った。 
◎教育課程研究会 
〔小学校〕 
１日目は、６年生「体つくり運動」（体力を高め

る運動、大楠小学校）では、指導と評価の一体化

を図った学習の工夫について、２日目は、６年生

「ボール運動」（ベースボール型 ソフトボール

明浜小学校）における指導内容を明確にした学習

の工夫について提案され、協議を深めた。 
〔中学校〕 
１日目は、３年生「球技」（ベースボール型ソフ

トボール、神明中学校）「武道」（柔道）におけ

る指導と評価の一体化を考えた学習指導の工夫に

ついて、２日目は、１年生「武道」（柔道、浦賀

中学校）の発達段階を考えた指導の工夫について

提案され、協議を深めた。 
◎小学校体育研究会 

年間３回の授業研究会の開催をはじめ、各部が

実践研究を行った。また、県児童体力つくり研究

発表大会では、伊東誠司教諭（平作小学校）、県

学校体育研究連合会研究大会では、小菅大作教諭

（城北小学校）が提案を行った。 
◎中学校保健体育研究会 

各研究部が２年継続２年目の実践研究発表会を

行った。また、関東ブロック埼玉県大会には中体

連と共に組織的に参加した。 
◎市体力つくり実践研究発表会 

２年継続研究の１年目の平作小学校「どんな場

面でもできる体力向上の取り組み」、浦賀中学

校「11 月実施新体力テストの分析から、来年度

の取り組みを探る」の実践報告を行った。また、

横須賀市児童生徒健康・体力向上推進委員会担当

部会から、今年度の新体力テストの結果と教職員

生活習慣アンケートの結果について報告した。 

 

家庭、技術・家庭 
【小学校家庭科】 
◎教育課程研究会 
研究テーマ 
「よりよい生活を進んで創り出す子どもを 

めざして～なりたい自分・できる自分・生かす

自分」  
＜１日目＞ 
 池上中学校において、池上小学校５年生の「で

きる仕事から始めよう～針と糸をつかってみよ

う」の授業を小中が連携して行った。 

 題材のねらいは、針と糸を使って、手縫いに必

要な基礎的・基本的な技能を身に付け、布を用い

て製作することを通して、作る楽しさを実感し、

達成感を味あわせることである。 

 協議においては、中学生が小学生に玉結び・玉

止めを教えることにより、児童生徒双方が互いに

学びが深まること、教員にとっては小中学校の学

習状況が把握できることがよかったとの意見が出

された。 

 本題材は、保護者や地域の人材を活用して教材

をしぼって指導することが多いが、今回のように、

中学生が小学生に教えることで児童生徒指導面で

もまた学習面でも小中の連携が図れ、子どもたち

にとっても、中学校への学びの見通しができる。

そのためには、小中連携のための時間を確保する

こと、意図的・計画的に教育課程を編成すること、

小中ともにねらいを明確にすることなどが必要で

ある。中学生に認められることで子どもの学習意

欲を高めたり、中学生が小学生に教えることで基

礎的・基本的な技能を確認したりすることができ

た。また小中連携の在り方を考える機会となった。 

＜２日目＞ 
「クールビズコーポレーション～夏を涼しく住ま

うための工夫を考え実践する」 

実践的・体験的な学習活動を取り入れ、家庭で

実践することで、家族の一員として生活をよりよ

くしようとする実践的な態度を育てることを目指

した。また学習の成果をポスターセッションをし

たり、CMづくりしたりすることで言語活動の充実
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を図った。4 年生の総合的な学習の時間で取り組

んだ「環境」についても絡めて子どもたちにより

よい生活について考えさせた。言語活動の充実と

いう意味では、言葉が体験と結びつくような場面

を設定し、実感を伴って理解できるよう指導を工

夫していた。 

 もう一つの文書提案は、「新教育課程において

求められる授業実践の調査研究」として、平成 20

年度から 3 年間研究員会として研究した成果を発

表された。 

小学校から中学校への内容のつながり食と住の

授業実践について提案がなされた。「言語活動の

充実」や「生活をよりよくしようとする実践的な

態度の育成」「学びの連続性・系統性を考慮した

指導計画・授業実践」について具体的な取組がな

された内容であった。 
【中学校技術・家庭科】 
◎教育課程研究会 
研究テーマ 
「いきいきと学び、生活を主体的に営む力を育む

指導の工夫」 
＜１日目＞ 

久里浜中学校より、家庭分野の授業提案がなさ

れた。題材は「賢い消費者になろう」で、ねらい

は、 

① 自分や家族の消費生活に関心をもち、消費者の

基本的な権利と責任について理解させる。 

② 販売方法の特徴について知り、生活に必要な物

資・サービスの適切な選択、購入および活用が

できる力を育てる。 

③ 自分や家族の消費生活が環境に与える影響に

ついて考え、環境に配慮した消費生活について

工夫し、実践できる力を育てる。 

というものであった。 
内容 Dの「身近な消費と環境」は A～C の内容と

関連して行うことが望ましい。また、小学校で学

習した「物や金銭の使い方と買い物」「環境に配

慮した生活の工夫」に関する基礎的・基本的な知

識と技能などを基盤にして、適切な題材を設定す

る必要がある。中学生に関わりの深い事例を通し

て、消費生活に関心を持たせるとともに、生徒が

主体的に学習できるよう工夫をし、消費者として

の自覚を高めるようにしていきたい。 

＜２日目＞ 
 技術分野は浦賀中学校より「エネルギー変換に

関する技術の仕組みと保守点検の授業を通して」

の文書提案がなされた。ねらいは、蛍光ランプの

仕組みについて理解させることで、電気エネルギ

ーから光エネルギーへの効率がわかること、また

LED ライトの製作を通じ、保守点検の学習も行っ 

ている。多くの実物を用意し生徒が見てわかるよ

うにしており、簡単な実験を毎時間取り入れるこ

とによって関心を高める工夫を行っている。小学

校との学びのつながりや理科とのつながりもある

題材で、既習事項の確認や小中学校や教科間の連

携も必要であることを確認できた。 

家庭分野は大矢部中学校より「自分の食生活を

改善しよう」の文書提案がなされた。ねらいは、

①中学生の栄養と食事について関心をもち、食生  
活をよりよくしようとする態度を育てる。 

②課題を見つけ、その解決を目指し、献立作成を 
工夫しようとする能力を育てる。 

③生活の中で食事が果たす役割や、健康的な食生 
活を見に付けることの重要性を理解させること 
である。 

新指導要領では小学校で五大栄養素を学習し、

一食分の献立を考えることとなり、効果的な指導

を図るためには、小学校から中学校へのつながり

を意識して指導をしていく必要がある。また小学

校で学んだ基礎・基本を繰り返し学習させること

で、定着を図ることが大切である。 

教育課程の２日間は小中ともに連携を意識して

協議の柱をたてたり、グループ協議もブロック別

になるように工夫し、交流が図れるようにした。 

今後は家庭科、技術・家庭科で育てたい児童生徒

の姿を明確にし、５年間を見通した指導計画の作

成を意識し、連携して研究に取り組みたい。 
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外 国 語 

◎研究テーマは、 
「コミュニケーション能力の基礎を育成する学

習指導と評価の工夫・改善」 

◎教育課程研究会 
１日目は、大矢部中学校の浦島希美教諭と ALT

の Kwesi Parker 先生により、「入門期における読

むこと」の指導に係る授業提案が行われた。 
研究協議では、いくつかの視点をもとに、小学 

校と中学校の指導者同士が情報交換できたことは 

有意義であった。 

 ２日目は、「『読むこと』『書くこと』の指導 
と評価」に係る文書提案及び協議が行われた。 

また、研究会から、「Can Do List を活用した 

指導と評価の工夫」について提案され、協議を行

った。 

（１）「読むことの指導と工夫」について 

○「日記を読んで大まかな内容を読み取る」

（久里浜中学校） 

○「『理解の能力』を見計る英文を題材に」 

（神明中学校） 

○「意味を理解した読み方、黙読から意味 

を読み取る」      （野比中学校） 

（２）「書くことの指導と工夫」について 

○「修学旅行についての英作文を通して」 

（鴨居中学校） 

（３）指導と評価の工夫について 

○「Can do list を活用した指導と評価の工

夫」            （浦賀中学校） 

◎外国人英語教員活用研究 
本年度は、以下の５校に外国人英語教員が配置

され、ネイティヴスピーカーの効果的な活用に係

る研究を行った。 

坂本中学校 ・不入斗中学校・馬堀中学校 
久里浜中学校・武山中学校 

また、以下の授業者により、活用研究に係る公開

授業および研究協議が行われた。 
坂本中学校 Daniel Francis  清野 奈津子 
不入斗中学校  Candice Clarke      大竹 渉 
馬堀中学校 Andrew Johnson  石澤 圭子 
久里浜中学校  Joel Northan  小山 聖世 

武山中学校 Florimel Watanabe  松本 竜生 
各学校の公開授業および研究協議を通して、ネ

イティヴスピーカーの効果的な活用について、理

解を深めることができた。 
◎研究会授業研究部公開授業 

本年度は、馬堀中学校における「外国人英語教

員活用研究発表」と併せて実施された。 
ネイティヴスピーカーの効果的な活用とともに

研究テーマ「コミュニケーション能力の基礎を育

成する学習指導と評価の工夫・改善」に係る協議

を行い、理解を深めることができた。 
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 教 科 外  

   教育の大きな変革期に対応し、さまざまな教育課題を解決するため、各研究 

  会は、研究内容の充実と組織の活性化を図りながら精力的に活動を行ってきて 

  いる。こうして得られた各研究会の研究成果は、学校教育にとって大変重要な 

  ものとなっている。 

 

 

小学校道徳 

本年度も「豊かな心で未来を拓く児童を育てる道

徳教育」を主題とし、同時に「人間のよさ」を意識

しながら研究に取り組んだ。人間のよさという大樹

には教育目的や道徳教育の目標という幹があり、そ

の幹が４つの視点という枝にわかれ、それぞれの枝

の先には内容項目があり、その先に主題という葉が

あると考えた。 
 教育課程研究会１日目は北下浦小学校が授業公

開を、２日目では衣笠小学校と山崎小学校が文書提

案を、道徳教育連携推進講座では望洋小学校が授業

公開を行った。特に、望洋小学校については淑徳大

学名誉教授新宮弘識先生のご指導のもと、授業参観

で全クラス道徳授業を実施するなどした３年間の

取組を発表し、高い評価を得た。 
 

中学校道徳 

 学習指導要領では、道徳の時間の役割は「道徳の

時間を道徳教育の『要』として、補充し、深化し、

統合する役割を果たす。」である。本年度も研究テ

ーマを「学校の教育活動全体を通して行う道徳教育

の実践事例研究」として、３年計画の３年目として

研究を進めた。研究推進校による授業公開（馬堀中

学校・衣笠中学校）と文書提案（神明中学校・大津

中学校）が行われた。各校とも道徳教育推進教師を

中心として、学年の担当者がとりまとめを行い、全

校体制で事前の準備(プレ授業・指導案検討等)も念

入りに行われていた。授業記録・「同一内容項目で

の学年の成長に応じた資料の選択」・「全校道徳」

等、印象に残った。年度末ではあったが、研究会と

して次年度以降を考え、「道徳授業づくりの学習

会」を開催できたことは有意義であった。 

 
小学校特別活動 

家庭・地域において、多様な人間関係をもつこと

が著しく減少しているためか、人間関係づくりがで

きない子どもたちが増えてきている。人との関わり

の中で、認め合い、高め合える力を育てることが、

大変重要である。本年度も、「集団活動の中で、関

わり合う力を」～認め合い 高め合える 関係づく

り～を研究テーマとして研究を進めてきた。教育 

課程研究会の授業提案では、話し合いの手立てとし

ての「学級会カード」の有効性や学級目標達成に向

けての議題の立て方などについての提案があった。

また、文書提案では、学級集団の中でのよりよい人

間関係づくりのために取り組んだ「教科の係による

集団活動」の提案があり、係活動と当番活動の原点

の再確認をする場となった。学級活動(1)３分野の

評価規準の有機的なつながりが今後の課題であ

る。 

 
中学校特別活動 

「生徒が主体的に活動できる特別活動はどうあ

るべきか」（８年目）を研究テーマとして、学活研

・生指研・進路研の各研究部会が、それぞれの課題

に沿って研究を推進してきた。教育課程研究会で

は、１日目に長井中で学級活動の発表、２日目は生

徒会、進路からの文書提案を行った。また県特活活

動研究会横須賀大会では会場地区として、各先生方

の協力が得られ無事に終了できた。今後も、各部会

との連携と固有の課題を踏まえつつ、キャリア実践

研究や望ましい人間関係づくりの研修をさらに深

めていく。また各教科、道徳及び総合的な学習の時

間との有機的な関連を図り、全体計画や各活動・学

校行事の年間指導計画を作成し、生徒に「生きる力」

を育むことを目指した学校全体の教育活動を展開

していきたい。 

 
小学校総合的な学習の時間 

 前年度に引き続き、研究テーマを｢生きる力を育

てる総合的な学習～自ら学ぶ喜びを実感する学習

活動を目指して～｣とし、本年度の重点課題に『探

究的な学習を通して、主体的、創造的、協同的に

取り組む力を育てる』を新たに位置付け、授業実

践を通して研究を進めてきた。 

 横須賀地区教育課程研究会においては、提案と

運営にかかわっての協力、８月には、森林インス

トラクターと猿島ガイドの方を講師に招いた研究
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会主催の学習会（猿島フィールドワーク）の開催、

11月には、浦郷小学校（赤坂朋彦教諭）での授業

研究会を行うなど、より質の高い学びを創出する

授業を目指して研究・研修を深めることができた。 

 また、各校で参考となる実践事例集「総合的な

学習実践ガイド 2012 年度版」の作成も行った。 

 
中学校総合的な学習の時間 

 新学習指導要領が求める「探究的な学習の姿」

「行事と総合的な学習の時間の扱い・評価」、併

せて横須賀の課題のひとつである「生きる力の分

析」に迫る内容を取り上げた。研究発表については

発表校の教育課程編成とも大きくかかわってくる

ので提案者への個人的なアプローチでは、提案内容

の充実に迫れない面もあった。２日目は、研究会か

ら各校にとったアンケート結果をもとに基調提案

を行ったが、提案校への関わりは様々な要因が折り

重なり難しさがあった。次年度の提案では、「総合

的な学習の時間の趣旨を踏まえた実践」について改

めて追求するとともに、研究会が中心となって、研

究発表校だけでなく全校が揃ってレベルアップが

図れるような取組を考えて実践していきたい。 
 

児童生徒指導研究会 

「発達障害に対する学習・生活面における支援の

あり方」をテーマに「発達の遅れがもとで学習困難

になっている生徒への対応」についての研修や事例

報告会を行った。研修会では、構成的グループエン

カウンターの実習やユニーバーサルデザインにつ

いての実践報告が行われ、参加者が学校現場ですぐ

に生かせる内容のものであった。次年度も体験型研

修や事例報告を中心に、より具体的な支援の在り方

ついて研修していく予定である。また、定例研修会

として「不登校・問題行動の児童生徒への対応につ

いて」横須賀共済病院のカウンセリング専門医馬渕

佳代子先生を講師として指導・助言をいただく研修

を４回実施した。今後も学校現場で生かせる研修を

行い、不登校・問題行動の児童生徒減少に向けての

活動を続けたい。 
 

特別支援教育 

本研究会は、「社会的自立を目指す指導」を共通

テーマにして、小学校・中学校（いずれも知的、自

閉症・情緒、肢体不自由、弱視が対象）、肢体不自

由、聴覚、視覚、難聴・言語、病弱、特別支援教育

コーディネーターの各研究部が、定例研究会・授業

研究会・施設見学会・研修会等を通じて、理解を深

め研究を重ねてきた。また、小学校１～８の各部会

での交流会・中学校合同交歓会・宿泊学習（情報交

換）・ふれあい作品展（本年度より市主催、研究会

は運営を担当）等の行事も実施し、児童生徒が多く

の仲間と楽しく元気に活動ができた。 

本年度は、小中学校ともに特別支援学級が全校配

置となったので、近隣校同士の交流を意識して活動

を行ってきた。 

今後、各研究会員が実践を通して、専門的な知識

とより適切な指導法を会得する事が重要となり、そ

のためには研究組織や活動の見直しが必要である。 
 

情報教育 

情報教育研究会は、新聞教育・視聴覚教育・統

計教育の各研究部がそれぞれ独自の活動を推進

し、同時に情報教育研究会として共通する活動も

積極的に行っている。本年度は、夏にワークショ

ップ「デジタルコンテンツを利用した体育の指導」

「手書き新聞の作り方」を行い、多くの先生方や

指導主事にも参加いただいた。 

各部の活動としては、統計グラフ指導者講習会、

コンクール入賞作品集作成、学校・学級新聞展、

授業研究会、研究会会報発行等を行った。社会科

研究会にも協力していただき、授業研究を行った

ことが大きな成果となった。また 11月に開催され

た県視聴覚研究大会への提案準備や事前の取組

も、本年度の研究会活動の実績となった。 

 １年間の活動の記録は紀要「わたしたちの情報

教育」として刊行する。 

 
学校図書館 

 本年度の活動は、「読書で育む豊かな心」を研 

究テーマに、先進校視察、授業研究会、研修会等

を実施した。また、読書感想文・読書感想画の審

査を行うとともに、読書感想文集の発行や横須賀

市読書感想画展を教育委員会と共催した。 

 本年度の先進校視察は、品川区立小中一貫校荏

原平塚学園の図書館を見学した。９年間の学びを

支える学校図書館の運営や図書館スタッフ（司書）

の活動、読書活動、環境整備などについて学んだ。 

授業研究は、諏訪小学校の金野総括教諭の「学校

図書館を活用した、学びを広げる指導の展開（諏

訪小学校の取り組み）」を提案していただいた。

読書指導部による研修では、「パワーポイントを

使ったブックトーク作り」を行った。情報教育研

究会の協力を得て、研修を行った。 
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学校保健 

 学校保健研究会は、健康安全部会と養護教諭部会

がともに「生きる力」を育む研究活動に取り組んだ。 
健康安全部会は「組織的・計画的な学校保健・安全

教育の進め方」のテーマのもと、本年度は 3.11東

日本大震災の教訓を生かすよう、全部会安全、防災

をテーマに研究をすすめ、２、６部会が研究発表を

行い、熱心な研究協議が行われた。また授業研究会

は長井中学校の粟江久美子養護教諭（Ｔ１）と鈴木

幸恵教諭の（Ｔ２）で「けがの防止‐心肺蘇生法」

の授業公開を行った。 

 また、養護教諭部会では、部会再編初年で全部会

が新たな研究を始め、研究協議会において、健康教

育、教材研究、健康課題等について有意義な討議や

情報交換が行われた。 

 今後も各部会ともに、児童生徒の実態に即した研

究を深めていきたい。 
 

国際教育・小学校外国語活動 

本研究会は、「国際性豊かな児童生徒の育成―ち

がいを知り認め学び合う子ども・英語を通じて積極

的にコミュニケーションを図ろうとする子ども」を

テーマに研究を進めた。６月の教育課程研究会では、

公郷小学校の工藤悠基教諭と ALT(Ms.Marlyn  

Aquino)の公開授業から「外国語活動における学級

担任の関わり・役割」について、８月は、汐入小学

校の八木橋美代子教諭の提案による「外国語活動に

おける学級担任の関わり～子どもたちのよりよい

関わりを築くために～」、馬堀小学校の齋藤千春教

諭による「ハッピータイムをアレンジした授業展開

の工夫～HRT による児童の実態にあった授業づく

り～」の二つの実践報告に基づいて協議を深めた。 

また、授業研究部の活動として、11 月には国際

教育及び中学校との連携の視点で、馬堀中学校の若

林完樹教諭による中学校２年生の英語科授業、２月

には、外国語活動の視点で、野比東小学校の菊池奈

緒美教諭による小学校２年生の公開授業および研

究協議の場を設定した。その他、調査研修部は、12

月に国際言語文化アカデミアから滑川理恵子氏を

講師として招き、「多文化共生の学校づくり講座」

を開催した。日本語や文化の理解に励む外国籍児童

生徒への支援の在り方を学ぶ研修会を実施した。 

 
 
 
 
 

食教育 

 食教育研究会の研究主題は「豊かで楽しい学校

給食をめざして」である。この研究主題に基づい

て、好ましい人間関係の育成をはかるための給食

指導の研究と、よりよい食教育をすすめるための

栄養指導の計画と実践に取り組んでいる。 

 本年度は、大楠小学校４年の授業実践（総合的

な学習の時間「大楠食道」）をもとにして、ねら

いや評価、日常生活への実践化などの話し合いを

もち、研究を深めた。その中で、子どもたちは、

野菜作りなどを通して食物を大切にする気持ち

や、食物生産のかかわる人々への感謝する心が育

ってきている、という授業者の話が印象的であっ

た。食育を推進するには単に知識の獲得だけでな

く、体験活動が重要であるということを再確認で

きた。次年度への実践化へとつなげていきたい。 

 
学校事務 

 事務研究会では、これまで学校予算の研究を部

会の研究課題として継続的にとりあげてきた。 

前年度に引き続き「教育予算と学校事務」を研

究テーマとし、部会ごとに次のようにサブテーマ

を設定し、様々な視点から研究をすすめた。 

 １部会 予算流用制度について 

 ２部会 よりよい教育条件整備を考えてみよう 

 ３部会 学校予算をめぐる課題の解決にむけて 

     予算委員会の取組を中心に 

 ４部会 HOW TO 予算委員会 

 ５部会 学校事務と教職員と予算委員会 

 ２年計画の最終年度を迎え、学校予算をめぐる

課題の解決にむけて研究をすすめ、冊子にまとめ

た。 

今後、各部会の研究成果を全会員に還流すると

ともに、日常の学校事務の実践に生かしていきた

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

- 46 - 

小校校長会 

本年度の研究テーマは、前年度同様「確かな学力

と豊かな心、健やかな体で主体的に生きる児童の育

成」とし“学校経営上の諸問題と校長のリーダーシ

ップ”をサブテーマとし研究を進めてきた。 
組織としては、３研究部（学校経営・教育課程・

児童課題）、３対策部（施設予算・健康安全・修学

旅行）、１特別委員会の７委員会体制で各テーマの

もと研究に取り組み、成果を冊子等にまとめた。 
本年度は、地区管理運営研究会・県校長研究会で

児童課題委員会が発表し、全国連合小学校研究大会

においても環境教育についての発表を行った。 
特に本年度は防災に対しての課題が多く、校長会

はもとより、教育委員会等関係機関との連携を密に

情報を共有し早期対策、早期解決に向けた取組が行

われた。 
 

中学校校長会 

「人間性豊かな子ども」の育成を目指し、新学習

指導要領に基づいた教育課程の平成 24 年度全面実

施を踏まえ、各学校が特色を生かした教育課程を編

成するとともに、学力向上をはじめ、日々の学校運

営改善に向けて組織的に活動を行った。 

本年度も年間計画に沿い、講師を招聘して講演会

を実施し研修を深めた。定例校長会では、毎回行財

政・教育経営・進路・教育課程・生徒指導の５対策

委員会 による 研修を計画し、今日的課題について

研究協議し、自校の学校運営に反映させてきた。 

特に、東日本大震災を経験し生徒の安全を守るた

めの学校の備えについての協議や、次の時代を担う

人材育成の取組、また、２学期制の成果と課題につ

いて検証を行うなどの取組を重ねた。 

 

小学校教頭会 

「豊かな人間性と創造性をはぐくむ学校をめざ

して」という研究主題のもと、教頭力の向上を図

るための取組を精力的に行ってきた。 

全教頭がそれぞれの学校において、実態に即した

実践・研究を図り、その問題点や成果を部会教頭会

に持ち寄り、それを市教頭会で集約し、検討・共通

理解する形で、目標達成を図った。さらに、調査・

研究・教育課程及び小中連携委員会の４委員会がそ

れぞれ主体的に活動を行うとともに、毎月の研修会

を通して研究を深めた。 

本年度特筆すべきは、永妻教育長が２回にわたっ

て教頭会へ足を運んでいただけたことである。５月

には、「人間性豊かな子どもを育てる学校づくり～

教頭に期待すること～」というテーマで、さらに

10月には教頭会で集約した要望等を受けて講話を

してくださった。教育現場を取り巻く様々な課題

がある中、関係諸機関との連携を大切に、教頭とし

ての知恵と力を結集し、乗り越えて行きたい。 

 

中学校教頭会 

「教頭としての資質・力量を高め、本市・自校の

教育の向上を一層図る」を目標に掲げ、役員会と５

つの対策委員会（教育課程・法財政・進路・研修・

特別）が年間計画に基づき企画運営・研究にあたっ

た。 

日常的な情報交換を継続的に行うとともに、定例

教頭会では各対策委員会からの報告や必要に応じ

た研修や事例研究を通して、教頭としての力量を高

め、円滑な学校運営の改善を図った。 

 県教頭会・逗葉三浦中学教頭会・小学校教頭会と

も年間を通して連携・協力して活動し、①小中教頭

合同研修「小中の育ちをつなぐための教職員の支援

のあり方」、②逗葉三浦教頭合同研修「これからの

中学校で育成する学力と、授業改善」（横浜国大：

高木教授）等のテーマで研修に努めた。 
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特 別 支 援 教 育  

 

１ 特別支援教育の動向 

（１） 市立ろう学校は、幼稚部４学級、小学部４学級、

中学部１学級、高等部２学級となり、合わせて11

学級となった。 

市立養護学校は、小学部単一学級１学級・重複

学級８学級・訪問教育０学級、中学部単一学級１

学級・重複学級６学級・訪問教育０学級となり、

合わせて16学級となった。 

（２） 不入斗中学校は、入級希望児童が生じ、新たに

特別支援学級を設置した。これにより、市内小学

校及び中学校の全校に特別支援学級が設置され

た。 

（３）小学校の状況 

知的障害特別支援学級     44校45学級 

   自閉症・情緒障害特別支援学級 44校45学級 

   肢体不自由特別支援学級    ８校 ８学級 

   視覚障害特別支援学級     １校 １学級 

   病虚弱特別支援学級      ２校 ２学級 

（４）中学校の状況 

知的障害特別支援学級     23校25学級 

   自閉症・情緒障害特別支援学級 21校23学級 

   肢体不自由特別支援学級    ２校 ２学級 

   視覚障害特別支援学級     １校 １学級 

（５）第１回児童生徒ふれあい作品展 

12月２日（金）～12月５日（月） 

横須賀市文化会館 

（６）第34回中学校合同交歓会（特別支援学級） 

７月13日(水)      南体育会館 

（７）特別支援教育コーディネーター 

特別支援教育コーディネーターの研修と情報交

換のために「特別支援教育コーディネーター連

絡会」を合計７回開催し、特別支援教育の体制整

備と充実を図った。 

 

 

 

 

 

２ 就学教育支援委員会の活動 

横須賀市就学教育支援委員会の設置要項が施行され

「就学教育相談会」および「通級相談会」が実施され

た。 

（１）就学教育相談会    17回 213人 

（２）通級相談会      ４回   60人 

 

３ 特別支援教育夏季研修 

（１）７月27日（水）   SEAホール 

  「集団作り・児童生徒理解」 

 【講師】 

   大草心理臨床・教育相談室 

              大草 正信 先生 

（２）８月２日（火）    SEAホール 

  「発達障害の子どもの理解と支援」 

 【講師】 

   横浜市立大学附属病院 

              竹内 直樹 先生 
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人  権  教  育  

 

 人権は、人が人であることに基づいて、生まれなが

らにして当然に有する権利である。 

 平成 12年の「人権教育及び人権啓発の推進に関する

法律」に基づき、平成 14年３月に「人権教育・啓発に

関する基本計画」が閣議決定され、さらに、平成 16

年６月には人権教育の指導方法等に関する調査研究会

議より「人権教育の指導方法等の在り方について」の

第一次とりまとめ、平成 18年１月に第二次とりまとめ

が、そして平成 20年３月に第三次とりまとめが出され、

今まで以上に人権尊重の精神を貫いた実効力のある教育

が求められている。 

 人権教育の目標は、人間は生まれながらにして自由

であり、平等であるという人類普遍の原理を実現する

ために、人間尊重の精神を養い人間の尊厳性について

の自覚を深め、人と人との間に存在する実践力を育成

するところにある。 

 人格の完成を目指す教育が、人権問題の解決に大き

な役割を果すものであることを深く認識し、人権教育

のさらなる推進に努めているところである。 

 今年度は、各学校の人権教育担当者を対象とした研

修講座４回と、２年を１つの期間とした人権教育指導

者養成講座を年３回開催した。 

 

■ 人権教育担当者研修講座 

 １回目  ５月 25日（水） 

 「学校から考える人権教育」 

   学校教育課 人権教育担当指導主事 

 

 

 

２回目 ７月 27日（火）～８月 10日（水） 

 ※夏季研修講座「夏季大学」の中から 

  1講座を選択 

 

３回目 11月 29日（火） 

「一人一人を大切にした人間関係づくり」 

  教育指導課スーパーバイザー 

             櫻井 智美 

 

４回目 ２月 22日（水） 

「障害のある人もない人も暮らしやすい時代に」 

  毎日新聞社 論説委員 

            野澤 和弘 

 

■ 人権教育指導者養成講座（Ⅶ期２年目） 

１回目 ７月８日（金） 

「人権教育の視点を生かした授業づくり①」 

学校教育課 人権教育担当指導主事 

 

２回目 10月 26日（水） 

「人権教育の視点を生かした授業づくり②」 

学校教育課 人権教育担当指導主事 

 

３回目 受講者が定めた日 

「人権教育の視点を生かした授業づくり③」 

   学校教育課 人権教育担当指導主事 
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 平 成 2 3 年 度 移 管 事 業  

【学校図書館活性化事業】   教育指導課 

１ 学校図書館活性化担当の活動 

 本年度は、３名の非常勤職員のうち１名は、学校

フロンティア研究委託校である追浜小学校に１年間

常駐した。２名は、学校からの要請に応じて随時訪

問し、学校図書館の支援を行った。 

（１）追浜小学校図書館 

・書棚や閲覧机の配置替えなどの環境整備 

・児童が図書を積極的に利用できるような配架や表 

示の工夫 

・図書館ボランティアを立ち上げ、ボランティアに

よる図書館活性化への支援 

 

（２）訪問派遣の内容 

 43 件の要請によって 11 校を訪問した。支援内容

は、次の通りである。 

・分類表、表示板、案内図の作成 

・本の配架、配置についての支援 

・魅力的な本のコーナーづくり 

・本のラベル貼りや修理 

・新着図書や廃棄など、効果的な本の整理方法 

 

２ 司書教諭研修講座 

本年度発令された司書教諭を対象に、２回の講座

を実施した。 

回 内容 講師 日時 

1 

 

・新学習指導要領 

 の全面実施と 

 読書指導の推進 

・国立教育政策研究所 

学力調査官・ 

教育課程調査官 

杉本 直美 

8月1日

（月） 

 

2 

 

・図書館活性化事業 

報告 

 

 

・教育指導課 

学校図書館活性化

担当 

2月8日

（水） 

 

 

３ 読書活動の推進  

４月 23日｢子ども読書の日｣に関する取組として、

「本を楽しもう展」を開催した。この催しは、読書

活動の推進のために、前年度の読書感想画コンクー 

 

 

ルへの応募作品を、地域のコミュニティセンターに

展示するものである。北下浦コミュニティセンター、

西コミュニティセンター、南図書館の３会場に、会

場近隣の児童生徒の読書感想画を展示した。 

また、学校図書館研究会と協力して「読書感想文 

コンクール」「読書感想画コンクール」を開催した。 

読書感想文コンクールの入賞作品を掲載した読書感

想文集 55号を発行した。 

 

４ 学校図書館ボランティア養成講座 

生涯学習課主催、市の PTA協議会、図書館、教育

研究所が連携し「学校図書館ボランティア養成講座」

を４回開講した。第１回では、学校図書館活性化担

当が本の分類と図書整理について講義を行った。ま

た 2月に研究所で「ボランティア実践講座」として

本の修理の実技の講座も開催した。 

 

【外国語活動】       教育指導課 

１ 小学校外国語活動研修講座 

平成 20年度より２年計画で実施した「英語活動

推進者養成研修講座」を引き継ぎ、英語活動の授

業を行う上で必要な知識・理解、実践力を身に付

ける講座として、昨年度から新たに開講した。選

択研修として実施したので、外国語活動担当者の

みならず、外国語活動の指導において課題を抱え

る全ての教員が参加できる。 

研修の目的は、横須賀市標準カリキュラム「ハ

ッピータイムⅥ」の具体的な展開について学び、

実践力を身に付けることともに、また学級担任の

役割や児童の実態に応じたカリキュラムのアレン

ジの仕方等、外国語活動の指導に必要な知識技能

等を習得することを目的とした。また、受講生自

らが英語を話しながらコミュニケーションを図る

楽しさを体験してもらうために「ミニ英会話コー

ナー」を設け、ネイティブスピーカーとの会話を

楽しんだ。 

 

 第１回 ４月 26日（火）15:30～16:45 

 第２回 ５月 31日（火）15:30～16:45 

 第３回 ７月 25日（月）13:30～16:00 
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２ 英語教育研修講座 

外国語活動と中学校以降の英語教育との接続の

課題や、中学校英語科の時数増にどのように対応し

ていくかという課題等を考え、平成 20 年度から実

施を開始した研修である。本年度は特に新教育課程

で求められている「読む」「聞く」「書く」「話す」

の４技能の育成と、中学校・高等学校の接続に関す

るテーマを扱った。 

第１回 ７月 25日（月）９:30～12:00 

授業力向上研修 

「英語を好きにさせる指導の工夫」 

 (駒沢女子大学 准教授 太田 洋) 

第２回 ７月 27日（木）13:30～16:00 

授業力向上研修 

「外国語教育の小中連携を考える」 

(文部科学省 教科調査官 直山木綿子) 

第３回 ８月２日（火）13:30～16:00 

授業力向上研修 

「４技能の育成」 

(千代田区立九段中等教育学校 主任教諭 本多敏幸) 

 

３ 英語教育推進プロジェクトチーム 

横須賀市の小学校・中学校・高等学校で実施され

る 12年間の英語教育を、長期的な視野で総合的に

デザインし、今後の英語教育を充実させていくた

め、平成 20年度より教育委員会教育研究所内に「横

須賀市英語教育推進プロジェクトチーム」を設置し

た。プロジェクトチームの構成員は、学識経験者１

名、学校長１名、教諭６名（小学校教諭２名・中学

校教諭３名・高等学校教諭１名）、横須賀市外国人

英語教員１名、外国語活動アドバイザー２名、指導

主事（教育指導課）１名、教育研究所長とした。設

置期間は平成 23年４月１日から平成 24年３月 31

日までとし、必要に応じて教育研究所長が設置期間

を延長する。 

今年度は、昨年に引き続き、中学校の教育課程研

究員会が作成した「４技能の到達目標」の「聞くこ

と」に関する教材やテスト問題を開発した。 

 また、異校種間の接続に係る課題について協議をし

た。 

第１回 定例会 11月 18日（金）15:30～16:45 

「今年度の活動方針について」 

第２回 定例会 12月 26日（月）15:00～16:45 

「次年度の活動方針について」 

第３回 定例会 ２月９日（木）15:30～16:45 

「中学校教材開発」（「聞く力」の教材開発） 

第４回 定例会 ２月 29日（水）15:30～16:45 

「異校種間の接続について」 

第５回 定例会 ３月 15日（木）15:30～16:45 

「中学校教材開発」（「聞く力」の教材開発） 

 

【学校支援員派遣事業】    支援教育課 

本事業は平成 22年度まで６年間実施されていた

『指導力向上・学級改善支援員派遣事業』を引き継い

だ事業である。平成 23年度より、支援教育課の所管

となり（平成 22年度までは教育研究所の所管）、名

称も『学校支援員派遣事業』と改めた。 

学校支援員の人数は、５名から３名体制となり、一

人あたりの担当校・園数も大幅に増えた。 

具体的な取組状況は次のとおりである。 

＜目的＞ 

 各学校・幼稚園の状況把握および教員の指導力向

上を支援することにより、学校・園の円滑な運営を

図る。 

＜対象＞ 

・市立各学校・幼稚園の全ての教員・学級・学校 

・学校長・園長から要請のあった教員および学級・

学年 

＜業務内容＞ 

○定期的に担当校を訪問し（月 1回）、授業参観お

よび相談業務を通して、各学校の状況把握に努め

る。 

○学校からの要請に基づいて、支援が必要な学級の

正常化を図るための活動を行う。 

 ※学校の状況に応じて、複数の支援員で関わった

り、集中的に関わったりすることもある。 

○必要に応じて、『相談支援チーム連絡会議』の巡

回相談に関わる。 

第 4回 

第５回 

第６回 

第７回 

９月 13日（火）

11月 18日（金） 

１月 24日（火） 

３月 ２日(金) 

 

13：30～16：00 

15：30～16：45 

15：30～16：45 

15：30～16：45 
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＜担当＞ 

・小学校（47校）・特別支援学校（２校）・ 

 幼稚園（２園）・・・・２名の支援員が担当 

・中学校（23校）・高等学校（全日・定時） 

      ・・・・・・２名の支援員が担当 

＜支援の状況＞ 

（1）支援内容（平成 24年 1月 31日現在） 

  ①授  業・・・・・・・・ 862件 

  ②学級経営・・・・・・・・ 59件 

  ③教職員対応・・・・・・・ 45件 

  ④児童生徒指導・・・・・・ 21件 

  ⑤保護者対応・・・・・・・・５件 

  ⑥その他・・・・・・・・・・５件 

               （計 997件） 

（2）経験年数別支援回数（平成 24年 1月 31日現在） 

  ・初 任・・・・・・・・・ 862件 

  ・２～５年・・・・・・・・ 444件 

・６～10年・・・・・・・・ 92件 

・11～15年・・・・・・・・ 15件 

・15～20年・・・・・・・・ 23件 

・21年～・・・・・・・・・ 64件 

・臨任・非常勤・・・・・・ 86件 

               （計 852件） 

＜事業実績＞ 

○月 1回の定期訪問をとおして、学校・幼稚園の

状況把握が的確に行われた。その情報をもと

に、支援教育課を中心とした早期支援を行うこ

とができた。 

○経験豊かな 3名の教員が担当したことで、学校

長の学校経営相談の側面からも有効に機能し

た。 

○学校長からの要請に基づいて、学年・学級に 

 短期集中的に関わることで、学年・学級が落ち

着きを取り戻すことができた。 

○研修機会が限られている臨時的任用職員・非常

勤講師への相談・指導が効果的に行われ、授業

力の向上や円滑な学級経営をもたらした。 

 

【研究員会】     総務課教育政策担当 

「研究員会」に係る業務は、前年度まで教育研究

所で所管していたが、本年度より教育政策担当に移

管された。 

「研究員会」の目的は、横須賀市の教育の現状を

把握し、現在の教育課題の解決と学校教育の一層の

充実に貢献すること、調査研究の成果を学校に還元

することを重視し、横須賀市の学校教育の改善や発

展に役立てることである。 

 本年度は、前年度から継続の５研究員会〔(1)～

(5)〕に、新規の１研究員会〔(6)①～⑩〕を発足さ

せ、６つの研究員会を組織した。委嘱した総勢 80

名の研究員と担当指導主事 14名が、各研究員会にお

いて研究テーマを掲げ、調査研究に取り組んだ。 

(1)小学校外国語活動研究員会 

（教材開発・指導法について研究する。） 

(2)支援教育研究員会 

（学校内で支援を必要とする児童生徒への指導 

の可能性を研究する。） 

(3)情報教育研究員会 

（ICT活用の可能性を研究する。） 

(4)学校図書館の活用研究員会 

（学校図書館を活用した授業について研究す

る。） 

(5)授業研究研究員会 

（授業改善のための授業研究のあり方につい 

て校種を交えて研究する。） 

(6)小中の学びをつなぐ 

（義務教育９年間を一体としてとらえ、具体的 

な実践を通して、学びの系統性・連続性を重 

視した教育の充実について研究する。また、 

幼小の学びや育ちの連続性について、生活科 

を中心として研究する。） 

 〔①国語、②社会・(生活)、③算数・数学、 

④理科・(生活)、⑤音楽、⑥図工・美術、 

⑦体育・保健体育、⑧家庭・技術家庭、 

⑨小学校外国語活動・外国語、⑩生活〕 

  

研究成果の還元については、担当者会での発表や研修

会での紹介等、有効な還元方法を工夫する一方で、教育

情報センターイントラネット上に研究員会のページを

立ち上げ情報発信に努めた。 

研究期間を終了した５つの研究員会については、研究

成果を紀要にまとめ、教育情報センターイントラネット

上｢研究紀要集｣に掲載した。 
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○ 338集 小学校外国語活動 

○ 339集 支援教育 

○ 330集 情報教育 

○ 341集 学校図書館の活用 

○ 342集 授業研究 

 

◇小学校外国語英語活動研究員会 

本研究員会では、横須賀市の外国語活動カリキュ

ラム「ハッピータイムⅥ」を基本としながらも、学

校や担任によって様々な応用ができるよう、カリキ

ュラムの再検討、視聴覚教材等の教材開発を行っ

た。 

１ カリキュラムの再検討 

 市標準カリキュラム「ハッピータイムⅥ」を実

施する中で、学級の実態、児童の実態に合わせ

て更に指導内容を発展させたり、変更したりで

きる可能性を探った。 

２ 教材開発（紙芝居） 

 各学年で扱う「あいさつ」の単元で使用できる

紙芝居の開発に取り組んだ。児童と会話のやり

とりをしながら、自然にあいさつの表現に慣れ

親しませることをねらった。 

３ 授業実践 

 研究したカリキュラムや紙芝居を使って、実際

に授業実践を行い、その成果と課題を協議した。 

 

◇支援教育研究員会 

通常学級内で支援を必要としている児童生徒へ

の指導について研究する 

本研究員会では、支援教育課が事務局を持つ「相

談支援チーム・授業支援部会」と連携協力し、発達

障害等のある子どもにも分かりやすい授業づくり

をめざして研究を進めた。 

テーマを「通常の学級における一斉指導と個別支

援の融合」と定め、小学校算数を中心に指導案検討

・研究授業を行った。そして、そこで検証された内

容を整理し、支援方策をまとめた。また、先進的な

取組の発表会等に参加し、学んだことを日常の授業

づくりで実践した。 

２年間の研究の成果は、紀要としてまとめるとと

もに、次年度以降、相談支援チーム連絡会議、支援

教育研修講座等、発信していきたいと考えている。 

 

◇情報教育研究員会 

ICT活用の授業に関わる研究 

教科指導において指導すべき情報モラルについ

て検討、授業実践を通して検証を行った。小学校の

図工では、友だちの作品を見合うことを通し、作者

の工夫やアイディアを尊重することで著作物に対す

る意識を高めた。中学校の理科では、「大地の変化」

で地震についての様々な情報の信頼性を吟味する学

習を行った。また、小学校の総合的な学習の時間で

は正しく安全にインターネットを使う力を、中学校

の技術家庭科では、情報通信ネットワーク上のルー

ルやマナーの遵守、危険の回避、人権侵害の防止等、

情報に関する技術の利用場面に応じて適正に行動す

る学習を行った。 

信を心掛けるという方針を示すとともに、個人情

報の漏洩事故が発生している中、情報の取り扱いに

は十分注意すること等についても確認を行った。 

 

◇学校図書館の活用研究員会 

 研究テーマは「学校図書館の活用における小・中

学校９年間の学びについて考える」である。 

 ねらいは、①新教育課程における学校図書館の活

用、読書・学習活動のあり方を考える。②子どもた

ちに求められる学校図書館を活用する力は何かを検

討する。③読書指導、学習情報センター機能として

の学校図書館を目指す。以上、３点である。 

 前年度学校図書館の現状や課題を確認し、求めら

れる学校図書館の姿や学校図書館を有効に活用する

手立てについてまとめたことを基に、今年度の研究

を進めた。 
本年度は小中で授業実践をおこない、授業におけ

る学校図書館の利活用の手立てについて検証を行っ

た。  
 今後は研究した内容を発信し、多くの学校で、学

校図書館が計画的に利用され、充実した学習情報セ

ンター機能をもつ場になるように取り組んでいき

たい。 
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◇授業研究研究員会 

よりよい授業づくりや授業力向上のための望まし

い授業研究のあり方について研究する 

一年目、まず始めに研究員がそれぞれ授業実践を

行い、映像や授業記録をもとに研究協議を重ねた。

そこで、授業を構成するために有用な座席表や観点

シートなどを作成していった。 
例えば、リフレクションシートは、授業者自身が

他者から観察してもらいたい教授法に関することや、

個別に見取ってほしい子どもについての様子を記入

するなど、授業のねらいに沿って作成している。こ

のリフレクションシートの効果としては、授業者自

身が授業構成を工夫できるだけではなく、他者が授

業の重要なポイントを見出すことができる。 
また、授業を改善する具体的なアイデアを資料と

してまとめた。 
二年間スーパーバイザーとして、慶應義塾大学藤

本和久先生を招聘し、研究を推進した。 

 

◇小中の学びをつなぐ研究員会 

 本研究員会は、『横須賀市教育振興基本計画』に

おける学校教育編の“目標１ 子どもの学びを豊か

にします”を具現化するための「小中一貫教育構築

事業」の一環として、各教科において具体的な研究

を進めるために設けられたものである。 

 本年度は、義務教育９年間を一体と捉え、発達の

段階に応じて子どもの学びをつなぐ教育により、子

どもの学びを豊かにするための一つの手立てとなる

「小中の学びをつなぐ指導資料」を作成し、冊子を

各小中学校及び幼稚園に配布するとともに、イント

ラネット上に掲載した。 

次年度は、小中の学びをつなぐ視点で授業実践を

行い、具体的な実践事例として、イントラネット上

に掲載していく予定である。 

 

◆教育研究所研究員総会 

 ５月 20 日（金）15:30～16:45 に研究員総会を教

育研究所第一研修室にて開催した。 

第一部 15:30～15:55 の全体会では、教育政策担

当課長あいさつと研究員の委嘱、研究員会の目的と

進め方、研究委託料の取扱いについての説明を行っ

た。  

実践を通して具体的な研究を進め、効果的に研究

成果を発信することによって、横須賀市の学校教育

の改善や発展に役立てていくことの確認を行った。 

 また、個人情報の取扱い等について、十分注意

することの確認も行った。 

第２部 15：55～16:25の研究成果の発表では、平

成 21～22年度に研究を進めた「言語活動の充実研究

員会」が、中学校国語、小学校算数、小学校図画工

作の授業において、言語活動を充実させた授業実践

をもとに、研究の成果について発表した。 

第３部 16：25～16:45の分散会では、研究員会ご

とに研究テーマや今後の取組内容、活動計画につい

て話し合いを行った。 

 

■研究員 

小学校外国語活動：小林亜衣子（鶴久保小）笹瀬 歩

（根岸小）武石太一郎（神明小）長沼久美子（野比

小） 支援教育：渡辺ゆきか（夏島小）小泉姿子（沢

山小）遠藤まゆみ（小原台小）松尾禎昭（公郷中） 

情報教育：西野敏夫（鴨居小）池田智恵美（野比小）

高橋有香（大津中）大橋貴弘（鴨居中） 学校図書

館の活用：金野幸恵（諏訪小）寺杣今日子（津久井

小）米持 薫（田浦中）佐藤幸美（岩戸中） 授業

研究：小田耕生（高坂小）金子美夕貴（北下浦小）

星野いすず（公郷中）柴﨑大輔（大楠中） 

＜小中の学びをつなぐ研究員会＞ 

国語：宮崎沙也香（衣笠小）北村幸子（小原台小）

髙坂祐樹（明浜小）三宅 豊（田浦中）西ヶ谷純子

（常葉中）阿部智子（大津中） 社会・(生活)：加

藤拓也（池上小）藤崎陽介（大津小）髙橋啓一郎（望

洋小）下山萌子（公郷中）髙野 哲（池上中）石橋

由紀子（浦賀中） 算数・数学：緒方久美子（田戸

小）小野寺真由美（野比東小）小和田直樹（武山小）

太田政典（浦賀中）河野和代（久里浜中）小日向 真

（神明中） 理科・(生活)：市下啓嗣（望洋小）瀧

本和樹（野比小）関口 満（荻野小）佐藤扶美子（追

浜中）金澤和彦（鴨居中）熊谷卓行（武山中） 音

楽：山本真理子（衣笠小）齋藤史成（北下浦小）関

口和子（荻野小）岡部厚子（田浦中）古矢智子（大

津中）三橋玲子（野比中） 図工・美術：迫田麻衣

（根岸小）川坂俊一（明浜小）平山久美子（富士見

小）伴野孝輔（大津中）杉戸美和（野比中）古内 久
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（長沢中） 体育・保健体育：澤口 琢（鷹取小）

吉岡幸徳（田戸小）島田忠昭（野比東小）落合洋俊

（浦賀中）加藤万里絵（北下浦中）吉田友美（大楠

中） 家庭・技術家庭：小関さおり（大塚台小）富

山なほみ（粟田小）長塚正子（津久井小）増田 功

（長沢中）石井伸一（長井中）櫻田智美（衣笠中）

新谷美紀（野比中） 小学校外国語活動・外国語：

町田 健（田浦小）佐久間文恵（鶴久保小）松尾優

美（望洋小）萩原淳一（田浦中）吉川知彦（岩戸中）

楯木佑子（大楠中） 生活：梶山千弘（諏訪幼）原

田真紀（大楠幼）木村光男（田戸小）目時幸子（公

郷小）林田夏恵（大塚台小） 

 

【学校教育賞】    総務課教育政策担当 

□学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24 年度から実

施されている。学校教育の発展振興をはかるために

設けられたもので、今年度で 61回目を迎えた。 

本年度、募集要項を改訂し、より広く学校教育に

関する研究成果を発信するために、研究論文を条件

とするＡ部門と実践報告的研究または企画提案を

条件とするＢ部門を設定した。 

なお、本業務は本年度、教育研究所から総務課教

育政策担当に移管された。 

 

□今年度の応募状況 

Ａ部門に２点の作品応募があった。 

 

□審査 

指導主事等で構成する審査準備委員会（第一次審

査会）を開き、審査を行い、原案を作成した。 

また、教育長が審査委員長を務める審査委員会

(第二次審査会)でさらに審査をし、次の賞が決定し

た。 

 
（A 部門） 

◆奨励賞 

○「自然を肌で感じられる環境教育 

～自然の恵みを取り入れる教育を通して～」 

野比小学校 教諭 吉田伸子 

 

 

《コメント》 

本研究は、野比小学校８年間の環境教育の取組に

ついて、研究者が担当している特別支援学級の授業

実践を中心に、各学年や全校の取組、他団体・地域

と連携をした取組をまとめ、成果と課題を見出した

ものである。 

多くの実践を紹介しているので、市内の各学校 

が参考にすることができることや、汎用性が高く、

他の学校においても実践しやすい内容となってい

る。また、地域の素材を使った実践（地域のものを

使い、専門家を巻き込んで単元を構成している）に

独自性が見られることなどが評価された。 

 

◆努力賞 

○「成長する有機体を作る」 

岩戸中学校 教諭 佐藤幸美 

《コメント》 

本研究は、岩戸中学校の図書館の資料を充実さ 

せ、生徒に情報提供して図書館の活用を図ろうとす

るものである。また、読書啓発に向け、図書委員会

を積極的に活動させ、岩戸小学校でブックトークを

行うなど工夫を凝らし、様々な取組をしていた。 

総合的な学習の時間に図書館を活用できるよう、

他の職員と連携を取りながら進め、調べ学習に役立

つ「なび」の開発などは、他の学校の参考となるも

のであり、生徒が豊かに学べるよう、良く工夫し図

書館の活用を図っている。 

研究を通して行われた様々な取組は、生徒自らが

図書館に行って学ぼうとする意欲をもてるもので

あることなども評価された。 

 

□学校教育賞授与式 

平成 24年２月 24日(金)に教育長室において授与

式を行った。 

受賞された野比小学校 吉田伸子教諭、岩戸中学

校 佐藤幸美教諭に教育長より賞状が手渡された。 
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 平成23年度/｢学校教育だより」 

本年度から教育委員会の組織を見直し、学校教育に特化し、学校教育部を設置した。そこで、教職員向け広報紙も、これまでの｢学校教育 

課だより（学校教育課発行） 」と「月報（教育研究所発行）」を統合して、新たに「学校教育だより」として発行することにした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略） 

４月 
 

(1号) 

・次代を担う子どもたちのために～これからの学校に求められること（教育長）  ・学校教育だより・スタートしました横須賀市教育振興基本計画（教育政策担当） 
・新しい組織 教育指導課の業務について（教育指導課）  

・支援教育課の業務について（支援教育課） 

・21世紀の学校～校務支援システムが本格稼働～（教育研究所） 

５月 
 

(2号) 

・つながりを育む（教育指導課:渡辺課長）   ・学校教育賞   ・「学校をつくる」～学校評価を活用して～（教育政策担当） 

・学力向上の取組について（教育指導課）  ・フロンティア研究～校内研究を通して育つものは？～ （教育指導課） 
・支援教育課で担当する各相談員について（支援教育課） 

・学校事故防止への願い『ただいま！！』と元気に家に帰れますように！（学校保健課） 

・“前始末の大切さ”安全で安心な学校生活のために～体育的活動に関する安全確認を～（スポーツ課） 

６月 
 

(3号) 

・支援教育の推進に向けて（支援教育課：小田部課長） ・【つながる】新採用の先生に送るエール ・本年度研究員会スタート（教育政策担当） 

・指導の重点２ 指導の充実に向けて「人との関わり合いを大切にして、認め合い高め合う関係を築く力を育てる」ために（教育指導課） 
 ・小中学校教育課程研究会（教育指導課） ・教科書展示会（教育指導課） 

・関係諸機関との連携（支援教育課） 

・研究、研修を通じてつながり合う学校を（教育研究所） ・理科教育の充実を支援します～理科センター～（教育研究所） 
 ・情報セキュリティ～意識と知識と組織が大切～（教育研究所） 

７月 
 

(4号) 

・学校体育への期待（スポーツ課：伊藤課長）  ・「小中一貫教育の構築」に向けた取り組みが始まりました（教育政策担当）  
・「子どもと向き合う環境づくり」に向けて～学校多忙化解消～（教育政策担当）  

・積極的な外部人材の活用を（教育指導課） ・目指す姿を具体的に意識したキャリア教育を（教育指導課）   

・育ちと支援をつなぐ取り組みを（支援教育課） 
・先輩とつながる初任者研修 ～84名の初任者を迎えて～ ・理科教育を支援します～理科センター～（教育研究所） 

・ICT活用授業のアイディアを紹介（教育研究所） 

８月 
 

(5号) 

・「学び続ける」・・・魅力ある教師へ（教育研究所：新倉所長）  ・【つながる】うれしかった先輩の関わり 

・指導目標を明確にした授業づくり（教育指導課） ・教育課程研究会２日目のお知らせ（教育指導課）   

・「つなぐ指導と機に応じた支援を」（支援教育課） 
・メンタルヘルス・マネジメント（教職員課） ・学校配当予算について（総務課） 

９月 
 

(6号) 

・教師である幸せ ～キラキラした瞳を～（教職員課：河合指導主事）  ・【つながる】今振り返る、私が教師として成長できたきっかけ  

・＜学校紹介＞横須賀総合高等学校  さらなる発展は「学力向上」から、全日制の課程、定時制の課程、部活動の紹介、 中学生体験入学  

・支援の情報を、本当に必要とする子ども・家庭に～不登校対策・ﾊｰﾄﾌﾙﾌｫｰﾗﾑ開催～（支援教育課） 

・「横須賀市相談支援チーム連絡会議(相談支援チーム)」活動紹介！（支援教育課） 

10月 
 

(7号) 

・引き上げる手、支える手（支援教育課：井上（泉）指導主事）  ・【つながる】私の目標 ・今、小中一貫教育研究委託校では・・・（教育政策担当） 

・指導の重点に係る取り組みの紹介（教育指導課）  
・横須賀市の相談教室 支援の主体は学級担任（支援教育課） 

・進めよう！食育！（学校保健課） ・体力を養い、体力を向上させる授業を目指して（スポーツ課） 

11月 
 

(8号) 
 

・共に感動する心 （教育指導課：溝口指導主事） 
・「学びをつなぐ指導資料」作成中～来年４月完成予定～ （教育政策担当） ・「学校をつくる」～学校評価の活用２～（教育政策担当） 

・横須賀市幼稚園・高等学校教育課程研究会（教育指導課） 

・魅力ある集団づくり 気になる子も笑顔！どの子も安心して過ごせる学校づくり（支援教育課） 
・訪問支援研修 ～より充実した校内授業研究推進を目指して～（教育研究所） ・理科教育の充実を支援します～理科センターから～（教育研究所） 

・情報化社会に潜む危険（教育研究所） 

12月 
 

(9号) 

・給食は食育の最高最良の教材 （学校保健課：山田主査）  ・【つながる】後輩に学んだこと ・放射能の除染について（学校管理課） 
・フロンティア委託研究から見えてきたもの（教育指導課） 

・ユニバーサルデザインの授業＝確かな学力をつける授業 （支援教育課） 

・教員免許更新制を意識していますか？（教職員課） 

１月 
 

(10号) 

・本物から本物のことを学ぶ（教育政策担当：中川指導主事）  ・【つながる】人材育成を考える  
・教員が子どもと向き合う環境づくりに向けて② ～方策の検討～（教育政策担当） 

・指導の重点に係る中間総括～第３回・４回総括教諭等学校運営推進者連絡会より～（教育指導課） 

・公郷中学校 フロンティアＡ研究委託  中間発表会 （支援教育課） 

２月 
 

(11号) 

・よこすかで働く大人から学ぶ（教育指導課：海野指導主事）  ・【つながる】人材育成を考える 

・～横須賀市学力向上シンポジウム開催～「学校・家庭・地域の三者が一体となって、子どもの学力向上について考える」（教育指導課） 
・育ちと支援をつなぐ「本人・保護者と共につくる支援シート」の取り組みについて（支援教育課） 

・子どもを大切した授業づくり～子どもとともにつくる授業～・地球の明るい未来のために～横須賀の植物から考えた授業実践～（教育研究所） 

３月 
 

(12号) 

・3.11に想う～教師の使命とは（教育研究所：高橋主査・指導主事） ・平成 23年度横須賀市学校教育賞 結果報告（教育政策担当） 
・これからの学校教育の在り方を考える  人との関わり合いを大切にして、認め合い高め合う関係を築く力を育てる（教育指導課） 
・これからの支援教育の在り方を考える（支援教育課） 
・横須賀市支援教育推進委員会の報告（支援教育課）        ・平成 23年度優秀授業実践教員表彰（教職員課） 

【発行の趣旨】 学校教育の関する情報を教職員に発信し、その意識の向上を図り、もって学校教育の教育力向上を目指す。 

【様   式】 カラー用紙A3二つ折 4面構成とする。 

【対象・公開】  対象は、市立学校（幼・小・中・高・特）教職員とし、イントラネット及びインターネットの教育委員会ホームページに              

掲載する。 

【編集発行責任者】 教育総務部総務課教育政策担当 
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指 定 研 究 概 要  

 本市教育委員会の指定研究は、各学校の委託希望を尊重して行われている。本年度の指

定研究は、フロンティア研究委託（Ａ-小学校６校、中学校６校、特別支援学校１校／Ｂ-小

学校２校、中学校４校、幼稚園１園）、チャレンジ研究委託（Ａ-小学校 28校、中学校７校、

高等学校１校、幼稚園１園／Ｂ-小学校 11 校、中学校６校、特別支援学校１校）体力つくり

２校、運動部活動モデル校１校、外国人英語教員活用研究拠点校５校である。 

 
＜フロンティア研究委託Ａ＞ 

 

教科等教育               

                   野比小学校 

「自分の考えを持ち、自ら表現できる子の育成

～子どもから願いや問題を生み出す生活科・理科

の学習を目指して～」というテーマのもと、学年

・ブロック・全体で研究を進めてきた。 

どのような事象の提示により、子どもたちの心

に「ズレ」や「カベ」を生み出すか、どのような

働きかけにより、子どもたちが考えたくなるよう

な「問題」を生み出すか等について、指導の工夫

や手立てを考え、授業実践してきた。 

次年度も引き続き、子どもたちが生き生きと活

動する生活科・理科の授業づくりに取り組む。 

問題解決のための主体的な追究活動において

「話す」「聞く」「書く」「読む」の言語活動を

適切に取り入れながら、思考力・判断力・表現力

の育成を目指す。 

子どもも教師も、自らの学びと成長を実感でき

るような研究にしていきたい。 

 

教科等教育              

                   田浦中学校 

 本校では、全教育活動において道徳教育の視点

をもつこと、それらの教育活動と要である道徳の

時間との有機的なつながりをもたせることを研究

の重点課題とした。１年目の本年度は、第２回、

第３回の校内研究授業を教科の授業とし、各教科

と関連する道徳の指導項目の他に、全ての授業に

共通する道徳的な視点を次のように設定し研究を

進めてきた。 

① 規律を尊重し主体的に学習する姿勢の育成 

② 助け合い認め合う人間関係を作る態度の育成 

③ 学んだ知識を基に考えたり、判断したり、表現 

  したりしようとする態度の育成 

 
 
 
 スーパーバイザーに國學院大學の田沼茂紀教授

をお迎えし、研究会や研修会の度に温かく丁寧な 
ご指導を受けながら、生徒の変容とともに、職員 
の変容を楽しみにすすめている。 

 

言語活動の充実              

                森崎小学校 

本校では、「『ことば』の力を育てる授業づくり」

をテーマに研究に取り組んできた。国語科ではも

ちろん、教科・教科外の学習でも「ことば」の力

を育てていくことは論理や思考の基盤であり、コ

ミュニケーションや感性・情緒の基盤にもなる。

また、豊かな心を育む上でも「ことば」の力を伸

ばしていくことが大切である。各教科等のねらい

に沿った言語活動を取り入れていくことにより、

豊かな学びを支え、思考力・判断力・表現力を育

み、子どもたちの生きていく力になると考え、研

究に取り組んできた。10 分間の朝読書、「話す 聞
く」のステップ表の活用など全校で取り組んだ。 

研究発表会では、全学年と支援級で授業公開を

行うことができた。今後も子どもたちの生きる力

を育むため、授業力向上を目指していきたい。 
 

言語活動の充実          馬堀小学校 

言語活動の充実とは、「子どもたちが自ら思い

や考えを表出したくなること」また、「周りの仲間

が受け入れる・認めること」だと考える。教師が

思いや考えを表出したくなるような学習環境を整

えることや思いを受け入れられるような学級をつ

くることから始まる。その土台の上で、子どもた

ちがやってみたい、考えたいと思える場面を想定

し、授業づくりをしていくことが大切である。子

どもの「表出したい」という意欲を高めるための

教材・発問・課題・場面の設定・授業形態の工夫
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などの教材研究は欠かせない。子ども同士の関わ

り合いによって深まったり広がったりするような

学び合いにつながるためには、誰にでもわかるよ

うに話す力と友だちの考えを素直に聞くことがで

きる力が求められる。そうすることで思考力・判

断力・表現力を高めていきたい。 
 

指導と評価           

               大塚台小学校 

 校内研究テーマ「学び合う楽しさを味わう子ど

もを目指して～言葉や思いを大切にし、お互いが

高め合う授業～」の実現を目指した。前年度まで

の取組を継承しながら、本年度は「算数科」を通

してテーマ実現のための具体的な手立て（指導）

や子どもの見取り方（評価）について各学年・専

門部で議論を重ねた。また全学年が研究授業を行

い、事後の研究協議で出された成果や課題につい

ては、次学年の授業に生かされるよう学校全体と

してのつながりを持つようにした。 
 次年度も引き続き、「算数科」を通して、子ど

ものどのような姿をどのような場面で評価をして

いくのか、子どもたちの学びや学び合いはどこに

あったのかなどについて議論を重ね、その経過を

研究公開という形で発信していくこととする。 
 
支援教育           

               大矢部中学校 

生徒にとって授業内容が理解でき、学ぶ喜びが

得られる授業を行うことは、とても重要なことで

ある。このことは、二次的に起こると考えられる

不登校や種々の問題行動を防ぐ観点からも重要で

あると考え、ユニバーサルデザインの視点を盛り

込んだ授業づくりに取り組んできた。 

本年度は、発達障害に対する理解や、支援の在

り方についての研修を積み重ねるとともに、生徒

の視覚・聴覚・運動覚にうったえかけるよう、授

業研究を行ってきた。次年度にも、視覚・聴覚・

運動覚を意識した授業実践を重ねていき、どの生

徒にとっても学びやすい授業方法の模索を続けて

いくとともに、より多くの生徒が学びやすい学習

環境づくりについて研究を進めていきたい。 

 支援教育             

                 ろう学校 

 「子どもの実態に配慮した授業の工夫 ～ 一人

ひとりの子どもに応じた教育的支援 ～」をテーマ

に、本年度から３年継続のフロンティアＡの委託

研究に取り組み始めた。本校には０歳から高等部

まで幅広い年齢層の子どもたちが在籍している。

聴力も聞こえ方も、コミュニケーション手段も異

なる中、個々の子どもたちの実態に配慮した授業

を行うために研究に取り組んだ。 
 本年度は研究に伴い、校内研修に、筑波大学附

属聴覚特別支援学校をはじめ、大学、補聴器会社

等の外部講師を招き、毎月の学部の研究会には、

国立特別支援教育総合研究所から講師を招き、指

導助言をいただいた。 
今後も子どもたちの「確かな学力」の定着と「自

立」の力の育成をめざして研究に取り組みたい。 
 

学力向上            

               津久井小学校 

前年度の研究において課題となった児童の変容

や考察から、研究テーマを「自ら考え、行動する

子の育成をめざして」とし、「授業づくり」「学

級づくり」「学習習慣づくり」の３本を柱に据え、

それぞれの視点から研究テーマに迫った。 

「授業づくり」では、教科研究を中心に「つけ

たい力」を明確にし、授業改善及び指導と評価の

一体化をめざした。「学級づくり」では、Ｑ－Ｕ

の結果を活用し、豊かな人間関係を育成し、児童

の学習意欲向上につながる学級経営を実践した。

「学習習慣づくり」では、家庭や地域の教育力を

生かし、児童の学習意欲を高めるための連携を考

えた。教師の指導力向上のための研修・研究、支

援教育による個々の学力向上の柱も明確にし、教

育活動の充実を図った。 

 

学力向上            

               不入斗中学校 

本校では現在、生活面・学習面ともに落ち着い

た毎日が送られている。その一方で、学力向上を

意識した授業・学校体制づくりが十分になされて
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こなかった。そこで、今年度、市の委託を受けた

のを機に、学力向上を学校全体で研究することに

なり、まずは全員が公開授業を行うこととした。 

また、研究の取りかかりとして、現状把握のた

めのアンケートを実施した。その結果から考察さ

れたことやスーパーバイザーの講師の講演内容

を踏まえ、研究主題を｢言語活動の充実｣を意識し

たものとした。このことは特に目新しいことでは

ないが、研究１年生である本校としては勉強する

価値があるだろうということで決定した。本年度

は研究を進めるにあたっての土台作りの年とな

ったが、次年度は生徒の学力向上につながるよう、

計画的・組織的な研究を重ねていきたい。 

 

登校支援              

                公郷中学校 

「小中のつなぎを生かし、支援教育を基盤にし

た安全・安心な学校づくり ～登校支援の充実と学

力の定着・向上を図る～」をテーマに本年度より

２年にわたる取り組みを始めた。21、22 年度のフ

ロンティアＡの取り組みを経て、(1)「安全で安心

できる学校」を継承する(2)ユニバーサルデザイン

の視点に立った授業を継続し、向上を図る(3)学習

に対して自信を持たせ、学力の向上を図る(4)「個

の見取り・生徒の困り感」に気付く感性と知識を

養う(5)小中連携を計画的に進める。の５つが今後

の課題として上がったことが主題設定の理由であ

る。中でも近隣小学校と「支援教育を中心とした

行動連携のつなぎの充実」を図っていくことで、

ゆるぎのない安全・安心で楽しい学校づくりを継

続していくことを主眼に取り組んでいきたい。 

 

習得・活用・探究          

                   追浜小学校 

前年度に引き続き、「自ら学び 豊かな心で  
未来を切り拓く子を目指して ～学び合い、認め

合い、高め合う授業づくりを通して～」というテ

ーマで研究に取り組んだ。本校は、小規模校のよ

さと可能性を探り、児童一人一人のよさや可能性

を伸ばすため、授業づくりを核として研究を進め

た。全職員が授業研究を行い、付箋紙を使って着

目児童を見取り、研究協議会では発問や児童の様

子から授業を見直すことができた。着目児童一人

一人をじっくりと見取ることで、児童理解を深め

ることもでき、その後の授業に生かすこともでき

た。 
また、地域と連携することで追浜地域での教育

活動をより充実させることができた。近隣校等と

の交流も学習を通して自校のよさや他校のよさを

知る機会となった。今後も継続して授業づくりや

地域との連携・近隣校との交流を進めていきたい。 
 

習得・活用・探究          

                  池上中学校 

 23 年目になる「個を理解し、個にせまり、個を

生かす」池上中のテーマにせまるために、今年度

は“学び合い”にこだわり全職員で研究授業を行

ってきた。研究討議の柱として、学び合いを生み

出すためにどのようにしたらよいかを中心に話し、

グループで話し合ったものをさらに深められるよ

うな授業を目指した。そのために、グループ学習

の意義を確認し、子どもたちの声に耳を傾け、子

どもたちの声がたくさん飛び交い、それを教師が

つなぐことのできる授業を目指して今後も授業研

究を行っていきたい。そして、子どもたちの学力

向上を目指すとともに、安心してみんなが過ごせ

る学校づくりをしていけるように全職員で力を合

わせていくつもりである。 
 

習得・活用・探究         

                大楠中学校 

平成 14 年度より研究委託を受け、「考える力」

「伝え合う力」「表現する力」について継続的に

研究を重ねてきた。前年度からは２年計画で「か

かわり合いを通してみつける学ぶよろこび」をテ

ーマとして研究を進めた。生徒同士の話し合いを

より活発にするために、意欲的に取り組む姿勢を

身に付けさせようと「学ぶよろこび」を生徒に感

じさせる授業研究を行った。課題の一つである「学

習班活動が有効に機能しない」ことに対し、本年

度、サブテーマ「～学習班活動のありかた～」を

追加し、４回の研究授業を中心に研修をした。研
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修会にワークショップ方式を取り入れ、生徒の見

取りと班活動の持ち方、役割分担、進め方に係る

研修を実践できた。次年度は、更に教師一人一人

の授業力向上を図るため、授業研究に取り組んで

いく予定である。 

 
＜フロンティア研究委託Ｂ＞ 

 

道徳的価値を自ら生活の中で生かしていく児童を

育成する道徳の授業 

                望洋小学校 

 本校は前年度より市フロンティア研究委託を受

け、淑徳大学名誉教授の新宮先生をスーパーバイ

ザーに迎え「道徳的価値を自らの生活の中で生か

していく児童を育成する道徳の授業」をテーマに

取り組んでいる。 
 具体的な研究の柱として、「資料の読み取りを

どうとらえていくか」と「総合単元的道徳」につ

いて研修を積み重ねた。 
 道徳の授業で教師と子どもが「人間のよさ」を

語ることにより、日々の生活の中で学んだ道徳的

価値の良さを実践し、子どもたちがより良い生き

方を求めようとする姿が見られてきた。 
 今後も教師と子どもたちのより良い学びを目指

し、授業研究に励んでいきたい。 
 
豊かなかかわりを通して自分を見つめ高め合う子 

武山小学校 

 本校は、今までに国語「聞く・話す」の研究を

行い、学習における土台づくりを行ってきたが、

児童間において「高め合う」ための基礎的な学力

が二極化していることが課題としてあがってきた。

特に、算数科において差が顕著に表れていたため、

前年度から算数科を通してテーマに迫ろうと研究

を進め、本年度は全市に向けて発表を行った。 
 児童の計算力を伸ばす取り組みを日常的に行う

とともに、学年での教材研究を深めたことにより、

児童がどこでつまずいているのかなどの見取りが、

いっそう深められるようになった。また、児童も

授業に対して、より意欲的に臨むようになってき

た。 

  
 
 
 
  
 
 
 
研究 3 年目になる次年度は、他学年との関わり 
も含めて、研究を進めていきたいと考えている。 
 

他者とのかかわりを通して、互いを高めあう教育活動

の研究 ～コミュニケーションから生まれる新たなもの

の追求～ 

                        鷹取中学校 

本校では、「言語活動」をどう捉えて授業の

中で実践できるかについて単元指導計画（プロ

セス表）を作成する中で、この課題に対する具

体的な研究と実践が日常的に行われることを確

認し、取り組んできた。 
 ２年間で「何をもって言語活動とするのか」

等、理論研究を行う中、生徒と生徒、生徒と教

師、教師と教師が互いに授業での効果的なコミ

ュニケーションの図り方を互いに授業を見合い

ながら研究を推進してきた。 
課題は多く残されたが紀要と公開授業・研究

協議は、各教科での言語活動の在り方として今

後の方向性を示すものであり、一つの財産とし

て活用し、修正・加除・改善、新たなる項目を

以て継続されるべきものと考えている。 
 

確かな学力を育てる、学びの場の創造 

～生徒が「わかった」「できた」「学んだ」実感がある楽

しい授業づくり～ 

野比中学校 

研究の２年目となる本年度は、次のような取組

を行った。 

① 年間７回にわたる全員研究授業 

② 座席表指導案 

③ ワークショップ型の研究協議会 

④ スーパーバイザーによる研究の方向付け 
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⑤ 個人テーマの設定と振り返り 

 特に、～聴き合うことを通じて～というサブテ

ーマを設けたこと、そして、全員が研究授業に取

り組んだことで一定の成果を上げた。 

「楽しい」授業の方向性が定まり、教科の枠を

超えて、生徒のつぶやきや表情が変わる瞬間をと

らえる生徒の視点に立った研修が行えるようにな

ってきた。今後も、研究の成果を普段の授業に生

かせるよう研究を継続していきたい。 

 

主体的に学びあう生徒の育成 ～基礎基本の定着

と主体性･創造性の育成を目指して～ 

追浜中学校 

 追浜中学校での授業研究の取組は過去２回の

フロンティアＡ研究委託を含めて次年度で６年

目を迎える。本来、中学校は生徒一人一人に「学

び」を保障する場であるという考えのもと、様々

な角度から、授業力向上を図るための取組を行っ

てきた。 

 特に生活班を中心としたグループ活動は各教

科で積極的に活用しており、生徒の中でも定着し

てきたように感じる。この活動の中で言語活動の

充実を図っていくことが、研究テーマの実現に近

づく方法のひとつであると考えている。また、研

究授業後に行われる協議会の冒頭には生徒代表

も参加させ、生徒自身の意見や感想も踏まえなが

ら、協議の充実を図っている。 

 次年度はさらに具体的な成果を示すことがで

きるような充実した１年にしていきたい。 

 
思考力･判断力･表現力の向上を目指して 

～９年間の学びを意識して～    

                武山中学校 

 本校では、本年度「思考力・判断力・表現力の

向上を目指して～９年間の学びを意識して～」の

テーマのもと、市教育委員会の研究委託を受け、

「小中連携を視野に入れた新学習指導要領に則っ

た授業作り」の研究に取り組んできた。 
 平成 21 年度・22 年度と２年間にわたり、「小

中連携」の研究委託を受け、学区の３小学校の協

力支援を得ながら、研究を積み重ねてきた。本年

度はその成果を受けつつ、新学習指導要領完全実

施を見据えた授業づくりを目指してきた。 

 スーパーバイザーの矢野先生のご指導を受けつ

つ、定着した感のある協議会をさらに有効なもの

へとすべくバージョンアップをしていきたい。 

    
幼児一人一人の良さを生かしながら、協同して遊ぶ

ようになるためには、どのような環境の構成や教師の

かかわりが必要か 

大楠幼稚園 

今回の幼稚園教育要領の改訂で重要視されて

いる協同的な遊び（学び）の大切さについて研究

している。幼児の中には、基本的な生活習慣が身

に付いていない子やコミュニケーション能力が

欠けていて自己中心的な子も見られる。そこで４

歳児は幼稚園での生活の中で、環境の構成や教師

の関わりにより、どのように気持ちを安定させ、

自己を発揮していくかを探っていった。５歳児は

幼児一人一人の良さを生かし、集団の中で共通の

目的に向かって協同して遊ぶようになるには、ど

のようなことが大切なのかを探っていった。次年

度も、以上のことを踏まえ引き続き協同的な遊び

の大切さを研究、分析し、講師の先生に助言をい

ただきたい。そして１月に公開保育をし、２年間

の成果を研究紀要にまとめる計画である。 

 
体力つくり            
                平作小学校 

平作小学校では、市からの研究委託を受け、一

年目の研究として「いつでも、どこでもできる体

力つくり」というテーマのもと、児童の体力向上

に取り組んできた。普段の授業の中での取組・休

み時間の取組・食生活改善の取組という三つの柱

を立て、具体的な方法を模索した。特に、体力面

だけではなく学習面でも生活面でも基盤となる、

食教育、給食に対する取り組みに力を入れた。た

とえば、給食の配膳では、「給食を残さない」と

いう指導ではなく、「自分がどれだけの量を食べ

るべきか、適正の量を知る」ことに注目して配膳

をした。来年度に向けては、本年度学んだことを

生かした継続的な指導が必要と考える。児童への
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目に見える成果を意識し、より学校全体で組織的

に取り組めるようにしたい。 
 

体力つくり            

                浦賀中学校 

本年度の研究として、浦賀中学校生徒の体力及

び意識調査の分析を中心に行った。 
１年生に対し、５月と 11 月に新体力テスト及び

アンケートを行い、そのデータを比較した。 
 データを統計的な検定にかけ、数値の違いが偶

然の範囲なのか、統計的な差と言えるのかを分析

した結果、浦賀中学校の体力においての傾向が見

えてきた。この傾向をもとに、２年目の研究では

体力においては、全身持久力及び敏しょう性を高

めるための取組を行っていく。 
生活面については、栄養指導及び夏休みの生活

習慣チェック等を行い、運動以外の切り口からも

健康・体力の向上に取り組む。この取組結果を横

須賀市全体で共有できるよう、来年度提案してい

きたい。 
 
運動部活動モデル校        
                神明中学校 
 本年度、運動部活動モデル校研究委託を引き受 

け１年目の準備をしてきた。神明中学校は 14 ク

ラス 495 名の中規模校である。運動部活動の入部

率は 87％で多くの生徒が部活動に所属している。 

今回の研究委託では、４月に行われる新体力テ

ストの結果から敏捷性と筋力などのフィジカル

要素が低いことと、スポーツにおいて重要な要素

の一つである食事に対して選手・顧問・保護者の

意識が低いことから、研究の重点として、外部講

師を呼んで月１回のフィジカルトレーニング、栄

養セミナーの開催、年３回のフィールドテストを

実施していく予定である。この取組を通して、生

徒に対してトレーニングと食事の両方からサポ

ートすることで、フィジカル要素の向上と顧問の

レベルアップを目指していきたい。 

 

 

 

外国人英語教員活用研究      
                坂本中学校 

本校は、本年度より外国人英語教員活用研究を

スタートさせた。FLT の効果的な活用方法を考え

ながらの１年目となっている。授業において１年

生を週２回、２・３年生は週１回、なるべく固定

の曜日で日本人教員とのティームティーチングを

行っている。教科指導以外では、部活動指導や委

員会活動等多岐にわたり指導を行っている。 

本年度の研究を通して感じたことは、FLT を効

果的に生かすことを年度当初にしっかり計画し、

実行に移すということである。２年目となる来年

度は FLT だからこそできる指導をよく話し合い、

生徒が興味関心を持てるような題材で、英語活動

に取り組んでいけるよう、日本人教員と FLT とで

授業を進めていけるようにしていきたい。 

 
外国人英語教員活用研究    
               不入斗中学校 
 本校は本年度より外国人教員の拠点校として

FLT を迎えた。 

 各学年ともに TT 授業を実施し、既習内容の復

習や新出表現を用いた Speaking・Listening 活動

を、生徒の実態や興味関心に基づき行ったことで

英語学習への意欲を高めることができた。また、

生徒の理解を確認しながらスモールステップで

行うやり方に生徒も慣れ、FLT の説明を聞こうと

集中し落ち着いて授業参加ができている。 

 また、所属学年の２年生では職業体験の取組を

生徒とともに行い、清掃活動・部活動など積極的

に生徒と関わることで、生徒が自発的に臆せず

FLTとコミュニケーションを図る姿勢が見られる

ようになった。次年度も同様の効果を図りつつ、

更なる研究に努めたい。 

 
外国人英語教員活用研究     
               久里浜中学校 
 本年度は外国人英語教育活用の研究１年目であ

る。本校英語科の意向として、入門期に生の英語

を多く聞かせることでより効果を得られると考え

第１学年は週１回、第２・３学年は２週間に１回
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の割合で FLT との TT 授業を実践してきた。 

 授業展開として、パソコン・プロジェクターを

使用し、視覚に訴えたストーリーのある教材の活

用を試みた。活用の実践例としては文法の導入を

メインにおきながら会話で使用する表現練習を行

うなど視覚と音声中心の授業を展開した。当初は

戸惑いつつあった生徒も１年を経過して自然に英

語表現を口にするようになった。次年度も生徒の

コミュニケーション活動がより活発に交わされる

ように FLT と JET でさらに互いに連携を深めなが

ら授業づくりを実践していきたい。 

 
外国人英語教員活用研究      
                武山中学校 

本校に FLT を迎え、１年が過ぎようとしてい

る。基本的に週３回の授業を１セクションとし、

【①文法導入  ②コミュニケーション活動  ③教

科書本文】を基本スタイルとして指導してきた。

その中で②コミュニケーション活動を FLT の授業

と位置付けた。FLT が主体となり、ゲーム形式や

表現活動など様々なスタイルを用いながら、生徒

が英語を使う機会を多くつくり、生徒の興味関心

を引き出せた。生徒は FLT が来るのを楽しみにし

ている。また夏休みにはサマースクールを開催

し、英検受検者には面接練習を行うなどの補

習授業も行い成果を上げている。日常生活に

おいても清掃や行事、部活動等で FLTとふれ合

うことも生徒にとってよい刺激となってい

る。  
 
外国人英語教員活用研究       

                馬堀中学校 

FLT を迎えて２年目となった。全学年の授業に

加え、２年生の選択授業では FLT が中心となり、

日本人教員がサポートにあたる形を取り入れた。

内容は主にオーラルコミュニケーションや異文化

理解に関するもので、FLT を存分に活用すること

ができた。また、試験期間の学習相談会では、英

語の苦手な生徒を中心に、まず『教科書を読める

こと』に取り組み、生徒の意欲を高めた。 

 

 FLT は、表情豊かで楽しい雰囲気をつくる。生

徒たちは、そこから自然に英語の世界に入り、照

れがなくなり、「知りたい」「伝えたい」気持ち

が沸いてくる。普段の生活でも自然に FLT とコミ

ュニケーションをとる。その自然さを、言語を学

ぶカギの一つとして今後も大切にしていきたい。 
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小 中 一 貫 教 育 指 定 研 究 概 要 

          平成 23 年度から３年間、小中一貫教育の構築に向けた取り組みの一つとして、 

         次の４中学校ブロックの学校(６小学校、４中学校)を研究委託校として指定いた 

         しました。義務教育９年間を一体と捉え、発達の段階に応じて子どもの学びをつ 

         なぐ教育の実現を目指して、様々な取組を進めています。 

 

常葉中学校ブロック 
（諏訪小学校、田戸小学校、常葉中学校） 

本年度は「学びの系統性・連続性を意識して、

豊かな学びを基礎とした確かな学力を身に付ける

ための授業改善と行事の工夫」というテーマで研

究に取り組んだ。 
大きな成果としては、６月に行われた常葉中学

校での全クラス授業公開である。３校の教職員が

一堂に会し、公開授業について語り合い、小中の

連携の大切さを再認識できた。また、当日の指導

案ではどの教科でも「学習の系統的整理」を掲載

し、小中の学びの系統性・連続性を意識した授業

展開を行ったのは有意義であった。 
授業終了後、早稲田大学教授小林宏己先生から、

「私の視点で見た今日の生徒達」というお話をい

ただいた。発言する子、プリントを忘れた子等、

多角的に捉えた生徒の様子から、当日の授業につ

いて語っていただいた。 
この研究会の最後に、小林先生から小中一貫研

究で大切なことを教えていただいた。 
①最終的には授業の改善が前提である。分かる授

業を作り上げていくことが大切である。小学校の

問題は小学校の内に解決し、中学校へ送り出すこ

とを意識してもらいたい。 
②研究に対して負担感のイメージをなくしてもら

いたい。授業改善の方向を校内研究とリンクさせ

ていくのも一つの方法ではないだろうか。 
次年度も常葉中学校で本年度と同じように授業

公開をする予定である。事前に教科の打ち合わせ

を行い、「学習の系統的整理」を充実させたいと

考えている。 
今後も、３校が連携しながら、学習指導・児童

生徒指導の面で情報交換を密にしていきたい。 
 

 

 

 

岩戸中学校ブロック 
（岩戸小学校、岩戸中学校） 

１ 研究テーマ 

「学びをつなぎ、確かな学力を培う授業」 

２ 研究推進組織（小中一貫教育連絡協議会） 

小学校：校長 教頭 教務 研究担当 

小中連携担当 

中学校：校長 教頭 教務 研究推進担当 

地域連携担当 小中一貫担当 

３ 本年度の活動 

担当者同士の連絡・情報交換を密に行い、互い

に無理ない日程で実施することができた。授業研

究への相互の参加や合同研修会の実施等、学習指

導の面でより充実した活動を実施できた。 

◎岩戸小学校会場で実施した主な事項 

７月  小中一貫担当者会議 

７月  夏休み対策会議（９月に反省会） 

７月 岩戸中学校教師による６年生授業 

   (２日間５教科） 

７月・11 月 授業研究会に岩戸中学校職員参加 

12月 小中合同学校評議員会 

12月 小中一貫教育合同研修会 

２月 岩戸中学校職員授業見学と給食体験 

◎岩戸中学校会場で実施した主な事項 

６月 岩戸中学校内授業研に岩戸小学校職員参加 

８月 ６年生授業体験 部活体験活動５日間実施 

(授業) 英語 技家 保体 理科 音楽 

(部活動)テニス サッカー 陸上 野球他

８月 小中合同研修会 

10月  ６年生による中学校授業・合唱練習見学 

２月 新入生児童授業見学と説明会 

４ 次年度へ向けての課題 

学習指導面では、小中相互に学習指導要領への

理解を深め９年間の授業の一貫性に取組み、研修

を重ね、授業力向上・指導力向上に努める。 

児童生徒指導面では、地域関係機関も含めた情

交換を行い、学区全体を見通した指導に努める。 
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北下浦中学校ブロック 
（北下浦小学校、津久井小学校、北下浦中学校） 
「確かな学力と豊かな心をはぐくむ 小中一貫教

育のあり方をさぐる」をテーマとし研究をスター

トさせた。もともとこのブロックでは、小中連携

の取組として、教職員間の授業公開と情報交換、

生徒会執行部を中心とする小学校訪問、部活動公

開による小学生の中学校訪問等を行っていたの

で、本年度は、まず今までの実践を継続していく

ことをベースに計画づくりを行った。 

６月１日に北下浦中学校で５教科の授業公開を

行い、研究協議及び教科の打ち合わせを行った。

小学校で工夫していることや、小学校で習得して

くれると助かること等、お互いに情報交換を行っ

た。また、９月２日には北下浦中学校の職員が北

下浦小学校と津久井小学校へ出向き、授業参観と

情報交換会を行った。 

講師を招いての合同研修会を２回開催した。第

１回目は８月 24 日に「確かな学びと豊かな心を育

む 小中連携・一貫教育」をテーマに、早稲田大

学の小林宏己教授に講演をしていただいた。第２

回目は１月 11日に「連続的な学びを創造する小中

一貫教育の在り方～つくば市の目指す小中一貫教

育構築のために～」をテーマに、つくば市立吾妻

中学校の菊地智之先生に講演をしていただいた。 

本年度の成果としては、お互いの授業を参観し

教科ごとに分かれて情報交換することが継続でき

たことが挙げられる。また合同の研修会を行うこ

とで、小中一貫教育の基本的なことや、実践され

ている吾妻小・中学校の成果や課題などを学ぶこ

とができた。３校の行事予定を照らし合わせなが

ら前年度のうちに研修会などの計画を立てられた

ことも良かった。 

今後の課題としては、教職員間の交流をさらに

深めるとともに、実践的な授業交流や児童と生徒

の交流ができる取組を行うことなどが挙げられ

る。次年度の教科の打ち合わせは、年度当初にお

互いのカリキュラムを持ち寄りながら行いたいと

考えている。研究のための研究ではなく、子ども

たちのために、今までやってきたことを無理なく

膨らませていきたい。 

長井中学校ブロック 
（長井小学校、長井中学校） 

この町・長井で心豊かに育つ子どもたち 

－９年間の学びの系統性 

・連続性を重視した教育活動の実践－  

そのために、次のように「子どもの将来に向け

た教育の方向」を考える。 
１．将来、社会の形成者として生活を営む上で必

要とされる自立の基礎や基本となる資質・能力

を身に付ける。 

２．将来、生産的な仕事を行い、社会に寄与する

有為な人材になるために必要な資質・能力を身

に付ける。 

３．将来、社会の変化に対して対応できる力を身

に付ける。 
 

子どもの「確かな成長」には、それぞれの段階

で基本的生活習慣、基礎・基本の学力、社会性を

身に付けさせながら、自己肯定感を高めさせて成

長させると同時に、将来、社会の一員として通用

する人材に育つための教育の継続性が重要であ

る。 

長井地区は「地域の子どもは地域で育てよう」

という共同体的な意識が高く、学校への独自な関

わり方の良さがある。それを踏まえた上で、小中

一貫教育は、「確かな学力」や将来に向けた子ど

もの資質・能力の向上に向けた豊かな教育を目指

すものである。だから、小６と中１の「つなぎ」

の接続だけを取り上げるのではなく、あらためて

９年間の義務教育を共に創造するという視点で長

井小学校と長井中学校は共に研究推進に努めてい

きたい。 
【次年度への重要項目】 
１．長井地区に根ざした「共生・共創」に基づき

小中一貫教育の展望を明確にする。 

２．９年間の義務教育校としての学習指導，児童・

生徒指導，防災・道徳教育など、「学びのつな

がり」のある取り組みに努める。 
３．共通性のある教育課題の改善や小中一貫教育

の推進のあり方について、より具体的に計画

し、実践化に努める。 
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教 育 行 事  

作詞作曲募集 

本年度の応募状況は次の通りであった。 

《作詞の部》小 165 点 中  42点 計 207点 

《作曲の部》小 196 点 中  46点 計 242点 

 作曲の第二次審査は、作曲家の八木澤教司氏に

依頼した。小学校２点、中学校２点の入選作品と

小学校３点、中学校２点の準入選作品を選んでい

ただいた。入選作品・準入選作品は、入選集第 54

集として発行。 

なお、入選作品は、平成 24 年８月 19 日に開催

する「子どものための音楽会」で発表する。 

 

 

子どものための音楽会 

よこすか芸術劇場を会場に、８月 21 日（日）に

開催された。今年は中学校 17 校の吹奏楽部員によ

る合同バンドが４月から５ヶ月間の合同練習を経

て、「合唱と吹奏楽のための組曲“横須賀”」を

はじめ、「メモリアルマーチ『わが街は…』」「風

を感じる街～yokosuka～」など、すばらしい演奏

を披露した。合唱の部には 15 校 131名の中学生の

他、22 校 35 名の小学生も加わり、練習の成果を

披露した。 

 

 

小学校芸術鑑賞会 

 〔オーケストラ鑑賞会〕５年生対象 
６月 13 日：１回公演 ６月 14 日：２回公演 

今回で第 16 回目の実施である。演奏は神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団、指揮はドイツ・ヴュルテ

ンブルク・フィルハーモニー管弦楽団の芸術総監

督兼、首席指揮者を務める飯森範親氏であった。

この会では、鑑賞するだけでなく、「横須賀市歌」

の全員合唱、「ビリーヴ」の全員合奏という小学

生が神奈川フィルハーモニー管弦楽団と一緒に演

奏するプログラムもあり、心温まる演奏会となっ

た。また、各楽器の紹介のコーナーや飯森氏から

子どもたちへメッセージを伝える場面もあり、演

奏はもとより様々な面で子どもたちを魅了した。 

 〔劇団四季ミュージカル鑑賞会〕６年生対象 

 ７月 12日：１回公演 ７月 13日：２回公演 

劇団四季の「こころの劇場」を６年生対象に公演。

演目は、「はだかの王様」。小学生も一緒に歌う

場面があり、ミュージカルの楽しさを十分味わっ

ていた。 

 

児童生徒書写作品展 
本年度も、文化会館展示室を会場として実施し、

小学校・中学校・ろう学校・横須賀総合高等学校

（全日・定時）の児童生徒の書写作品（高校は書

道作品）、約 1000 点を展示した。会期は、１月

20 日～24 日、約 3000 名の来場者があり、保護者

・家族・市民から高い関心が寄せられた。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。展示作品を通して、児

童・生徒の書写の能力を把握し、教師の指導の振

返りの機会とすることができた。また、小学校か

ら中学校への書写のつながりや、高等学校の芸術

科書道への発展に至る様子をみることができた。 

 

 

学校文集募集 
小・中学校とも校種に応じたテーマにより、国

語研究会の協力を得て、第 80号を発行した。 

（小学校）「国語学習で培った力を生かして、

相手に伝わるように書く」というねらいのもと、

各学年別にテーマを設定し募集した。募集作品

547 点の中から 85点を選び、各学年２名の審査員

が評を加えた。 

（中学校）文章表現力を育てるための一つとして、

日常の国語科学習を通して生まれた作品を中心に

掲載した。創作俳句や短歌、随筆、小説、意見文、

生活文など文種は多岐にわたり、掲載作品 87 点

に、審査員による評を加えて発行した。 

 

 

読書感想文・画募集 

 読書感想文コンクールは、本年度で 57 回目を迎

え、例年通り各学校種に応じ、自由・課題の２つ

の部門で募集した。小学校 4058 点、中学校 2292

点、特別支援学校 1点の合計 6351点の応募があり、

審査会には学校代表 393 点が出品された。応募数

が昨年度の 1.8 倍あり、各学校における読書活動

の取り組みの成果がうかがえる。 

 横須賀地区第１次・第２次審査会で「優秀」「優

良」に選ばれた作品（小学校 42点、中学校 13 点）

を掲載した「読書感想文集 55号」を刊行し、市内

各学校に配布した。市内学校８名の教員が、書評

の執筆をし、編集に携わった。 

 読書感想画コンクールについては、小学校 47

校、中学校 11校、特別支援学校 1 校から応募があ
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った。小学校では教育課程の一部として取り組ん

でいる学校が多く、中学校では部活動等、課外活

動において取り組んでいる。 

今後も、各学校で読書活動の意義を再認識し、

様々な機会を通して読書指導の機会を増やし、児

童生徒の読書への関心を高めていきたい。 

横須賀地区審査会での入賞作品 685 点は、「第

22 回読書感想画展」に展示した。平成 24 年１月

５日から 10 日までの６日間、横須賀市文化会館市

民第１ギャラリーを会場に、指定図書やこれまで

の読書感想文集、昨年度の県のコンクール入賞作

品も合わせて展示し、読書への関心を高める工夫

を行った。 

期間中は、入選者の家族を始め、一般市民が多

数訪れ、2851名が来場した。 

 
 
児童生徒造形作品展・造形教育研究発表会 

第 64 回展は、１月 14 日～１月 30 日、横須賀

美術館で開催した。「豊かな心を育てる造形教育

―子どもによりそい、おもいをかたちに―～であ

う・あじわう・つくりだす～」をテーマに、幼・

小・中・高・ろう・養護学校の子どもたちの作品

約 2,800 点を展示した。会期中の美術館の観覧者

数は市民、保護者と子ども合わせて約 14,000人。 

会期中の 1 月 20 日には、研究発表会および講演

会を開催した。 

発表者及び発表内容は、田浦小学校 澤口瑠美

教諭「子どもの生活を主軸に置いた指導計画と題

材設定」、野比中学校 杉戸美和教諭「豊かな感

性を育む授業づくりの工夫～鑑賞の指導を通し

て～」。いずれも新学習指導要領で示されている

新たな視点から、指導の改善を図った実践の報告

だった。 

講演会講師は横浜国立大学名誉教授 宮坂元裕

先生。演題は「新しい学習指導要領について私が

考えていること」。新学習指導要領について、新

たな視点を置いた解説をいただいた。 

 
 
中学校リーダースキャンプ 

平成 23 年度リーダースキャンプは８月 21 日～

23日の期間、三浦ふれあいの村で実施され、横須

賀市の中学校生徒会事務局役員および各委員会の

リーダーたち、約 220 名が参加した。提案や意見

交換を通して、学校行事の企画、立案、運営や学

校生活にまつわる諸問題の解決や広報や合唱活動

など、自治的活動の在り方を主体的に学んだ。 

また、２日目の夜は体育館でキャンドルファイ

ヤーを盛大に行い、親睦を深めるとともに、創造

性ある活動の発表（各グループによるスタンツ）

を行った。３日目の閉会式では各分科会で学んだ

ことの発表を行い、リーダーとしての資質の育成、

指導力向上に資する活動となった。この成果を各

学校の生徒会活動に生かすことが大変重要であ

る。 
 

 

中学生主張の会 

  隔年で研究会主催になる「中学生主張の会」が

10 月 15 日（土）の午前に、横須賀市立総合高等

学校ＳＥＡホールにて行われた。約 250 人の聴衆

を前に、代表生徒４名が堂々と熱弁をふるい、そ

れに対して、会場の生徒たちと白熱した意見交換

を行った。 

また、今年度は、この会の中で被災地に向けた

応援メッセージを会場全体で作った。今個の状況

の中で、中学生として何ができるのかを、一人一

人が深く考えることができた次来年度は「中学生

主張大会」となる。 

 
 
中学校演劇発表会 

第 28 回横須賀市中学校演劇発表会が市内７校

の参加で実施された。 

どの学校も練習の成果が十分に発揮された発表

で、精一杯演じる姿は、観客に感動を与えた。 

最優秀校には、大矢部中学校の「式根島の蛇は

噛まない」が選ばれた。生徒を演じる３人は、多

感な少女の思いを表現し、また少女たちを支える

先生の役に挑戦した生徒も頑張りを見せた。さら

に発表を通して、悩みながらも自分の進路を切り

開き、力強く生きる素晴らしさを改めて感じる機

会となった。 

同校は、第 49 回神奈川県中学校演劇発表会に横

須賀地区の代表として出場し、神奈川県立青少年

センター館長賞・神奈川県中学校文化連盟会長賞

を受賞した。 

 

 

スクールデジタルコンテスト 

子どもたちの情報活用能力の育成を目的とし、

平成 16 年度から始まったこの事業は８回目を迎
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えた。本年度は、デジタル作品部門のテーマを「未

来の学校」とし、予算の全額を民間企業等の協賛

金でまかなう形で行われた。（１団体より５万円

の協賛金をいただいた。） 

本年度の作品応募数は、ホームページ部門 14

点(小学校４点、中学校７点、高等学校３点)、デ

ジタル作品部門 52 点（小学校 43 点、中学校４点、

高等学校５点）の合計 66 点であった。審査の結果、

22作品に賞状と副賞が授与された。 

 
 
＜体育的行事＞ 

第 60回中学校総合体育大会 

４月 16 日（土）、24 校の代表生徒 2,460 名が

整然と参加し、「響かせろ心の奥のその強さ」の

スローガンのもと、横須賀アリーナで総合開会式

を行った。模範演技は、日本体育大学トランポリ

ン部を招き、迫力のある演技を披露した。延べ

7,600 名が、その後 13 種目にわたり技能を競い合

い、交流を深めた。 

 

 

第 36回小学校児童相撲大会 

 ５月７日（土）に市内小学校 42 校の５、６年生

577 名（男子 318 名、女子 259 名）の参加のもと、

横須賀アリーナで室内土俵を使用し開催した。 

短パンの上に「簡易まわし」をつけ、多くの声

援に包まれながら、男女別団体戦と学年階級別個

人戦を実施した。 

 男子団体戦は大楠小学校、女子団体戦は鷹取小

学校が優勝した。 

 

 

中学校スポーツ技術講習会 

市中体連との共催で、前期・後期の２回、前期

は横須賀アリーナ、後期は神明中学校で開催した。 

前期は６月 25日（土）、講師として、愛知県名

古屋市立若水中学校杉浦裕司先生、愛知県立西春

高等学校後藤晃伸先生から、市内中学校の指導者

と 23 校の代表生徒 32 名が技術指導と講習を受け

た。 

後期は 11 月 26 日（土）、講師の桐蔭学園中学

校大川和正先生から、市内中学校の指導者と 23

校の代表生徒 46 名が技術指導を受けた。 

２回共に、学ぶ姿勢や態度の大切さ、技術向上

に必要な基本動作や総合的に体力を高める練習法 

など多くのことをご教授いただいた。 

 

 

第 29回表現運動・ダンス発表会 

 小中連携により開催されている発表会は、11月

12日（土）、南体育会館で、中学校２校、小学校

４校合わせて６作品延べ 300 名の参加のもと開催

した。児童生徒は日ごろの練習の成果を全身で表

現していた。また、講師の長津芳先生（国分寺市

立第七小学校校長）より、指導・講評をしていた

だいた。 

 

 

第 43回小学校児童陸上記録大会 

 市内全小学校計 47 校の５・６年生の代表選手

1,027 名の参加のもと、10 月 15 日（土）に公認

400m トラックの不入斗公園陸上競技場で開催し

た。（男女５種目 16 競技） 

 トラック全体を取り囲む多くの観衆の中、楽し

く競技をするとともに交流を深めた。 

 

 

市内中学校駅伝競走大会 

 第 62 回市中学校男子駅伝競走大会及び第 28 回

市中学校女子駅伝競走大会を 10 月 22 日（土）国

道 16 号馬堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～

大津漁港前）で開催した。沿道は、約 5,500 名を

超える観衆が集まり、各校の応援のぼり旗や横断

幕で埋め尽くされた中、熱い声援と爽やかな海風

を受けながら一本のタスキを繋いだ。全市立中学

校 23 校に横須賀学院中学校を加えた男女各 24 校

から 406 名（男子 215 名、女子 191 名）の参加が

あった。 

男子は大津中学校が優勝を果たし、久里浜中学

校・追浜中学校がそれぞれ２位・３位に入賞した。 

女子は大津中学校が優勝を果たし、田浦中学校

・岩戸中学校がそれぞれ２位・３位に入賞した。 

 

 

第 45回小学校児童ボール運動大会 

12月７日（水）に市内小学校８部会各会場にお

いて、６年生全員、3,731 人がミニバスケットボ

ールとサッカーを行い、日頃の体育学習の成果を

確かめ合うとともに、交流を深めた。 
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国 県・市 教育研究所 

 3.11 マグニチュード 9.0の東北地方太平洋 

沖地震が発生、東北地方を中心に死者行方不明

者が各 1 万数千人に上る大惨事に（名称を『東

日本大震災』と決定） 

教育関係では、被災地だけでなく広域にわた

る計画停電などにより、学校休校・国公立大学

後期入学試験の変更や中止・小中高大学の卒業

式や入学式の一部中止・給食中止やパン･牛乳

だけの給食・全国学力テスト、4/19 実施予定を

中止・被災者に大学学費免除等の支援・被災児

童生徒へ住居･衣類･文房具等支援・保護者不明

等児童生徒へ物心両面の支援・スポーツ大会部

活動の中止や無期限延期・修学旅行、時期や場

所の変更等、多くの困難に立ち向かいながら新

年度がスタートした。 

 

 4. 1 文部科学省、教員免許更新制の最初の

対象者約 9万人のうち 27人が今年 3月

末で免許失効した可能性があると発表 

 4.15 11年度から公立小学校 1年生で 35人学

級を制度化する改正義務教育標準法が

参議院本会議で全会一致により成立。

学級定員の引き下げは 31 年ぶり。 

 4.19 政府の原子力災害対策本部、放射線量

が年間 20ミリシーベルト未満の場合は

通常通りの活動を学校に認める暫定方

針を決定 

 4.19 文科省、福島県内の小中学校などの暫

定的な安全基準を公表。放射線の年間

被ばく量が 20ミリシーベルトを超えな

いよう校庭の放射線量が毎時 3･8マイ

クロシーベルト以上で屋外活動を制限 

 4.28 文科省、デジタル教科書の導入を柱と

する「教育の情報化ビジョン」を公表

震災の影響による財源問題を考慮し導

入スケジュールは示さず 

 5. 2 総務省、15歳未満の子ども人口 1693

万人で、30年連続の減少に 

 5. 9 国立教育政策研究所、学校の節電対策

シミュレーションを公表 

 5.13 公立小中学校で通級指導を受ける子ど

もは、小学生が 5万 6254 人、中学生が 

同 4383人で過去最多に。文科省調査 

 5.24 全国の公立小中学校の耐震化を 15年度

までに完了させる方針を決定 

 5.26 文科省、震災の影響で延期していた 11

年度全国学力･学習状況調査（全国学力

テスト）の中止を決定 

 5.27 文科省、原発事故による放射能漏れで

児童生徒の被ばく量を「年間 1ミリシ

ーベルト以下に抑えることをめざす」

と方針を打ち出す、ただし年間 20ミリ

シーベルト以下の現行基準は当面維持 

5.30 文科省、東日本大震災で被災し転校し

た児童生徒らは 2万 1769 人（5 月 1日

現在）に上ると発表 

6. 3 大阪府で公立学校職員に「君が代」斉

唱時の起立を義務付ける条例が本会議

で賛成多数により可決、成立。条例で

の起立義務付けは全国初 

 6.17 「スポーツ基本法」が参議院本会議で

全会一致により可決、成立。国民のス

ポーツ権を明記し、「スポーツ庁」設置

の検討も 

 6.17 「障害者虐待防止法」が参議院本会議

で全会一致により可決、成立。虐待を

発見した人に通報を義務付け 

 4. 1 横須賀市教育委員会事務局人事異動 

教育委員会管理部長原田恵次 教育総務部

長へ。 生涯学習部長外川昌宏 横須賀総合

高等学校長へ 後任に生涯学習部学校教育

課長中山俊史 学校教育部長へ就任。 総務

課長秋本丈仁 経済部集客･プロモーション

担当課長へ 後任に教育政策担当課長大川

佳久総務課長へ。 学校管理課長藤田裕行 

都市部公共建築課長へ 後任に都市部公共

建築課長丸茂努 学校管理課長へ。 教育情

報担当課長野間俊行 教育政策担当課長へ。  

横須賀市立明浜小学校長渡辺文 教育指導

課長へ。 横須賀市立夏島小学校長小田部

英仁 支援教育課長へ。 教育政策担当主査

藤井孝生 学校保健課長へ。 教職員課指導

主事栗原裕 横須賀市立北下浦中学校教頭

へ 後任に横須賀市立池上中学校総括教諭

河合賢治 教職員課指導主事へ。 学校教育

課指導主事八矢信宏 教職員課指導主事へ 

後任に横須賀市立岩戸中学校教諭溝口洋樹 

教育指導課指導主事へ。 学校教育課指導

主事塚田美保子 横須賀市立船越小学校教

頭へ 後任に教育研究所指導主事梅谷尚子 

教育指導課指導主事へ。 学校教育課指導

主事康乗弘美 横須賀市立大楠小学校教頭

へ 後任に横須賀市立野比小学校教諭梶川

友恵 教育指導課指導主事へ 横須賀市立

長沢中学校教諭海野功子 教育指導課指導

主事へ。 学校教育課指導主事鈴木由美子 

こども育成部こども青少年支援課主査へ 

後任にこども育成部こども青少年支援課主

査井上泉 支援教育課指導主事へ。 

 

 教育委員会事務局の組織改編 

 ・教育総務部 

総務課、教育政策担当、生涯学習課、 

教職員課、学校管理課、中央図書館、 

自然・人文博物館、美術館等 

・学校教育部 

教育指導課、支援教育課、学校保健課、 

スポーツ課、教育研究所等 

 

 

 4. 1 辞令交付学年始休業開始 学級編制説明会 

 4. 4 学年始休業終了 

 4. 5 始業式 入学式(小・中・ろう・養) 

 4. 6 入学式（高）教科用図書事務担当者会 

学校体育指導員委嘱交付式 

学校体育・保健体育担当者会 

 4. 8 入園式（諏訪・大楠） 

中学校体育連盟総会・専門部会 

ことばや聞こえ調査説明会 

学校保健事務説明会 

 4.11 学校開放奨励事業説明会 

 4.12 就学奨励事務担当者説明会 

 4.13 教科総会 

 4.14 生徒指導担当者研修講座① 

 4.15 教科外総会 

 4.16 第 60 回横須賀市中学校総合体育大会・総合

開会式 

 4.19 学校給食事務説明会 本を楽しもう展 

[北下浦コミュニティーセンター](5月 4 日

まで) 

 4.20 特別支援教育コーディネーター連絡会① 

小学校修学旅行説明会 

安全指導担当者研修講座 

 4.21 児童指導担当者研修講座① 

 4. 1 横須賀市教育委員会人事異動 

教育研究所長阿部優子 平作小学校校長

へ 後任に教育研究所主査指導主事新倉

邦子就任。生涯学習部（教育情報担当）

担当課長野間俊行 教育総務部（教育政

策担当）担当課長へ。 主査指導主事高

木尚 横須賀市立大塚台小学校教頭へ。 

後任に北下浦中学校総括教諭高橋日出夫

就任。教育研究所指導主事吉川知彦 横

須賀市立岩戸中学校総括教諭へ 後任に

大津小学校教諭原口尚延就任。 教育研

究所指導主事半田聖 根岸小学校教諭へ  

後任に馬堀小学校教諭より重田大総括教

諭就任。 教育研究所指導主事梅谷尚子  

学校教育部教育指導課指導主事へ。教育

研究所主査堀井龍司 自然・人文博物館

博物館運営課主査へ 後任に管理部総務

課主任若山信之 教育研究所主査へ。   

授業力向上・学級改善支援員田中信義、

北村澤三郎、五ノ井文男、福岡八重子退

任。 理科教育担当に五ノ井文男着任。 

学校学級経営相談・授業力向上・学級改

善支援員坂本宜鴻退任 後任に鈴木安則

着任。非常勤職員石崎美佳退任、後任に

赤池由記子着任。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育研究所の組織改編 

・総務・ICT基礎運用班 

・研修・研究・教育の情報化推進班 

・校務支援システム推進・運用班 

 

 

 

 

 

 

 4. 6 初任者研修拠点校指導教員研修講座① 

初任者研修校内指導教員研修講座① 

 4.12 初任者研修講座① 

養護教諭初任者研修講座① 

 4.19 養護教諭 2年経験者研修講座① 

養護教諭 15 年経験者研修講座① 

養護教諭 25 年経験者研修講座① 

 4.22 ICT 活用推進委員研修講座① 

 4.25 養護教諭 15 年経験者研修講座②③ 

 4.26 養護教諭 25 年経験者研修講座②③ 

 4.27 教職 10年経験者研修講座① 

養護教諭 10 年経験者研修講座① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5. 1 情報セキュリティ月間 

 5. 6 ICT 活用実践研修講座①-1 

 5.10 管理職研修講座（校長・園長） 

教育年表 
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 6.20 理化学研究所などが開発したスーパー

コンピュータが計算速度世界ランキン

グ一位に 

 6.24 文科省、震災で被災した 6県に小中学

校教員など 650 人の追加加配を内示。

加配は計 1080人に 

7. 8 高木文科相、13 年度の全国学力･学習状

況調査（全国学力テスト）は全員参加

方式も視野に入れた「きめ細やかな調

査」で実施する方針を表明 

 7.13 パソコンや電子黒板などの ICT（情報通

信技術）を使って授業ができる教員は

全体の 6 割にとどまることが判明、文

科省の教育情報化実態調査 

 7.20 千葉県習志野市、放射線セシウムが検

出された牛肉が小学校の給食で使用さ

れていたと発表 

7.20 文科省、原発事故に絡み学校給食の食

材の安全を確保するよう各都道府県な

どに通知  

7.20 全国の児童相談所が対応した児童虐待

の件数は 5万 5152 件（10 年度）で初め

て 5 万件を突破、厚労省調査 

7.28 文科省が学校教員統計調査の中間報告

を発表。公立学校教員の平均年齢は、

小学校が 44.4歳 中学校が 44.2 歳 高

校が 45，8歳で 小学校を除いて過去最

高を更新。さらに離職者 1019人中 590

人が精神疾患で退職したことが判明 

7.30 香川県、放射性セシウムが検出された

園芸用腐葉土の一部が小学校で使用さ

れていたと発表 

8. 5 文科省、教員免許更新制度で初の対象

となった教員の 0.15％に当たる 98人

が免許失効したと発表 

 8. 9 民主、自民、公明の 3 党、民主党衆議

院選マニフェストの主要政策見直しで

合意。高校授業料無償化は「12年以降、

政策効果の検証を基に必要な見直しを

検討する 

8.16 日本語指導が必要な外国人の子どもが

通う公立学校は 6423校で過去最多を更

新、文科省の外国人児童生徒受け入れ

状況調査 

 8.22 地域政党「大阪維新の会」が大阪府の 9

月議会に提出する教育基本条例案の概

要を発表。首長による教育委員の罷免、

公立学校長の公募制導入、「君が代」斉

唱時不起立者の懲戒処分の明確化など

の案に世論は賛否両論 

 8.24 文科省、学校耐震改修状況調査の結果

を発表。公立小･中学校の耐震化率が初

めて 8割を超え 80.3％に、ただし自治

体格差も浮き彫りに 

8.26 文科省、子どもの屋外活動を制限して

きた放射線基準を毎時 3.8マイクロシ

ーベルト未満に引き下げ。基準値以上

でも野外活動は制限せず 

8.26 中西正人大阪府教育長、「大阪維新の

会」が提出を予定している教育基本条

例案について教育が混乱すると懸念を

表明 

9. 6 厚生労働省、生活保護受給者は 203 万

1587人（5 月末現在）で 3ヶ月連続 200

万人を超えたと発表。戦後混乱期の

1951年度に次ぐ多さ 

 9. 8  沖縄県八重山地区 3市町村教委、全教

育委員会による臨時総会を開催。「つく

 4.22 学校予算事務説明会 

全県指導主事会議 

 4.26 小・中学校教育課程研究会運営委員会① 

外国語活動研修講座① 

 4.27 総括教諭等学校運営推進者連絡会① 

国際教室担当者会① 

 4.28 本を楽しもう展[西コミュニティセンター]

（5 月 11日まで） 

 

 5. 7 第 28 回横須賀市中学校演劇発表会  

実技研修会①  

第 36 回小学校児童相撲大会 

 5. 8 第 28 回横須賀市中学校演劇発表会  

実技研修会② 

 5.10 小学校音楽科担当者会 

 5.13 小学校国語科担当者会 

 5.18 ALT 活用連絡会 

学校プール運営管理説明会 

中学校修学旅行(6 月 27 日まで) 

学校保健会定期総会 

 5.20 研究員総会 

 5.25 特別支援学級新担当者研修講座① 

人権教育担当者研修講座① 

 5.27 総括教諭等学校運営推進者連絡会② 

 5.31 外国語活動研修講座② 

 

 6. 1 特別支援教育コーディネーター連絡会② 

小学校体育実技講習会 

 6. 3 支援教育研修講座② 

学びをつなぐ指導資料作成委員会① 

 6. 6 県小学校児童指導担当者研修講座 

 6. 8 作詞募集審査会 

中学校体育実技講習会 

心肺蘇生実技研修講座 

 6. 9 生徒指導担当者研修③ 

 6.13 小学校 5 年生芸術鑑賞会(6 月 14日まで) 

 6.16 県中学校生徒指導担当者研修講座 

 6.17 小(教科)・中(教科外) 

学校教育課程研究会一日目 

教科用図書展示会(6 月 30日まで) 

 6.22 小(教科外)・中(教科) 

学校教育課程研究会一日目 

 6.25 中学校スポーツ技術講習会 

ハートフルフォーラム 

 6.28 本を楽しもう展[南図書館](7月 10日まで) 

 6.29 特別支援学級新担任者研修② 

 

 7. 1 児童生徒体力つくり推進研修講座 

 7. 6 特別支援教育コーディネーター連絡会③ 

 7. 7 生徒指導担当者研修④ 

児童指導担当者研修講座② 

 7.12 小学校 6 年生芸術鑑賞会(7 月 13日まで) 

 7.12 外国人英語教員拠点校連絡協議会① 

 7.19 給食終了 

 7.21 夏季休業開始 

学校水泳指導法研修講座① 

 7.22 学校水泳指導法研修講座② 

学校保健研修講座① 

 7.25 学校保健研修講座② 

外国語活動研修講座③ 

外国語科研修講座① 

音楽科研修講座 

 7.26 小学校体育科研修講座 

①学校保健研修講座 

③国際教育研修講座 

社会科研修講座 

 7.27 小学校体育科研修講座② 

応急手当普及員研修講座①② 

初任者研修講座⑯-1 

養護教諭初任者研修講㉓-1 

初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

 5.11 教職 20年経験者研修講座① 

ICT 活用実践研修講座①-2 

 5.13 教育研究所運営委員会① 

教職 1年経験者研修講座① 

第 1 回よこすか教師未来塾・希望塾 

                 （開塾式） 

 5.16 養護教諭 2年経験者研修講座②③ 

 5.17 初任者研修講座② 

学校情報化推進部会(第 3 分科会)① 

 5.18 教職 5年経験者研修講座① 

養護教諭 5年経験者研修講座① 

三浦半島地区教育ネットワーク協議会 

教職 5年経験者研修講座① 

ICT 活用実践研修講座①-3 

学校情報化推進部会(第 2 分科会)① 

 5.20 管理職研修講座(副校長・教頭) 

 5.24 初任者研修講座⑯-2 

養護教諭初任者研修講座㉓-2 

 5.25 養護教諭初任者研修講座②③ 

小学校 PC教室機種選定委員会① 

学校情報化推進部会(第 1､第 5分科会)① 

5.27 第２回よこすか教師未来塾・希望塾 

 

 

 

 

 6. 1 養護教諭初任者研修講座④⑤ 

 6．4 理科基礎技術講座① 

 6．7 初任者研修講座③(中学校) 

初任者研修講座⑯-3 

養護教諭初任者研修講座㉓-3 

 6.10 授業力向上アカデミー① 

第 3 回よこすか教師未来塾・希望塾 

 6.15 校務支援システム操作研修①-4 

小学校 PC教室機種選定委員会② 

6.24  第 4 回よこすか教師未来塾・希望塾 

6.25 スキルアップ研修講座 

 6.28 初任者研修講座⑯-5 

養護教諭初任者研修講座㉓-5 

 6.29 三浦半島地区 

教育ネットワーク専門委員会① 

 6.30 学校情報化推進部会(第 1､第 5分科会)② 

 

 

 

 7．4 学校情報化推進部会(第 3 分科会)② 

 7. 5 初任者研修講座④ 

 7. 7 学校情報化推進部会(第 2 分科会)② 

 7. 8 連携研修講座｢教育における ICT 活用｣ 

第 5 回よこすか教師未来塾     

 7. 9 スキルアップ研修講座 

 7.19 初任者研修講座⑯-6 

養護教諭初任者研修講座㉓-6 

 7.21 理科基礎技術講座②③ 

校務支援システム巡回研修 

 [小・中・特別支援](9 月 30 日まで) 

 7.22 理科基礎技術講座②③ 

第 5 回よこすか教師希望塾 

 7.25 理科基礎技術講座②③ 

コミュニケーション研修講座① 

養護教諭 10 年経験者研修講座②③ 

スキルアップ研修講座 

 7.26 理科基礎技術講座②③ 

養護教諭 5年経験者研修講座②③ 

教育課題研修講座① 
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る会」主導の中学校公民教科書（育鵬

社）を採択した地区採択協議会の決定

撤回を多数決で決める。 

9.16 沖縄県教委、八重山地区の教科書採択問

題で文科省が示した期限（16日）まで

に採択を一本化できないことが確定。

地区採択協議会と加盟自治体の採択が

異なるという初の事態に発展へ 

9.20 文科省の検討会議、12 年度は小学 2 年へ

「35人学級」に導入するとの意見を了承  

 9.21 橋下徹大阪府知事が主導する地域政党

「大阪維新の会」が「教育基本条例案」

を同府議会に提出。知事による教育目

標の設定や校長公募制などの内容に賛

否両論 

10. 7 政府、沖縄県八重山地区の中学校教科

書採択で採択地区協議会と加盟自治体

の採択が異なった件について、市町村

教委の教科書採択権よりも地区協議会

の答申の方が優先するという法解釈を

示した答弁書を閣議決定 

10. 9 福島県、東京電力福島第 1原発事故を

受け、県内全ての 18歳以下の子どもを

対象にした甲状腺の超音波検査をスタ

ート。今後、2年半で約 36 万人を検査 

10.14 文科省、福島第 1原発事故を受けて小･

中･高校向けの放射線に関する副読本

を作成、全国の学校に配布 

10.14 神奈川県小田原市教委、小学校 2校と

中学校 1校で延べ 83人の通知表に記載

ミスがあったと発表。通知表作成プロ

グラムの操作ミスが原因 

10.17 文科省、東日本大震災で実施が見送り

になった「全国学力･学習状況調査」（全

国学力テスト）の問題を公表。問題配

布を希望した国公私立小･中学校は

76.2％ 

10.26 日本人の人口は 1 億 2535万人で、現行

調査方法を採った 1970年以降初めて減

少したことが総務省の国勢調査確定値

で判明。本格的な人口減少時代に突入。 

10.26 文科相、沖縄県八重山地区の教科書採

択問題で、地区協議会の答申に反した

自治体は国の教科書無償の対象になら

ないと国会答弁。ただし、自治体が教

科書を購入して無償配布することを容

認する考えも 

11. 8 全国の公立学校で 10年度に 211人が管

理職から希望降任したことが文科省の

人事状況調査で判明 

11.18 横浜市教委、市立学校計 119 校で延べ

1371人の通知表に記載ミスがあったと

発表。原因はパソコンの操作ミス 

11.24 政府の「子ども･子育て新システム検討

会議」の作業部会、幼保一元化の「こ

ども園」（仮称）への移行を希望しない

私立幼稚園にも私学助成の継続を認め

る制度計画素案をまとめる。幼保一元

化の後退との批判も 

11.27 大阪府知事・同市長のダブル選挙で、

市長に橋下氏が率いる「大阪維新の会」

幹事長の松井一郎氏が当選。学校管理

職の公募制などを盛り込んだ教育基本

条例案の扱いが今後の焦点に 

11.30 沖縄県教委、一部自治体と採択地区協

議会の採択結果が分かれている八重山

地区の中学校教科書採択問題で、文科

省が期限とした 11月末の一本化は困難

外国語科研修講座② 

支援教育研修講座③ 

 7.28 応急手当普及員研修講座③④ 

 7.29 応急手当普及員研修講座⑤⑥ 

幼児教育研修講座 

 7.30 第 28 回横須賀市中学校演劇発表会一日目 

 7.31 第 28 回横須賀市中学校演劇発表会二日目 

 

 

 8. 1  外国語科研修講座③ 

就学前教育と小学校教育の連携研修講座 

司書教諭研修講座① 

 8. 2  体育科・保健体育科研修講座 

外国語科研修講座④ 

支援教育研修講座④ 

 8. 3 特別活動研修講座 

 8. 4 小学校教育課程研究会二日目 

中学校全国・関東大会出場選手激励会 

 8. 5 中学校教育課程研究会二日目 

 8. 8 生活科研修講座 

総合的な学習の時間研修講座 

図画工作科/美術科研修講座 

 8. 9 家庭科/技術・家庭科研修講座① 

全県小学校教育課程研究会運営委員会 

 8.10 算数科・数学科研修講座 

 8.11 国語科研修講座 

 8.17 体育科・保健体育科研修講座 

 8.19 教職員球技大会(卓球) 

 8.20 第 8 回 

中学校創造アイデアロボットコンテスト 

 8.21 第 24 回子どものための音楽会 

中学校連合生徒会役員宿泊研修会 

(8 月 23日まで) 

 8.22 支援教育研修講座⑤⑥ 

家庭科/技術・家庭科研修講座② 

 8.23 全県小学校教育課程研究会 

 8.24 道徳研修講座 

 8.26 県幼稚園教育課程研修講座 

 8.29 夏季休業終了 

 8.31 防犯教室研修講座 

 

 

 9. 1 生徒指導担当者研修講座⑤ 

給食開始 

 

 9. 7 図画工作科担当者会 

就学時健康診断説明会 

  

 9. 9 美術科担当者会 

読書感想文一次審査会 

 

 9.13 外国語活動研修講座④ 

 9.16 読書感想文二次審査会 

 9.24 小学生創意くふう展(9月 25日まで) 

 9.27 特別支援学級新担任者研修講座③ 

総括教諭等学校運営推進者連絡会③ 

 9.28 支援教育研修講座⑦ 

作曲募集審査会 

 9.29 小学校修学旅行(10月 12日まで) 

 

 

10．7 前期終業式 給食終了 

10.10 中学校吹奏楽発表会 

10.11 秋季休業 

10.12 秋季休業 

10.13 後期始業式 生徒指導担当者研修講座⑥ 

給食開始 

10.15 第 43 回小学校児童陸上競技大会 

スキルアップ研修講座 

 7.27 夏季大学講座① 

理科基礎技術講座④ 

養護教諭 10 年経験者研修講座④⑤ 

ICT 活用実践研修講座② 

初任者研修拠点校指導教員研修講座③ 

総括教諭等学校運営推進者研修講座 

初任者研修校内指導教員研修講座② 

学校づくり研修講座① 

 7.28 教育課題研修講座②③ 

理科基礎技術講座⑤ 

夏季大学講座② 

総括教諭等学校運営推進者研修講座 

 7.29 授業力向上アカデミー③④ 

夏季大学講座③ 

理科基礎技術講座⑥ 

総括教諭等学校運営推進者研修講座 

 

 

 

 8. 1 教職 10年経験者研修講座②③ 

総括教諭等学校運営推進者研修講座 

小・中理科教材研究講座①② 

養護教諭 10 年経験者研修講座⑥⑦ 

 8. 2 初任者研修講座⑤⑥ 

養護教諭初任者研修講座⑫⑬ 

スキルアップ研修講座 

 8. 3 教育課題研修講座③ 

夏季大学講座④ 

小・中理科教材研究講座③ 

養護教諭初任者研修講座⑭⑮ 

スキルアップ研修講座 

ICT 活用実践研修講座③ 

学校づくり研修講座② 

 8. 8 科学教養講座① 

学校づくり研修講座③ 

 8. 9 科学教養講座② 

学校づくり研修講座④ 

コミュニケーション研修講座③ 

 8.10 ICT 活用実践研修講座④ 

小・中理科教材研究講座④ 

夏季大学講座⑤ 

総括教諭等学校運営推進者研修講座 

コミュニケーション研修講座④ 

 8.11 ICT 活用推進委員研修講座② 

管理職のための 

学校マネジメント研修講座① 

教育課題研修講座④ 

コミュニケーション研修講座⑤⑥ 

 8.17 初任者研修講座⑦⑧ 

養護教諭 10 年経験者研修講座⑧⑨ 

 8.18 初任者研修講座⑨⑩ 

 8.19 理科基礎技術講座⑦ 

コミュニケーション研修講座② 

第 6 回よこすか教師未来塾 

 8.22 教職 20年経験者研修講座②③ 

ICT 活用実践研修講座⑤ 

管理職のための 

   学校マネジメント研修講座② 

 8.24 教職 1年経験者研修講座②③ 

管理職のための 

   学校マネジメント研修講座③ 

 8.25 教職 15年経験者研修講座②③ 

教職 10年経験者研修講座④ 

養護教諭 5年経験者研修講座④⑤ 

養護教諭 10 年経験者研修講座⑩ 

総括教諭等学校運営推進者研修講座 

ICT 活用実践研修講座⑥ 
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と同省に報告（12 月 2日に文科省が一

本化期限を 12月末に延期） 

11.30 文科省、学校給食の食材に含まれる放

射性物質について、「1キログラム当た

り 40 ベクレル以下」との目安を 17 都

道府県に通知（厚労省と都道府県教委

などの反発を受け、12月 2 日に文科相

が、あくまで「測定機器の機種選定の

目安」と釈明） 

12. 1 政府の「子ども･子育て新システム検討

会議」作業部会、保育所と幼稚園を統

合した「こども園」（仮称）の所管を内

閣府に一元化することを見送る方針を

提示。従来の文科省、厚労省に内閣府

が加わる「三重行政に」 

12. 6 女子の平均体重が 5～17 歳の全年齢で

減少、文科省の 11 年度「学校保健統計

調査」 

12. 9 文科省、12年度の全国学力･学習状況調

査（全国学力テスト）を 4 月 17 日に国

語、算数･数学に理科を加えた 3 教科で

実施すると発表 

12.12 東日本大震災で被害を受けた岩手、宮

城、福島 3県の小中高校など計 2278校

のうち 92.9％（10 月 1日現在）が元の

施設で授業再開、文科省調査で判明 

12.15 静岡県地裁、静岡県磐田市立小学校の

新任教諭の自殺をめぐり、学校の支援

体制に問題があったとして、公務災害

を認めなかった地方公務員災害補償基

金の決定を取り消す判決 

12.16 文科省と財務省、12年度からの小 2 の

「35人学級」は法改正による制度化を

行わず、加配定数などの活用で実施す

ることを予算折衝で合意。制度化は今

後の検討課題に 

12.16 政府、「大阪維新の会」による教育基本

条例案は地方教育行政法に抵触すると

の見解を示した答弁書を閣議決定 

12.27 横浜地裁、横浜市立中学校在学中に柔

道部顧問の男性教諭の絞め技で後遺症

を負ったとする賠償請求で神奈川県と

同市に約 8900万円の支払いを命じる。 

12.28 文科省の専門家会議、13年度の全国学

力テストは全員参加方式で実施、学力

の経年変化を調べるため一部の問題を

非公開にすることなどを決定 

 1. 1 厚生労働省が人口動態統計を発表。

2011年の人口減少幅は 20万 4000 人で

5 年連続減少、減少幅も戦後最大に 

 1.10 総務省の研究会、政治参加意識を高め

るため次期学習指導要領改訂では政治

教育(主権者教育）を重視するよう提言 

 1.12 文科省、小 5･6 向け新英語教材を公開。

政府の事業仕分けで廃止となった「英

語ノート」に代わるもので、学校現場

の強い要望を受け作成 

1.16 最高裁第 1小法廷、「君が代」を斉唱せ

ず懲戒処分を受けた都立学校教職員ら

の処分取り消し訴訟で、停職と減給の

処分取り消しを判決。ただし、戒告処

分などは容認。起立斉唱をめぐる処分

に一定の歯止め 

 1.16 公立学校教職員の日教組加入率は

26.2％（11 年 10 月現在）で 35年連続

して低下、文科省の教職員組合調査 

 1.20 浜田純一東京大学長、5年後をめどに全

面的に秋季入学に移行するとの構想を

県進路情報説明会 

10.16 第 43 回小学校児童陸上競技大会・予備日 

10.18 幼稚園教育課程研究会 

10.19 特別支援教育コーディネーター連絡会④ 

10.20 県小学校連合音楽会 

10.21 全県指導主事会議 

10.22 第 62 回横須賀市中学男子駅伝競技大会 

第 28 回横須賀市中学女子駅伝競技大会 

10.23 駅伝競走大会・予備日 

10.26 児童指導担当者研修講座③ 

特別支援学級新担任者研修講座④ 

 

 

11. 2 支援教育研修講座⑧ 

池上中学校研究発表会 

11. 7 高等学校教育課程研究会(全日制・定時制) 

11. 9 小学校教育課程研究会総則部会二日目 

野比中学校研究発表会 

11.10 鷹取中学校研究発表会 

11.11 道徳教育連携・推進講座①(衣笠中学校) 

11.12 第 28 回表現運動・ダンス発表会 

11.16 中学校教育課程研究会総則部会二日目 

11.17 生徒指導担当者研修講座⑦ 

11.18 望洋小学校研究発表会 

(道徳教育連携・推進講座②) 

武山小学校研究発表会 

外国語活動研修講座⑤ 

11.22 読書感想画募集締切 

11.25 特別支援教育コーディネーター連絡会⑤ 

森崎小学校研究発表会 

11.26 中学校スポーツ技術講習会 

11.30 人権教育担当者会③ 

追浜小学校研究発表会 

(就学通知書発送) 

 

 

12. 2 児童生徒ふれあい作品展(12 月 5日まで) 

読書感想画審査会 

12. 7 第 45 回小学校児童ボール運動大会 

12. 8 生徒指導担当者研修講座⑧ 

大楠中学校研究発表会 

12. 9 支援教育研修講座⑨ 

第 45 回小学校児童ボール運動大会・予備日 

12.13 (学校選択制による仕手変更申立締切) 

12.14 総括教諭等学校運営推進者連絡会④ 

12.22 給食終了 

12.24 理科基礎技術講座⑩ 

12.25 冬季休業開始 

 

 

 1. 5 運動部活動指導者研修講座 

読書感想画展(1月 10日まで) 

 1. 6 横須賀市学力向上シンポジウム 

 1. 7 冬季休業終了 

 1.10 給食開始 

 1.12 生徒指導担当者研修講座⑨ 

 1.13 総括教諭等学校運営推進者連絡会⑤ 

 1.14 第 64回児童生徒造形作品展(1月 30日まで) 

 1.18 特別支援教育コーディネーター連絡会⑥ 

 1.20 第 31回横須賀市体力つくり実践研究発表大

会 

就学前教育と小学校教育の連携研修講座 

児童生徒書写作品展(1月 24日まで) 

 1.24 外国語活動研修講座⑥ 

 1.27 かながわ学力向上シンポジウム 

全県指導主事会議 

 1.28 第 28回横須賀市中学校演劇発表会実技研修

② 

管理職のための 

   学校マネジメント研修講座④ 

第 6 回よこすか教師希望塾 

 8.26 ICT 活用実践研修講座⑦ 

 

 

 

 9. 5 理科基礎技術講座⑧ 

 9. 9 第 7 回よこすか教師未来塾 

 9.12 学校情報化推進部会(第 1、5 分科会) 

 9.22 第 7 回よこすか教師希望塾 

 9.29 養護教諭初任者研修講座⑯⑰ 

 9.30 養護教諭初任者研修講座⑱⑲ 

第 8 回スクールデジタルコンテスト 

              募集締切 

 

 

 

10. 8 理科基礎技術講座⑨ 

10.12 校務支援システム調査書作成研修 

10.14 第 8 回よこすか教師未来塾 

10.19 三浦半島地区 

教育ネットワーク専門委員会② 

10.19 初任者研修講座⑪-１ 

10.28 第 8 回よこすか教師希望塾 

 

 

11. 1 初任者研修講座⑪-2 

校務支援システム巡回研修 

   [中・特別支援](11月 30日まで) 

11. 8 初任者研修講座⑪-3 

11.11 第 9 回よこすか教師未来塾 

11.14 学校情報化推進部会(第 1、5 分科会)④ 

11.15 初任者研修講座⑫-1 

11.20 学校情報化推進部会(第 2 分科会)③ 

11.21 学校情報化推進部会(第 3 分科会)③ 

11.22 初任者研修講座⑫-2 

11.25 第 9 回よこすか教師希望塾 

11.29 初任者研修講座⑫-3 

11.30 第 8 回 

スクールデジタルコンテスト表彰式 

 

 

 

12. 2 教職 10年経験者研修講座⑤ 

12. 6 初任者研修拠点校指導教員研修講座⑤ 

12. 9 第 10回よこすか教師未来塾 

12.13 初任者研修講座⑬ 

12.16 授業力向上アカデミー⑦ 

12.22 第 10回よこすか教師希望塾 

12.24 理科基礎技術講座⑩ 

 

 

 

 

 

 1. 5 教職 20年経験者研修講座④ 

教職 10年経験者研修講座⑥⑦ 

養護教諭 10 年経験者研修講座⑪⑫ 

 1. 6 教職 5年経験者研修講座④ 

教職 1年経験者研修講座④ 

養護教諭 5年経験者研修講座⑥ 

 1.11 ICT 活用推進委員研修講座 

 1.13  第 11回よこすか教師未来塾 

 1.17 初任者研修講座⑭ 

 1.23 校務支援システム巡回研修 

[小・中](3 月 27 日まで) 

1.27   第 11回よこすか教師希望塾 
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発表。秋季入学で京都大学など主要 11

大学と経済界との協議会設置の方針も

明らかに。大学、政財界などに賛否両

論が渦巻く 

 1.22 文科省、教員の精神疾患増加を受けて

「教職員のメンタルヘルス対策検討会

議」が初会合 

 1.24 専門学校に単位制を導入するため省令

を改正。今年 4 月から施行へ 

 1.26 官房長官、成人年齢の 18 歳への引き下

げに向け、休眠中の政府の検討委員会

を再開する意向を表明 

 1.30 東京地裁、職員会議のあり方をめぐり

都教委と対立していた元都立高校長が

退職後に非常勤採用されなかったとし

て損害賠償を求めた訴訟で、請求棄却

する判決。職員会議での挙手禁止など

の都教委通知を裁量権の範囲内と認め

る。 

1.30 国立社会保障･人口問題研究所、日本の

人口は 48年に 1億人を削ると予測 

2.06 小中高の 10 年度いじめの件数は 7万

7630件で 4年ぶりに増加、文科省「学

校基本調査」（確定値）で判明 

2.09 最高裁第 1小法廷、日の丸…君が代への

起立を命じた東京都教委の職務命令に

従う義務がないことの確認を求めた訴

訟で、教員ら原告の上告を棄却 

2.22   横浜市教育長、土曜日授業思考の検討

に着手することを表明 

2.22  沖縄県竹富町教委、採択地区採択協議

会と異なる決定をしたため、教科書無

償給与対象から外され、文科省から独

自購入を求められていた中学公民教科

書について、市民有志からの寄贈を受

けることを決定。八重山教科書問題は

事実上決着 

2.27  政府の「グローバル人材育成推進会

議」、東大などの秋入学移行に向け、国

家試験の時期や公務員制度への影響な

どの課題の検討を申し合わせる。 

 

昨年3月11日に発生した東日本大震災では、

児童生徒等及び教職員の死者が625人に上り、

学校施設、社会教育施設等の被害は１万件を超

えている。[文部科学省公表資料：平成23年8月

22日現在〕 

特に津波災害では、沿岸部の学校施設にも甚

大な被害を与えるともに、児童生徒等にも犠牲

者を出した。学校管理下での自然災害としては

過去の例に照らしても突出した規模であり、多

くの課題が浮き彫りになった。 

 学校では、｢てんでんこ｣｢絆｣等の言葉の重み

をかみしめ、その上に立って防災教育を見直

し、より実効性の高い教育を推進している。 

〔「東日本大震災を受けた防災教育･防災管理

等に関する有識者会議」中間とりまとめ資料

より〕 

第 9 回大縄跳び大会 

 

 

 2. 1 支援教育研修講座⑩ 

学校保健大会 

 2. 3 第 48 回県小学校教育研究会中央研究大会 

横須賀大会 

 2. 7 総括教諭等学校運営推進者連絡会⑥ 

 2. 8 小・中学校教育課程研究会運営委員会② 

司書教諭研修講座② 

 2. 9 生徒指導担当者研修講座⑩ 

 2.10 第 2 回スクールカウンセラー連絡協議会 

 2.15 児童指導担当者研修講座④ 

外国人英語教員拠点校連絡協議会② 

国際教室担当者会② 

市制記念日(105周年) 

 2.22 特別支援学級新担任者研修講座⑤ 

人権教育担当者研修講座④ 

 2.29 特別支援教育コーディネーター連絡会⑦ 

 

 3. 2 外国語活動研修講座⑦ 

 3. 9 中学校卒業式 

3.13 諏訪幼稚園卒園式 

 3.14 大楠幼稚園卒園式 

給食終了 

 3.15 小学校卒業式(1～4部会) 

生徒指導担当者研修講座⑪ 

 3.16 小学校卒業式(5～8部会) 

 3.23 修了式 

 3.30 退職辞令交付 

 3.31 学年末休業終了 

 

 

 

 2. 1 情報セキュリティ月間 

 2．3 養護教諭初任者研修講座⑳㉑ 

 2. 8 三浦半島地区教育 

ネットワーク専門委員会③ 

2.10   第 12回よこすか教師未来塾 

 2.14 初任者研修講座⑮ 

養護教諭初任者研修講座㉒ 

 2.20 校務支援システム管理職等対象研修①-1

校務支援システム教務等対象研修①-1 

 2.21 授業力向上アカデミー⑨ 

校務支援システム管理職等対象研修①-2 

校務支援システム教務等対象研修①-2 

 2.22 校務支援システム管理職等対象研修①-3 

校務支援システム教務等対象研修①-3 

 2.23 校務支援システム管理職等対象研修①-4 

校務支援システム教務等対象研修①-4 

 2.24 校務支援システム管理職等対象研修①-5 

校務支援システム教務等対象研修①-5 

第 12 回よこすか教師希望塾 

 2.27 校務支援システム教務等対象研修①-6 

 2.28 校務支援システム教務等対象研修①-7 

 2.29 校務支援システム教務等対象研修①-8 

 

 

 

3. 9 第 13 回よこすか教師未来塾（閉塾式） 

3.23 第 13 回よこすか教師希望塾（閉塾式） 

3.26 教育研究運営委員会② 
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